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クール上司の甘すぎ捕獲宣言！










神様は私に微ほほ笑えまない




　都心から、電車で約一時間半。豊かな自然に囲まれた住宅街。

　そのすぐ近くの山のふもとに、古くから地元の信仰を集めている、『大おお瀬せ川がわ神社』がある。境けい内だいに一歩足を踏み入れると、風に揺れる木々の静かなざわめきと、近くを流れる小川のせせらぎが聞こえる。

　最近、郊外の癒しスポットとして、情報雑誌の小さな記事に載った。

　五ご穀こく豊ほう穣じょう・無む病びょう息そく災さいの神様が鎮座する本殿より少し奥に入った所に、実はもうひとつ小さな祠ほこらがあって、縁結びの神様が祀まつられている。きっと、これまで訪れた、数え切れないほどの人たちを幸せへと導き、見守ってきたのだろう。

　だけど……。

　その神社の娘である私は、どうやら恋愛の神様にスルーされているらしい。




　朝夕の空気が、徐々に涼しさをまとい始めた九月中旬。

「お母さん、境内の掃除終わったよー」

　私はキッチンに顔を出し、母に伝えた。

　ここは、神社と同じ敷地内に建つ一軒の民家。私、永なが沢さわ香か奈なの実家だ。

「ごめんね、急に呼んで手伝ってもらっちゃって」

　母は、煮物が入った鍋の中をかき混ぜながら言った。

「仕方ないよ。お父さんが突然、具合悪くなったんだから」

　神主の父は、昨日ぎっくり腰になって、二階の寝室で寝込んでいる。

「じゃあ、私、そろそろ帰るね」

「え、もう？　夕飯食べていかないの？」

「……うん、明日も仕事で朝早いし」

　本当は、久しぶりの母の手料理を食べたい。でも私には、あまりここに長居したくない理由があった。

　隣の和室で着替えを済すませ、リビングに戻る。

「あれ、お姉ちゃん、もう帰るの？」

　テーブルの上に置かれたふたり分のカップに、ティーポットの紅茶を注ぎながら、四つ年下の妹の恵え美みが顔を上げた。私が掃除道具を片づけに行っている間にひと足先に家に戻り、お茶の準備をしてくれていたのだった。

　別の場所を掃除していた大学二年生の弟、潤じゅんもいつの間にか終わっていたらしく、ソファに座ってテレビを観ながらペットボトルのジュースを飲んでいる。

　私たち姉し弟てい三人とも実家を出てそれぞれ違う所にいるけど、家族のピンチの呼びかけにはちゃんと応じるので、仲のよい家庭だと思う。

「うん、バスなくなっちゃうし」

「あ、もしかして、お見合い話から逃げようとしてる？」

「しっ！　……大きな声、出さないで。お母さんに聞こえちゃうから」

　私はあと三ヶ月で、二十九歳になる。

　そのせいか、最近、母がしきりにお見合いを勧めてくるのだ。

「はぁ……三十歳までに結婚しないといけない家訓でもあるのかな、って言いたいよ」

「試しに会ってみたら？　意外といい人かもよ」

　恵美はサラッと言う。

「『試し』って……そんな体験レッスンみたいに言わないでよ」

　私はソファに腰を下ろすと、ため息をついた。

『その歳で何言ってる？』と周りからツッコまれるのは重々わかっているけれど……私は昔から、男性と接するのが苦手だ。

　仕事で関わるのならわりと平気なんだけど、プライベートで話すとなるとどうしていいかわからず、会話が続かない。だから異性からはほぼ百パーセント、つまらない女と思われている。

『このままではいけない』と思い、なんとか自分を変えたくて女友達に打開策を聞いても、皆の意見はバラバラ。

　だから一般的な意見を仰あおぎたくて、本屋に並んでいた〝恋愛レッスン本〟なるものに目を通してみたけど、書いてあるテクニックは私にはレベルが高すぎるものばかり。気づいたのは、これは多分、ある程度の恋愛スキルを持った女性が実践して初めて実を結ぶのだろう、ということ。

　恋愛偏差値が低すぎる私には、到底扱える代物ではなかった。そして全く正解に辿り着けず、恥ずかしながらこの歳になってしまった。

「香奈姉ちゃんは、恵美姉ちゃんに恋愛の仕方、教えてもらったらいいんじゃねーの？　だってさ、ほら、恵美姉ちゃんは今の彼氏とスッゲー長く続いてるし」

　適当な感じで横から口を挟はさんできた弟に、恵美が言った。

「潤、いくら恋愛の仕方を覚えても、出会いがなかったら意味ないでしょ」

「会社は？　社内恋愛とか？」

「そんな、会社に運よく恋が転がってるわけないじゃない。もし仮に転がってたとしても、お姉ちゃんはそれを壊さずに上手に拾い上げる技術を持ってないの」

　恵美はすかさず否定した。

「そうかぁ、なるほど」

　潤は妙に納得している。

　……あれ？　なんか、ひそかに悪口言われてない？

　でも、妹きょう弟だいの半ば無責任な会話を聞きながら、さっき潤が言ったこともわかるな、と思った。実は私はこれまで、最長で一年しか交際が続いたことがない。

　ところが恵美は高校時代から付き合っている彼と、なんと七年間ロングラン交際中なのだ。たまにこうやって恵美に会うたびに、何かキラキラ輝いて見える。

　……これが、リア充のパワーか。

　恵美は天てん真しん爛らん漫まんで自分に素直で、彼氏もきっと一緒にいて楽しいんだろうな。男性とうまく話せない私とは大違い。それに、恵美は明るい茶色の緩やかなウェーブヘアがよく似合う、華やかな顔立ちをしている。

　一方、姉である私は顔の作りも普通で、焦こげ茶色の髪は、なんの変哲もない肩下までのストレート。瞳は大きいと言われることはあるけど、それは単にほかに褒ほめるところがないだけのこと。身長は私も恵美も百六十センチくらいで、姉妹で似ているところといえば、それぐらいだ。

　やがて、潤がお菓子を取りにキッチンへ姿を消すと、恵美は素早く私の横に座り直し、小声で言った。

「お姉ちゃんが新年早々恋人と別れたこと、お母さん相当ショックだったみたいよ。最後のチャンスだと思ってたみたいだから。新しい出会いもなさそうだし、もうお見合いしかない、って決め込んでるんじゃない？」

「最後のチャンス、とか親に言われたくないよ……余計惨みじめになる」

　私は嘆くように呟つぶやくと、恵美から受け取ったカップに口をつけた。

「……元カレとやり直す気、ないの？」

「……なんで？」

　突とっ拍ぴょう子しもないその発言に私は驚き、目を丸くして恵美を見た。

「だって、新しい就職先で偶然再会したんでしょ？」

「だからって、今さら何があるっていうの？　もう終わったことだし。……あ、もう行かなきゃ」

　私は壁の時計を見て、立ち上がった。

　そろそろバスが到着する頃だ。

　会話を切り上げることができて、私は心のどこかでホッとした。

「じゃあね、恵美。また私の家にも遊びにおいでね。お母さーん、潤ー！　私、帰るね。何かあったらまた連絡してねー」

　そう言い残すと、急いで玄関で靴を履き、外へ出た。

　心地よい風が私の髪を揺らす。日は西に傾きかけている。

　日曜日の夕方、境内に参拝者はひとりもいない。

　私はまっすぐに伸びた石いし畳だたみの参道を抜け、鳥居をくぐると、バスの通る道路に続く長い石段を下り始めた。

　すると、一番下でふたりの人物が立っているのが見えた。

　若い男女のようで、女性は遠目でもわかるほど美人だ。

　男性はこちらを背にしているので顔は見えないけど、長身でスラリとした均整の取れた体型だ。

　カップルで今から参拝に来たのかな。それとも、その帰りかな。

　特に気にせず下りていくと、何か様子がおかしいことに気がついた。

　……あれって……もしかして、モメてる？

　女性が、「ふざけないで」とか「バカにしないで」とか言っているのが聞こえる。

　うわ、カップルの痴ち話わゲンカに遭遇しちゃったよ……。

　でも石段はそんなに広くなく、加えて急なので、ちゃんと下を見ていないと危ない。つまり、自然とそのふたりの姿が目に映る。

　仕方ない、静かに通り過ぎよう。

　カップルがどこかに行くのを待っていたら、バスに乗り遅れてしまう。ここら辺のバスは二十分に一本しか通らないのだ。

　あ、女の人がちょっと泣いているみたい。気まずいな……。でも、あんな風に素直に感情を出せて少し羨うらやましい。

『ごめん、香奈。……別れてほしい』

　そう元カレから告げられたあの時、私も本当はそうしたかったはずなのに……。

　サァッ……と目の前を木の葉の群れが舞い、視界がかすんだ。




　今年の一月。

　元カレに呼び出され、私は指示されたカフェでウキウキしながら待っていた。

　彼、江え田だ彰あき斗とは大学時代の同級生で、テニスサークルで一緒だった。当時から彰斗は成績優秀なうえに爽やかでカッコよく、いつも皆の中心にいて目立つ存在だった。

　彰斗とは数回しか話したことはなかったけれど、気遣いも上手で優しかったのを覚えている。彼はその当時付き合っている彼女がいたので、当然私たちはただのサークル仲間だった。

　やがて卒業を迎え、彰斗は大手企業に就職。

　私は複数入社試験を受けた中で、唯一内定がもらえた中小企業に入社した。

　私も社会人になり、それなりに出会いの場もあって、ふたりほど付き合った男性はいたけど、一緒にいてもつまらないと飽きられ、どちらも二ヶ月ほどで音信不通となった。

　ひとり暮らしのマンションと会社を行き来する単調な毎日が続き、いつしか恋も面倒になり、完全に恋愛ニート状態だった二十七歳の一月のある日。

　駅で偶然、数年ぶりに彰斗と再会した。彰斗もその時恋人がいなくて、意気投合した私たちは付き合うことになった。

　彼は、私を灰色の世界から連れ出してくれたような存在だった。もともとサークル仲間だったこともあって、初対面の男性に接するような苦手意識はもちろん起こらなかったし、一緒に過ごす時間はとても楽しかった。

　そして付き合って一年になろうとしていた時、『大事な話がある』と、連絡があった。二十八歳になったばかり。年齢的にも結婚を意識していたし、そういう話だろうと信じて疑わなかった。

　でも――。

　カフェに現れた彰斗の顔は、なぜか冴さえない。そして席に着くと、彼はいきなり私に向かって頭を下げた。

『ごめん、香奈。……別れてほしい』

『え……？』

　呑のん気きにメニュー表を眺めていた私は、その言葉の意味がわからず聞き返した。

『どうしたの……？』

『ごめん、別れてくれ』

　二度目は、はっきりと言われた。

　彰斗は申し訳なさそうに眉まゆを寄せて、気まずいのか私とは目を合わせようとしない。

　その雰囲気から、彼が決して冗談で言っているのではないとわかり、私の胸にズキンと鋭い痛みが走った。

『な、なんで……』

　わずかに動かせる唇くちびるから、私の掠かすれた声が漏もれる。

『このまま一緒にいても、ただ時間が過ぎるだけで、お互いに何も得られないと思うんだ』

　何？　その曖あい昧まいな表現……。もっとわかる言葉で言ってよ。

『……私のことが嫌いになったの？』

『嫌いというわけじゃないんだ……香奈はいい性格だと思うよ。ワガママとか言わないし』

　……そうよ。私、彰斗が私といて楽しいと思えるように、この恋を大切にしてきたつもりだよ？

『……でも俺たち、もう二十八だろ。将来のことを真剣に考えるべきだと思う』

　それって、つまり……。

『ダラダラ付き合って、時間を無駄にするべきじゃないと思う。本当は、もっと前から言おうと思ってたんだ。……お前との結婚は、ない』

〝ケッコンハ、ナイ〟

　その言葉は重い鉄の塊となって、私の脳天に勢いよく落ちてきた。

〝もっと前から〟って、いつ頃から？　私が笑ってる横で、それをいつ切り出そうか考えてたの……？

　交際が長く続いた試しがなかった私にとって、一年という長さは永遠に等しかった。『今回こそ、この恋を終わらせない』……そう思いながら、自分の言動にも注意を払ってきた。別れの前兆が少しでもあれば、さすがの私も気づいたと思う。

　でも、そんな素振りは少しも感じなかった。

　明るい未来を描いていたのは、私だけだった。

　なんて、バカなんだろう……彼の中では、とっくに終わっていたのに。

　悲しかった。悲しすぎて、声が出ない。『お前との結婚は、ない』という言葉で、私の人格も否定されたように感じた。

　会うのがもうこれで最後なら、感情をぶつけるように彰斗の肩を揺さぶって、泣きわめいてもいいかもしれない。でも、そんなことをして、彼の気持ちが戻ってくるわけじゃない。そんなことをしても、自分が惨めになるだけだ。

　こんな時だけ、変なプライドが私の心を支配する。

『……そう……わかった』

　その声は震ふるえていた。私はうつむいたまま、顔を上げることさえできなかった。

『……ごめん。じゃあ、これで』

　彰斗の声だけが耳に残り、彼はそのまま店を出ていった。

　それから、どのくらいそこにいたのかわからない。どうやって自宅マンションへ戻ったのかさえも。

　翌日は日曜日だったので助かった。泣き腫はらした目で出勤して、周囲から何か憶測されるのも嫌だったから。

　だけど、悪いことは重なるものだ。

　月曜日、朝礼で上司から希望退職者を募る告知があった。フロアがざわつき、一瞬にして社内の空気が張りつめる。

　以前から全社員の給料が減り、ついにはこの前のボーナスも大幅にカットされ、業績がよくないのは知っていたが、いよいよ倒産の兆しが現実のものとなってきた。

　このまま職を失って実家に戻って親のすねをかじる生活なんてしたくないし、親に迷惑をかけたくない、と思った私は、すぐに次の就職先を探し始めた。忙しくすることで失恋の痛みも忘れられるし、私にはいいタイミングだったのかもしれない。

　それから三ヶ月後、同業種の機械部品などを取り扱う大手商社をダメ元で受けたら、運よく受かった。それが今の会社。

　季節は春になっていた。心機一転、再出発！　そう思っていたのに。まさかそこで彰斗と再会するなんて、夢にも思っていなかった。

　……神様って、どれだけ意地悪なの？




　それは再就職して、二週間が経った頃だった。

　私はファイルを抱え、資料室に向かっていた。途中、廊下の角を曲がった途端、向こうからやってきた誰かと肩がぶつかってしまった。

『すみませんっ』と頭を下げて、顔を上げた時――。

　そのまま固まってしまった。

　それは、彰斗だったからだ。彼も驚いたように私を見ていた。

『え、なんでここに……？』と、お互い同時に尋ねていた。

　彰斗は確か、食品メーカーで働いていたはず。

『……俺、去年の秋に、ここに転職してきたんだ』

　彼は少し落ち着かない様子で、私の目をあまり見ずに答えた。

　去年の秋というと、私と別れる少し前だ。全然知らなかった。だってひと言も言ってくれなかったし。

　なんで教えてくれなかったの？と聞こうとして、やめた。

　これから別れようとしている相手に教える必要もなかった、ってことよね。今さらながら、自分がその程度の女だったと再認識させられて、ショックだった。

『そうだったんだ……』と私は言って、今度は自分の経緯を説明する。

『そうか……じゃあ、お互い頑張ろうな』

　彰斗はそれだけ言うと、私の前から立ち去った。

　その後ろ姿を見ながら、やっぱり転職したことは教えてほしかった、と思った。だってわかっていたら、この会社受けてないし。これから気まずいことこのうえない。

　でも、今また一から就活する体力も気力も残ってないし……。

　それに、さっき彰斗が下げていた社員証、『営業部』って書いてあったっけ。

　私が配属された業務部は七階で、営業部は二階と三階。私たちのいる本社だけで社員数は三百人を超えているから、めったに会わないんじゃないかと思う。そう願いたい。現にこの二週間、出くわさなかったわけだし。

　正直、まだ完全に吹っ切れたわけじゃないけれど、もう過去のことだ。時間が解決するのを待つしかない。とりあえずクビにならないように、この職場で一生懸命やろう。そう思い直して頑張ることにした。




「もういいわ！　さよならっ！」

　ヒステリックな女性の声にハッとして、私は一気に追憶の世界から現実に引き戻された。

　何か今、走馬灯みたいなものが見えてた……ん？

　石段の先では女性が踵きびすを返し、男性に背を向けて立ち去っていくのが見えた。

　あっ、フラれた……。

　そう思った時、私の左足は石段を踏み外していた。

　ヤバい、落ちる！

　咄とっ嗟さに状況を理解したその瞬間から、身体がぐらりと前のめりになるのを感じた。

　しまった……あのふたりに気を取られてた！

　私はぎゅっと目をつぶる。

　ドスンッ。

　衝撃はあったが、思ったほど痛くない。

　あれ？　地面って、こんなだったっけ？　なんか、柔らかい感じ……。

　恐る恐る目を開けると――。

「……えっ!?」

　自分の状況にびっくりした。

　石段の下にいた男性と重なり合って、地面の上に倒れていたのだ。まるで自分が押し倒したような格好になっていて、私は慌てて男性の身体の上から下りると、傍かたわらにしゃがみ、彼の顔を覗のぞき込んだ。

「ご、ごご、ごめんなさい!!」

　わわっ、どうしよう！

「ケガ、ないですか!?」

「……大丈夫」

　ゆっくりと上体を起こした彼と、目が合った。

　その瞬間、ドキリ、と私の心臓が音をたてる。

　……何？　このイケメン……。

　彼の黒髪がサラサラと風になびいている。はっきりした二重の瞳、スッと通った鼻筋に、形のいい薄い唇。

　こんなキレイな顔、初めて見た……って、見とれてる場合じゃない！　頭とか打ってないかな!?

「ホントに大丈夫ですか!?　立てます!?」

　すると、彼は無言で立ち上がった。

　あ、特に問題ないみたい。ひとまずよかった……。

　ホッと胸を撫なで下ろすと、目の前に手が差し伸べられた。

「そちらこそ、ケガはない？」

「え、は、はい……」

　うう、優しい。さっきフラれてツラいはずなのに、私がぶつかっちゃって心身ともにダメージを受けてもなお、私を気遣ってくれるなんて……。

　私は手を伸ばしかけて、やめた。彼の手のひらが、少しすりむいたように赤くなっているのに気づいたからだ。

「手！　血が出てます！」

　きっと、私とぶつかって倒れた時、手を地面にこすりつけちゃったんだ！

　私の声に、男の人も初めて自分のケガに気づいたらしい。

　私は慌てて立ち上がると、バッグから紺色のハンカチを取り出した。

「これ、使ってください！」

「でも」

「いいんです！　あ、これ、まだ一度も使ってなくてキレイなままですから」

　この前、デパートで見つけたお気に入りの一枚だったんだけど、この際仕方ない。

「使ってください」

　さらにハンカチを持った手を前方に差し出すと、男の人は断るように首を横に振った。でも出した手をすぐに引っ込めるのもなんだかためらわれて、どうしていいかわからず立ち尽くしていると、彼はそんな私の気持ちを汲くんでくれたようで、「ありがとう」と言って最終的にはそれを受け取ってくれた。

　その時、曲がり角から一台のバスがやってくるのが見えた。

　どうしよう、この人をここに置いていくのは……。彼女、戻ってきてくれないかな。

　私は彼女が去った方向を見たが、もう姿はなかった。

　すると私の様子から察したのか、男の人が言った。

「バス、来てる」

「え？」

「走らないと間に合わないよ」

『神社前』というバス停名だが、実際は少し神社から離れている。

「だけど……」

「こんなのケガのうちに入らない。大体、これくらいのことで大騒ぎしすぎ」

　呆れたような口調だったが、どこか私を安心させるような温かさを感じた。

「あ、すみません……」

「俺は、近くに車停めてるから」

　彼は人差し指で、その方向を示す。

　あ、もしかしたら、車の所に彼女が戻ってきてるかもしれない。それに、失恋現場を目撃した私がいつまでもそばにいたら、この人も嫌だよね……。

「ちゃんと消毒してくださいね。それから、本当にすみませんでした」

　私は頭を下げるとバス停へと向きを変え、走りだした。

　それにしても、カッコいい人だったな……。あんな人でも、恋ってうまくいかないのかな……？　まあ、人は外見がすべてではないけど。










返ってきたハンカチ




　それから一週間後の金曜日。

　私が勤める会社は主にオフィスや工場、病院などで使用される電気機器や、それに伴う機械部品を扱う専門商社だ。社員数は三千人で、全国に二十の支社がある。

　私の所属している本社の業務部は三十人ほどいて、主な仕事内容は、パソコンにデータを打ち込んだり、固定の取引先への商品の見積もりや発送の手続きをしたりすること。また、ほかの部署が必要としている資料を探し出して、仕事が円滑に運ぶ手伝いをするなど、裏方的な役割も担っている。

「永沢さんが来てくれて助かるわ。覚えも早いし手際もいいし。それにうちの部署、地味でしょ？　女子も少なくて寂しかったのよね。だから嬉しい」

　左隣の席から、そう声をかけてくれたのは、私の指導に当たってくれている笹ささ倉くらさん。一児の母で私より九歳上だけど、笑顔が柔和なとても話しやすくて気さくな人だ。

　フロアの奥に部長や課長のデスクがあり、その前にほかの社員のデスクが数列に分かれて縦に並んでいる。私たちの席は入口に近い端の列の、真ん中辺りだ。

「いえ、前の職場でも同じようなことをしてましたから、型番とかが頭に入りやすいんです。扱う商品も規模も、ここの会社のほうが断然上ですけど」

　笹倉さんはうちの部署を地味だと言ったけど、目立ったり人前に立ったりすることが苦手な私には、こういう仕事のほうが向いている。それに、誰かの役に立っていると思えば、自然と作業に精が出る。




　その日の昼休み、私は笹倉さんに連れられて、会社近くの定食屋に来ていた。

　うちの会社には社員食堂がないので、社員はビル最上階である十七階の休きゅう憩けい所で各自持参したお弁当などを食べるか、外に出て食事をすることになっている。

　私たちが席に着いて談笑していると、スーツ姿の男性が四人ほど入ってきた。

「あ、あれ、うちの会社の上の人たちよ。小お野の原はら部長もいる」

　笹倉さんが小声で教えてくれた方向に目をやると、少し離れた席にひと際目立つ、眼め鏡がねをかけた若い男性がいた。

　小野原圭けい一いち、営業部部長。私が入社して約半年の間に、廊下で数回すれ違ったことがある。

　前任者が突然退職して、彼は三十一歳という若さで部長に昇進。会社始まって以来の異例の出世だったらしいけど、それでも周囲から反発の声はあがらなかった。

　なぜなら、小野原部長は冷静かつ的確な判断力を兼ね備えていて、仕事ぶりはいつも完璧。上層部からの信頼は厚く、部下からも慕われているからだと、笹倉さんが以前に教えてくれた。

　おまけに、私よりも頭ひとつ分以上は背が高いうえに、はっきりとした目鼻立ちで各パーツの配置もバランスよく、サラサラの黒髪は営業マンらしくきちんと整えられている。

　シルバーの細いフレームの眼鏡姿からは、知的でクールなデキる男の印象を受け、スーツ姿もキマッている。まさに非の打ち所がなく、それでいて独身。

　通称『完璧王子』。

　だから笹倉さん曰いわく、社内一のモテ男なんだけどなぜか浮いた話はなく、勇者のごとく果敢にも攻めていった女子社員は、ことごとく玉砕しているらしい。

「きっと、もうプライベートで素敵な彼女がいるのよ。あんな人、黙ってても周りが放っとかないって。充実してるから仕事もデキる、ってもんよ。きっと恋愛も上級者レベルよ。だって王子だもん」と、笹倉さん。

　確かに、その通りだと思う。ああいう人は知らず知らずに恋愛テクを磨いて、もはや天上界レベルになっているはず。下界の人間では攻略できないんだろうな。まあ、私には関係ないことだけど。

　それよりも、午後からまた忙しくなる。『体力をつけておかなきゃ』と、私は目の前に運ばれてきた料理に早速、箸はしをつけ始めた。




「永沢さん、これ、お願い」

　午後イチで、業務部の課長が私を呼ぶ。

　課長のデスクの前に立つと同時に、分厚い資料ファイルを手渡された。

「これ、至急、第二会議室に持っていってくれる？」

「はい」

　私は両手で受け取ると、それを抱えて廊下へ出た。そしてエレベーターに乗り込み、第二会議室のある四階のボタンを押す。

　少し緊張が走る。部署のフロアを出るといつもこうだ。そして願うことは、『どうか彰斗に会いませんように』。

　別に会ったってかまわないじゃない、って頭ではわかっているんだけど。もう、本当嫌になる、この後ろ向きな性格。

　そう自己嫌悪に陥っているうちに、目的の階に着いた。廊下はシン、としている。

　誰もいないのかな？

　私は第二会議室のドアをノックした。

「はい」と、中から男性の声がする。

「失礼します」と小声で言ってドアを開けると、ガラリとした空間の中、ある人物の姿が視界に飛び込んできた。

　会議用の机の中央でノートパソコンに向かっている、小野原部長だ。

　ここで、合ってるよね？

「資料をお持ちしました」

　私はそっと近づいて言うと、小野原部長は「ご苦労さま」と、パソコン画面に視線を落としたまま答えた。

　……近寄りがたいな、この人。女子社員はキャーキャー言っているらしいけど。

　私は静かに資料を置くと、部屋を出ていこうと身体の向きを変えた。すると――。

「待ってください」

　その声に振り返ると、こちらに近づいてくる部長の姿があった。

「これを」と言われて差し出されたのは、きちんと折り畳まれた、この前私の手元を去ったハンカチと同じデザインの物。

「お返しします」

「……え？」

　どういうこと？

「それから、勘かん違いしていると思うので、誤解のないように言っておきますが、永沢さんが先日見た女性は私の恋人ではありません」

　部長は淡々とした口調で言葉を続けながら、私の瞳をじっと見つめている。

　その視線に思わずドキリとしたけど、それよりも特に名乗った覚えもないのに名前を呼ばれたことに、少し驚いた。

　それに……先日？　女性……って言われても、誰のこと？

「突然、あの女性が怒って泣きだした時はさすがに戸と惑まどいましたけど、それを見ていた君が、そう勘違いするのも無理のないことだと思います」

『先日』『女性』『泣きだした』……そして、このハンカチ。

　あっ！

　私の中で、キーワードがひとつに繋つながった。

「も、もしかして、あの時の男性は小野原部長……!?」

　びっくりする私に、今度は部長がやや驚いたように目を見開く。

「まさか、今気づいたとか？」

　私がコクコクと頷うなずくと、部長は呆れたように息を吐き出した。

「普通、ハンカチを返された時点で気づかないか？」

　出来の悪い部下に、唖あ然ぜんとしているような口調だ。

「すみません……」

『この鈍感』と言われているようで、私は思わず背を丸めた。

　だって、私服姿のあの時と眼鏡にスーツ姿の今とでは、雰囲気が全然違う……！　あの時は眼鏡もかけてなかったし服装もラフで、髪も少し崩した感じになっててそれはそれでカッコよくて……って、そうじゃなくて!!

「あのっ、ケガ、大丈夫でしたか!?」

　私は部長の手に視線を向け、傷の様子を確認した。すりむいていた箇所が少しかさぶたになっているが、そんなに目立つ傷にはなっていない。

「あんなものは、ケガしたうちに入らないと言いましたが」

　部長の冷静な声が返ってきた。

　裏を返せば『大丈夫』ってことか……。それなら、普通にそう言えばいいのに。とにかく、大きなケガじゃなくてよかった。

　だけど、部長はぶつかったのが私だってこと、知ってたの？　接点なんて全くなかったのに。もしかして社員全員の顔と名前を覚えてるとか？　だとしたら、さすが完璧王子……。

　ふと気になることを思い出した私は、尋ねてみた。

「あの彼女さん……じゃなくて、あの女性とは、あのあと会えましたか？」

「なぜ、そんなことを聞くんです？」

　部長の眉が不機嫌そうに少し上がったのを感じ、思わず身を縮める。

　……しまった。女性との仲を探っている、野や暮ぼなヤツだと思われたかな。

「いえ、もう夕方だったし、あの辺りはバスの本数も少ないから、ちゃんと帰れたか気になって……」

「あの辺に詳しいんですね」

「ええ、まあ……」

「それなら大丈夫です。車の所で、あの女性が待っていました」

　よかった、ちゃんと会えたんだ。仲直りできるチャンスだもんね。

「女性に、何か言うことはないのかと聞かれました。『ない』と答えると、さっさと自分でタクシーを呼びながら去っていきましたよ」

　思わぬ部長の返答に、私はポカンと口を開きそうになった。

　……『大丈夫』って、そっちの意味か。でも、女性はなんとかタクシーで帰ったんだろう。よかった。ふたりに何があったのかは知らないけど気になることは聞けたし、あとは私には関係のないことだ。

「では、これで」と部屋を出ようとした時、ふと思った。

　なぜ部長は、わざわざ誤解を解こうとしたのか。ハンカチを返すだけなら、こんな話をしなくてもよかったはずだ。

『あ、そうか』と私は心の中でポンッと手を打った。

「あの、私、あの日のこと、誰にも言うつもりありませんから」

　社内でのイメージは大切だ。私が『部長がフラれてた』とか、『女性を泣かせてた』とか、勝手に解釈して周囲に言いふらしたら、いろいろとマズいもんね……。

　すると、部長は一歩前に出て、私との距離を縮めた。

「別に、ほかの誰にどう思われようがかまわない。ただ、君にだけはそう思われたくなかったから」

　一瞬、部長の表情に焦あせりの色が浮かんだような気がした。

　……え？

　首を傾かしげていると、部長と視線がぶつかった。眼鏡の奥の瞳が、まっすぐこちらを見つめてくる。

　なんだか胸の奥がざわついて視線を逸そらした時、部長が素早くポケットからスマホを取り出し、耳に当てた。

「はい、小野原です」

　部長は電話に出ると、すぐにパソコンの所に戻り、画面を見ている。

　とにかく、助かった……。〝何から〟なのかは、わからないけど。

　私は音のない影のごとく、逃げるようにサッと会議室から抜け出た。










告白と攻防




　雨が窓を激しく叩たたきつけている。

　定時の午後五時三十分はとっくに過ぎ、もうすぐ八時になろうとしていた。

　私は業務部の自分のパソコンに向かい、データ入力に追われていた。

　実は、笹倉さんの息子さんが保育園で熱を出したと連絡があり、彼女が急きょ、お迎えのために早退することになった。

　いつもお世話になっているし、私が彼女の分の仕事を買って出たんだけど、その量が思ったより多かった。

　いつもこんな量、こなしてるの？　笹倉さんって仕事がデキる人なんだな、と改めて認識させられる。

　部長や上の人たちは接待が入っているとかで早々と退社していったし、もともと金曜日ということに加えてこの激しい雨の影響で、皆そそくさと帰っていく。

　新入社員同然の私が、『これ、お願いします』と、周りに頼める空気でもなく……気づけば、フロアで残っているのは私だけになっていた。

　資料の束を見て、はぁと大きくため息をついた時――。

「まだいたんですか？」

　急に背後から声をかけられ、思わず椅子から飛び上がりそうになった。慌ててハッと振り返る。

　そこに立っていたのは、想像もしていなかった人物――小野原部長だった。

　なんで、フロアの違う部長がここにいるんだろう……。

　ポカンとしていると、先に口を開いたのは彼のほうだった。

「こんな時間まで何を？　もうほとんどの社員が帰りましたよ」

「いえ、思ったより、量が多くて……」

『要領の悪いヤツ』って思われてるんだろうな。でも仕方ない。自分で申し出たことだもの。

　すると、部長は私の右横のデスクの椅子に腰を下ろし、そこのパソコンの電源を入れた。それは業務部にある共有機で、社員が各自持っているＩＤナンバーと、本人が設定しているパスワードを入力すれば誰でも使用可能になっている。ついでに、誰がいつ使ったかも記録に残る。

「残ってる分、貸しなさい」

「え？」

　もしかして、手伝ってくれるの？

　単純な入力作業だから、手分けすることはできるけど、なんだか申し訳ない。

「『え？』じゃない。見たらわかるでしょう？　このやり取り自体が時間の無駄です。早く」

　低い声で言われ、私は「は、はいっ」と命令に従った。




　静かなフロアに、キーボードを叩く音だけが響く。

　私は横目で、チラッと部長を見た。

　横顔も文句なしにカッコいい。そしてキーボードを叩く速さも尋常じゃない。……さすがです。

　って、見とれてる場合じゃないから。早くしないと怒られそう。こんな大雨で部長だって早く帰りたいはずなのに、社内に残ってた私をたまたま発見して手伝ってくれてるんだから。

　私は頭と手をフル稼働して、残りの作業に集中した。




「やっと終わった……。部長、ありがとうござ……」

　言いながら部長のほうを見ると、横のパソコン画面はもうすでに真っ暗になっていて、部署の出口に向かう部長の後ろ姿が目に入った。

「あのっ、ありがとうございました！」

　その背中に向かって、声を張り上げる。

「終わったら、早く片づけるように。この大雨で電車が止まるかもしれない」

　それだけ言うと、部長は出ていった。

　私は急いで資料の束をまとめると、帰りの準備を始めた。




　社員用出口に立った私は、呆ぼう然ぜんとしていた。

『バケツをひっくり返したような雨』という表現はまさにこのこと。おまけに、朝の天気予報では『雨は降らない』と言っていたから、傘を持ってきていない。

　守衛室で借りようと思ったけど、すでに全部の傘が貸し出されたあとだった。

　最寄り駅までは徒歩十分ほどの距離だけど、仕方ない。なんとか近くのコンビニまで走って、傘を買おう。

　そう意を決して土砂降りの中へ飛び込もうとした、その時。

　グイッと腕を引っ張られた。

「小野原部長……！」

　驚いて振り向くと、もうとっくに帰っていると思っていた彼がそこにいた。

「その様子だと、傘を持ってない？」

「はい……」

「駅まで一緒に入っていきますか？」

　思いがけない提案だった。

「でも、部長のご迷惑になるんじゃ……」

「迷惑だと思っていたら、声はかけません」

　……そりゃそうでしょうけど。優しいかと思えば素っ気ない言い方するし、この人、どういう人なんだろう。

「行きますよ。ここでずっと立っているわけにもいかない」

　部長は黒い傘を開くと私の背中に手を回し、雨の中を進み始めた。

　服越しに触れられた手から体温が伝わってきて、少しドキリとする。

　まるで矢のような雨が傘を突つき破るんじゃないかと思うほど、バリバリバリッと激しく降り注ぐ。

　瞬時に靴もスカートも、ビショビショに濡ぬれてしまった。

　でも、私は背中に触れる部長の手のほうに、いつの間にか全身の注意を持っていかれていた。自分でも変だと思う。

　しばらくそのままで駅の方向へと歩いていると、私は自分の肩があまり濡れていないことに気がついた。

　傘は紳士物で大きいが、ふたり用ではない。

　ということは、部長の身体が傘からはみ出して濡れているはず！　なんでもっと早く気がつかなかったの!?　部長に申し訳ないよ……！

　交差点に差しかかった所で、信号の向こう側にあるコンビニが見えてきた。駅はまだしばらく先だ。

「あの、部長！　私、あのコンビニで傘を買いますから！」

　激しい雨音に負けじと声を張り上げたのに、なぜか部長は横断歩道を渡らず、交差点を曲がり、コンビニとは反対の道を進み始めた。

　え？　どこに行くの？

　部長のほうを見たけど、その表情からは何もわからない。

　黙ってついていくと、一軒の喫茶店の前に来た。

「ここで、少し雨宿りをしましょう」

　そう言って、部長は中に入った。

　……人の話、聞いてた？

　でも、ここまで傘に入れてくれた恩もあるので、私もそれに従うことにした。

　店内に足を踏み入れると、そこは喫茶店というより洋食屋だった。夜はお酒も飲めるようになっているらしい。

　この雨のせいか客は誰もおらず、私たちは奥の席に向かい合って座った。

　案の定、部長の肩はビショ濡れだった。

　濡れたままの服をどうしようかと思っていると、お店のスタッフが気を利かせてくれてタオルを持ってきてくれた。とりあえず、それを使わせてもらう。

「会社を出る直前に確認しましたが、この雨で電車は一時運休しているようです。今、駅に行っても混雑しています。それに、大勢の人がバスを待っているでしょう」

　部長が濡れた上着を脱ぎながら言った。

　そっか……。それで、ここで休もうと言ったのね。それなら、そうと言ってよ。

　身体が冷えていたのでホットコーヒーをふたつ頼むと、すぐに出てきた。

　ひと口飲むと芳ほう醇じゅんな薫りが鼻び腔こうに広がり、少しホッとした気分になる。

「部長、仕事を手伝ってくださり、ありがとうございました。それに、傘にまで入れていただいて」

「大したことではありません」

　半分ほどコーヒーを飲んだ部長に素っ気なく返され、私は苦笑いを浮かべながらうつむく。

　ああ、この空気が嫌だ。何か話さなきゃ……共通の話題……って、何もない。そもそも接点がなかったわけだし。唯一の接点は、あの日の神社での出来事くらい。でも、そんな話を蒸し返して気を悪くされてもなぁ……。

　すると、先に沈黙を破ったのは部長だった。

「あの日のことですが」

　部長が自分から掘り下げてくるとは！

　顔を上げると、部長が真剣な眼まな差ざしで私を見ている。

「君には、ちゃんと話そうと思ったんです」

「いえ、私、本当に誰にも言いませんから。弱味を握ったとか思ってませんし、部長もわざわざツラいことを思い出さないでください」

「そんな憐あわれむような目で見られること自体、心外です。それに弱味とは？　私がケンカした挙げ句、相手に愛あい想そを尽かされたとでも思ってるんですか？」

「すっ、すみませんっ」

　眼鏡の奥から冷たい光が放たれたようで、私はまるで蛇へびに睨にらまれたカエルのように、身を小さくした。

　怒ってる……！　でも、図星です、ごめんなさい！

　そこまで言うのなら、思い切って「……違うんですか？」と尋ねてみる。

　すると、部長は小さくため息をついた。

「なんで俺がよく知りもしない女に、勝手にフラれたことになってるんだ……」

　あ、今、『俺』って、言った。神社で会った時もそうだったような……。

「以前、大学時代のＯＢ・ＯＧで集まることがあって、その中にあの女性もいました。私は女性に見覚えがなく話もせず、その場はお開きになったのですが」

　部長の口調は戻っていた。

　っていうか、見覚えないって、その人もお気の毒な……。

「後日、ＯＢのひとりから、今度は男女半々の少人数で出かけよう、と誘いがありました。気乗りせず断り続けていたんですが、あまりにもしつこいので一回きりということで了承しました」

　渋々というように、部長の語尾から少しため息めいたものが聞こえた。

　つまり、合コンみたいなものか……。

「ところが集合場所に来てみると、あの女性しか来ていませんでした。どうやら、主催者と女性が仕組んだようでした」

　今度は、明らかに呆れたような口ぶりだった。

　部長とふたりきりになりたかったわけね。そりゃ、イケメンで独身、仕事がデキるってわかったら、グイグイ行ける人は行きたいよね。

「バカバカしくなって帰ろうとしたんですが、その女性に『どうしても行きたい場所がある』と懇願されました。これっきりだからと言うので、私も今回が最後だと念押しして車に乗せることにしました」

　部長の声のトーンが少し低くなった。

「その行き先が、あの神社だったんですか？」

　私の質問に、部長は頷く。

「ええ。何かの情報誌で知ったようです。ですが、私はなんの神社か知りませんでした。着いた時に縁結び神社だとようやくわかりました。一緒に来てくれと言われましたが……」

　部長が一旦、言葉を区切る。でも、ここまで聞いたら最後まで聞きたくなるのが人の性さがというものかもしれない。私は部長の表情に気を遣いながら、静かに聞き返した。

「……が？」

「ひとりで行ってくれと言いました」

　あまりにもはっきりとしたその口調に、私は呆あっ気けに取られて目を丸くした。

　え？　なんで？

「私はああいう場所は、好きな者同士で行けばいいと思っています。あの女性には特別なんの感情も持っていませんでした」

　開き直ったように言う部長に、私は咄嗟に返す言葉が見つからず、私たちの間に数秒沈黙が流れた。

　私はまさかと思い、正直に聞いてみた。

「それ、実際に口に出して言ったんじゃないですよね？」

「言いましたよ」

「えっ」

　マジですか……。好意を寄せる相手から、ストレートにそんなこと言われたら、私でもショックを受けるよ……。

　私は、なんだか彼女の肩を持ちたくなった。

「でも……それだけで、大人の女性があんなに感情を表に出して怒ったり泣いたりします？　まだほかに何か言ったりしたんじゃないですか？」

「ああ、それは友人である主催者のほうに原因があったんです。あとから聞きましたが、私があの女性に好意を寄せている、とデタラメを吹き込んで勝手にお膳立てをしていたみたいです。『お前もいつまでも独り身じゃダメだろ』などと、余計なお世話です」

　部長はいよいよ、大きくため息をついた。

　つまり、彼女は部長が自分のことを好きだと思ってた分、そうじゃないとわかってプライドを傷つけられ、あんなに怒ってたのか。

「あの、こんなこと私が口を出すことじゃないんですけど……もっと別の言い方はなかったんですか？　少なくとも、あの女性は部長に好意を持っていたわけで」

「変に気を持たせるほうが卑ひ怯きょうだと思いますが」

「それはそうですけど……」

　部長のきっぱりとした返事に、私のほうが押されぎみになる。

　部長は見た目クールだけど、恋愛観もそうなのかな。いや、こういう人はクールどころか、中身がドライアイスなのかも。

「第一印象では何も感じなくても、何回か会ううちに、だんだん相手のいいところがわかったり、好きになったりすることもあるんじゃないですか？　世の中、直感ばかりが正しいとも言えないし……」

　直感だって外れることはある。現に私も、彰斗とずっと一緒にいられると思ってたクチだし。まさか急に別れが訪れるなんて、夢にも思ってなくて。

　そう考えるにつれて悲しみが胸に広がり、私は苦しくなって自然とうつむいた。

「どうしましたか？」

　部長の声で、ハッと顔を上げる。いつの間にか黙り込んでしまっていたらしい。

「いえ、なんでも……。部長はひとりでも生きていけるくらい強い人で羨ましいな、って」

「そこまでロボットみたいな人間じゃありませんよ。気になる人ならいます」

　すると、部長の表情が少し和らぎ、なぜか彼の視線が私の瞳をじっと捕らえて離さない。

「えっ!?」

　こんな人でも、誰かを好きになったりするの？　想像つかない……。

　私は驚きのあまり、穴が空あくほど部長の顔を眺めた。

　すると、その不ぶ躾しつけな視線に気分を害したのか、部長が少し不機嫌そうに声のトーンを下げた。

「そんな、珍しい生き物を見るような目で見ないでください」

「す、すみません」

　しまった……気持ちが目に出ていたか。

　私はごまかすように、笑顔を作る。

「きっと美人で、仕事もデキる女性なんですね」

「ええ。部署は違いますが、仕事が丁寧でとても可愛らしい人です」

　そう答えながら部長は一瞬、微かすかに笑みを浮かべた。

　あ……笑った顔、初めて見た。それに、この人も恋をするんだ。ん？　部署が違うってことは……。

「もしかして、会社の人ですか!?」

「そうですが」

　私のテンションとは真逆に、部長は落ち着き払った様子で隠すことなく答えた。

　嘘っ、本当なの!?

　びっくりして思わず目を見開くものの、人の恋バナを聞くと、なんだか気持ちがほっこりする。

「誰ですかっ!?」

「応援してくれるなら、言います」

「し、します！　もちろんっ」

　私は自然と笑顔になり、何度も頷いた。

　なんだ。クールなドライアイス男も、ちゃんと人を好きになれるんじゃない。大きなお世話かもしれないけど、よかった～。

　すると、部長は熱のこもった視線を私に向け、口角を上げた。

「じゃあ、永沢さん。私と付き合ってもらえますか？」

　……はい？　今、なんて言った？

「えーと、付き合うってどこに……？」

　部長は少し眉を動かしただけで、私の質問には答えない。

　あれ。なんか私、変なこと言ったかな？　怒らせては……いないよね？

　部長の表情を窺うかがいつつ、妙な沈黙に不安を募らせていると、部長がテーブル越しに私のほうへグッと身を乗り出して、はっきりとした口調で言った。

「俺の彼女になってくれないか？ってこと」

　眼鏡越しに、真剣な瞳で見つめられる。

　今度は意味を理解した。

　その瞬間、ドキッとして頬ほおが熱くなるのを感じた。手から力が抜け、私は持っていたカップを落っことしそうになった。明らかに動揺が走っている。部長の言葉の意味は理解したけど、真意がわからない私は、なんとか声だけでも落ち着かせようと大きく息を吸って吐いた。

「あの……その発想、どこから来るんですか？　冗談ならやめてください」

「冗談でこんなことは言わない」

　部長の顔は真剣そのものだ。

「今、部長の好きな人の話をしてたんですよ？」

「だから言った」

　嘘……何、本気なの？　それに、なんだか急に部長の言葉遣いが変わって、逃れられないような圧を感じる。

「それで、返事は？」

　私の戸惑いをよそに、部長は話を進める気だ。

「へ、返事!?」

「『応援する』って言わなかったか？」

　畳みかけるように、部長が言う。

「ちょっと待ってください！」

　あー、頭がついていかない。なんでこうなった!?

「部長、人違いですよ」

「え？」

　部長は『何を言いだすんだこいつは』とでも言いたそうに、眉を少し動かした。

「だって、その人は仕事が丁寧で可愛い人なんでしょ？　どう見たって私じゃありませんよ」

　そうだ。部長はきっと誰かと勘違いしているに違いない。ここはきっぱりと間違いを正してあげないと。

　そう思って言ったのに、部長の回答は明確だった。

「俺は、君のことをそう思ってるけど」

　……どうやら私で合っているらしい。

　なんで私なんだろう。これまで部長に告白した女性の中には、キレイな人もいたと思う。私みたいな目立たない女が、彼女たちより優れたものを持っているとは思えないし、やっぱりからかわれているのかな。

　部長は、なんだか性格もドライっぽいし、一緒にいてもずっと緊張しそうで、楽しい交際ができるとは思えない。神社の一件にしたって、好意を持ってくれている女性に、ちょっと薄情なんじゃない？　こういう人は別れる時も、辛しん辣らつなことを言いそうだな。うん、とりあえず断っておこう。

「む、無理です」

「なんで？」

「……えっと……」

　部長のイメージが冷たすぎて……なんて正直に言えない私は、ありきたりな回答を導き出した。

「だって、まだほぼ初対面だし……」

　それで、引き下がってくれればと思ったんだけど。

「俺は前から見てたよ」

　見てたって、いつから!?　だって部署もフロアも違うし、私は入社して間もないし、関わることはなかったはずだ。

　ならば、と私は言葉を続けた。

「それに私、部長のこと、よく知らないし……」

「よく知らないからこそ何度か会ったりするうちに、相手のことがよりわかるようになる、と言ったのは君だ。無理と決めつけるのはまだ早い」

「う……」

　確かに言ったけど……。えっと、こういうのなんて言うんだっけ？　あ、『墓穴を掘る』だ。って、何呑気に考えてるの、私！

　とにかく、なんとかして諦あきらめてもらわなくては。私のどこを気に入ってこんなこと言ってくるのかわからないけど、さっさと断ろう。

「えっと……私と付き合っても、時間の無駄ですよ」

「なんで？」

「最初に言っときますけど、私、つまらない女ですから。すぐに飽きて後悔しますよ」

　だって、あんなにうまくいっていると思っていた彰斗にさえ、実際に一年でフラれちゃったわけだし。

「誰かにそう言われたことがあるのか？」

「言われたわけじゃないですけど……絶対そうです。二十八年も生きていたらわかります」

　自分をつまらない女と思っていることは確かだから、断る口実にも使ってしまおう。よし、これで部長も引いたはず。こんなネガティブ思考の女、うっとうしいと思うはずだ。

　それなのに。

「じゃあ、それも全部引っくるめて、俺がもらうから」

　眼鏡の奥の瞳が、フッと優しくなった。

「えっ……!?」

「俺は諦めないよ」

　何なの、この人、本気なの……？

　そう思いながらも、口元を緩めた部長の笑顔に、なぜか胸が高鳴った。










気になる理由




　月曜日。

「永沢さん、金曜はごめんね！　残りの仕事、押しつけちゃって」

　出勤した私がデスクに着くと、笹倉さんが頭を下げ、両手を顔の前で合わせて謝ってきた。

「いいえ、そんな。顔を上げてください。それより、お子さんの具合いかがですか？」

　私は終わった分の書類を手渡しながら尋ねた。

「うん、あれからすぐ病院に連れていったんだけど、ただの風邪だったみたい。土日でゆっくり休ませたら、もうすっかり元気になったわ」

　笹倉さんは、ホッとしたように笑顔を見せた。

「体調戻られて、よかったですね」

「本当にありがとうね。大変だったでしょう？」

「いえ、大丈夫です」

　私ひとりの力ではないんだけど、小野原部長に助けてもらったとはなんとなく言いづらくて、そこは伏ふせておくことにした。

　そのあと、まさかの告白が待ってたけど。

　結局あのあと、どうなったかというと――。

　部長がなかなか引いてくれないので、『付き合う前の段階からで』ということで了承してもらった。そのうち雨が小降りになってきて電車も無事に復旧したので、駅まで一緒に行ってから、逃げるようにして部長と別れた。

　第一、私は部長のことをよく知らない。

　それは、部長も同じだと思う。私を『前から見てた』って言ってたけど、私の何を知っているというのだろう。

　勝手なイメージで近づいてこられて、こっちも恋心が芽生え始めた頃、『やっぱりなんか違ってたから』と勝手に去られるのは、この年齢ではさすがにダメージが大きい。傷の治りも昔と比べて、遅くなっていると思う。

　守りに入っているのは、自分でもわかっている。

　彰斗と会社で再会してから、約半年。そんなに頻繁な回数ではないけど、彰斗と廊下ですれ違うこともある。なるべく顔を見ないようにしているけど、そうすること自体、やっぱりまだ吹っ切れていない証拠なんだと思う。

　中途半端に新しい恋をして、余計な傷を増やしたくなかった。

　あの雨の日、首を縦に振らない私を見て、部長は『ゆっくりでもいいから、俺と向き合ってほしい』と言った。

　ご期待に添えられるか、自信はないけど……。

　やっぱり部署が違うと、本当に接点がない。これじゃあ部長のこと、知りようがないじゃない。営業部で覗き見なんてしたら、周囲からたちまちストーカー扱いされてしまうし。

　そこで念のため、信頼できて客観的に物事が見られる人に聞いてみることにした。




「笹倉さん、小野原部長って、どんな人なんですか？」

　昼休み、会社近くのイタリアンカフェで食事中に、思い切って尋ねてみた。

　笹倉さんは長くこの会社に勤めているし結婚しているから、小野原部長を恋愛対象として見ていないはず。

　だから、ほかの独身女子社員と違って冷静な意見が聞けると思ったのだ。

「小野原部長？　……あ、もしかして永沢さんも、あの人のこと気になってるの？」

「ちっ、違います！　ただ、女子に人気があるのに、なんで誰とも付き合わないのかな、って。それって、やっぱり中身もクールな人だからでしょうか？」

「そうねぇ、私も昔、同じ部署にいたから知ってるけど」

　笹倉さんは、顎あごに手を当てて考えを巡らせているようだった。

「え、笹倉さん、営業部にいたんですか？」

「そうよ。結婚を機に異動したの」

　そうだったんだ。

「受ける印象は昔と変わってないわね。いつも冷静で。でも、仕事に対する姿勢は同期の子の中では一番熱かったかな。すごく真面目だったよ。この会社、社内恋愛してる人って結構いるけど、彼が誰かと付き合ってるっていう噂うわさは聞かなかったな。プライベートはさすがに知らないけど」

「そうなんですか……」

　うーん、これ以上聞いても新しい情報は出てこないか……。

　やがて、デザートも食べ終えた私たちは、支払いを済ませて店をあとにした。




　本社ビルに戻りエレベーターに乗り込むと、笹倉さんは伝票の件で確認することがあるから、と経理部のある六階で降りた。

　私が業務部のある七階で降りて廊下を歩いていると、向こうから小野原部長がやってくるのが見えた。うちの部署に用事があったのだろうか。

　どうしよう、少し緊張する。

『俺の彼女になってくれないか？ってこと』

　そう言われた時の、まっすぐな瞳を思い出してしまう。

　すれ違う時、何か言葉をかけられるかな。

　しかし、部長は私を見ても少しも表情を変えることなく、黙って横を通り過ぎた。

　え……？

　あまりにもあっさりした空気に、私のほうが驚いてしまった。

　社内だからよ。きっと、そう。周りにも何人かいたし。でも目が合ったんだから、少しぐらい表情を変えてくれてもよかったのに。

　いやいや、何言ってるんだろう、私。付き合えない、って断ったのは私なのに。もしかしたら部長は私がオッケーを出さなかったから、もうあの話はなかったことにしよう、と思っているのかもしれない。

　なのに、それでも自分のことを気にしてほしいだなんて、ただのワガママだ。

　……いや、そもそも、付き合ってほしいと言ったのも、本気だったのかな？　やっぱり、からかわれただけなんじゃないの？　そういえば連絡先も聞かれなかったし。その時は、それでホッとしたけど……。

　勘違いのアラサー女ほど、イタイものはない。

　負の思考のスパイラルに見事ハマッて、悩むのに疲れた私が出した結論は――。

〝この前の話は、なかったことにしよう〟だった。




　翌日の火曜日。

「永沢さん、これ、営業部に持っていってくれるかな」

「はい……」

　課長からごっそりファイルを受け取った私は、重い足取りで目的地へ向かった。

　営業部のフロアへ行く時は、いつもうつむきながら歩いてしまう。彰斗は外回りで昼間はほとんど会社にいないとわかっているけれど、万が一遭遇してしまうかもしれないからだ。そして今は、もうひとつ理由がある……小野原部長の顔を見なくて済むようにしたいから。

　営業事務の机の横を通った時に、女子社員たちの会話が耳に入ってきた。

「部長、今日から金曜の夜まで出張だって」

「えー、嘘、テンション下がるー」

　そうなんだ……。ということは、今週は会うことはない、ってことね。

　少し気が楽になった。

　目立たない私と社内一モテる男。誰が考えても釣り合わないし、部長も今頃、なんであんな女に付き合おうと言ってしまったんだろう、って後悔し始めているかもしれない。




　そして金曜日。

　明日は高校時代からの親友が、泊まりにくる予定になっている。パーッと騒いで、モヤモヤした気分を吹き飛ばそう。

「ごめん、永沢さん、この間の資料、取ってきてくれない？　私、今手が離せなくて」

「いいですよ」

　笹倉さんの依頼を受け、私は五階の資料室へ向かい、ドアを開けた。

　その瞬間、身体の動きが止まった。

　中に小野原部長がいたからだ。ちょうど棚から資料を取り出していた部長が私に気づき、こちらを向いた。けれど、すぐに視線をもとに戻してしまった。

　え、今日の夜までいないんじゃなかったの？

　そう思っていると、入口で立ちっぱなしの私に部長が言った。

「そこ、閉めてもらえないか？」

　淡々とした口調に、少し寂しさを感じるのはなぜだろう……。

「すみません……」

　私はそっとドアを閉めると、資料を探しに奥へと進んだ。

　部長のほうをチラッと見ると、何やらたくさんの資料を備えつけの机の上に広げている。当然、こちらには目もくれない。

　やっぱり、あの日のことはなかったことになっているんだ。これでもと通り。これでいい……。

　私は目的の資料を見つけて、部屋を出ようとした。

　すると、後ろから腕が伸びてきて、私よりも先にドアの取っ手を押さえた。……部長の手だ。

　ぼんやりとしていたせいか、部長がすぐ後ろまで近づいていたことに気がつかなかった。

「あ……すみません」

　先に出るのかな、と思って一歩下がると背中が部長の身体にトンッと軽く当たった。

　部長はそのまま、もう片方の手を壁についた。

　自然と私の身体は、彼の両腕の間にすっぽりと収まる。つまり、私はドアのほうを向いたまま、両手で壁ドンされているような状態。

「あの……」

「久しぶりに出張から帰ってきて、朝から君の顔を見られて嬉しいのに、もう戻るのか？」

　え？　『嬉しい』って言った？

「部長、夜に帰ってくるんじゃなかったんですか？」

　声が掠れそうになる。

「予定が早まった」

「……お疲れさまです」

　部長はそのままじっとして動かない。

「香奈」

　耳元で低く名前を囁ささやかれ、身体がビクッと反応する。

「……あの、私たち、まだ付き合う前の段階じゃ……？」

「うん、だから今は自分を抑えてる」

　お、おおお、抑えてるって!?　確かに、まだ身体には触れられていないけど。それでも、近いっ、近い近い近いーっ！

　この慣れない状況に、私の頭はパニック状態。

「香奈、今日は何時に仕事終わる？」

「た、多分、六時くらい……」

「じゃあ終わったら、駅の北側で待ってて」

　そう言うと、部長は私から離れた。

「先に出て。俺はあとから出るから」

　振り返ると、部長は資料を広げた机のほうに向かっている。

　……ああ、そうか。ふたり同時に出ると、周りから怪しまれるもんね。

　私はそっと、資料室をあとにした。

　さっき予定を聞かれた時、余裕がなくて正直に答えちゃったけど、もしかしてデートのお誘い……？




　腕時計に視線を落とすと、針は午後六時五分を指していた。

　会社の最寄り駅の北側、ロータリー近くのベンチに、私はひとり座っている。

　秋の始まりを一番感じるのは、この時間帯かもしれない。微風が吹いてきて、辺りは真夏よりもやや早足ぎみに、薄暗くなり始めていた。

　人通りの多い南側と違って、駅の北側は特に目立った建物もなく、ロータリーとコンビニしかない。

　南口を利用するのが会社への最短ルートなので、北側は会社の人間はほとんど通らない。実際、私も初めて足を踏み入れた。

　小野原部長は、まだ来ていないようだ。

　連絡先、聞いといたほうがよかったかな……？

　するとその時、光沢のある黒い車が一台、ロータリーに入ってきて私の横で停まり、助手席の窓が開く。

「香奈」

　不意に名前を呼ばれ、よく見ると運転席に座っているのは小野原部長で、彼は身を乗り出して助手席のドアを開けた。

「乗って」

「あ、はい」

　私は慌てて立ち上がると、言われた通り車に乗り込む。

「悪い。待たせたかな」

「いいえ、私もさっき来たところです」

「だったらよかった」

　そう言って少し微笑む部長に、ドキッとしてしまう。

　一見冷たい眼鏡の奥の瞳が、こんな風にフッと優しくなることを、どれだけの人が知っているんだろうか。

「車で来ていらしたんですね」

「ああ、香奈を帰りに誘いたくて」

「えっ？」

「って言うとカッコいいけど、実は昨晩、帰宅したら夜中回ってた。特に今回の出張は移動が多かったから疲れてて。普段は電車通勤なんだけど、今朝起きたら遅刻しそうだったから急いで車で来たんだ」

「遅刻……？」

　この『完璧王子』って言われてる人が？

　朝起きて慌てふためいている姿を想像して、なんだかおかしくなった。

「別にそんなこと、教えてくれなくてもいいのに」

「何か言ったか？」

「いえ、なんでもありません」

　私が思ってるより、部長は実は親しみやすい人なのかも。なんか、普段からは想像つかないギャップが可愛いな。そう言ったら怒られそうだけど。

　それに、さっきから彼に名前で呼ばれてるけど、嫌な気がしないのが不思議だった。




　車内には優しい洋楽が流れていて、気分が落ち着く。

　レザーシートの背もたれもゆったりとしていて、足も充分に伸ばせる広さだ。私がこれまで乗った車の中で、間違いなく一番の乗り心地。私は車に関して全然詳しくないけど、絶対、高いんだろうな……。

　二十分くらい走ると、部長はとあるビルの地下駐車場へ車を停めた。そしてサッと車から降りると助手席側に回り、ドアを開けてくれた。

　ドアは自分で開けて閉めるのが普通だった私は、そんな紳士的な対応に少し戸惑ったけれど、女性扱いしてくれているのがわかって正直、照れ臭かった。

　エレベーターに乗って部長についていくと、そこは最上階の三十七階にあるレストランだった。

「わあ、すごい……」

　窓側の席に案内されると同時に、私は子供のように歓声をあげた。

　一面ガラス張りの向こうに、街の夜景が広がっている。まるで、色とりどりのたくさんの宝石を散りばめたよう。眼下の道路に連なる車のライトでさえ、小さな光るパールのネックレスみたい。

　そういえば、今年に入っていろいろなことがあったな……。景色とか、ゆっくり見る余裕も時間もなかった。春からは、新しい環境で覚えることもいっぱいで、がむしゃらに突っ走ってた気がする。

　メニュー内容は、部長と店の人にお任せした。

　部長は車なので、お酒を飲めない。私もそんなに強くないほうなので、遠慮することにした。

　部長と食事をするのは初めてだ。

　あの雨の日、雨宿りした洋食店ではコーヒーしか飲んでいない。突然あんな話をされたあとで、ゆっくり食事する気分でもなかったし。

　少し夜景を眺めてから正面を向くと、部長がじっとこちらを見ているのに気がついた。店の間接照明が部長の端正な横顔を照らし、その陰影に大人の男性の妖よう艶えんさを感じてドキドキする。

　でも、もしこの人と付き合ったら……周囲も認めるハイスペックな人と付き合えたら……。彰斗を見返せる？

　いやいや、無理だ。そんな目的だけで付き合えるほど、私は恋愛術に長たけてない。

　私は首を振って、邪念を追い払った。

「あの、部長……」

「〝部長〟は、やめてほしいな」

　ああ、そうか。会社を出てまで役職名で呼ばれたくないよね。

「ええと、じゃあ……小野原……さん」

〝部長〟ってずっと呼んでた人を、急に〝さん〟付けにするのはちょっと抵抗があったけど、なんとか言えた。

　でも、小野原さんは少し不服そうに口を開いた。

「ふたりの時は、名前で呼んでくれていいけど」

　え、そういうこと？

「いいえ、いきなりは……」

「まあ、今はそれで仕方ないな」

　とりあえず、納得してくれたようだ。

「それで、何か言いかけてた？」

「そうだ。あの、私のこと見てた、って言ってましたけど、どうしてですか？　ほら、私って目立つタイプでもないし、部署も違うから接点もないし」

　すると、しばらく間が空いて、小野原さんは何かを思い出すように私の顔をじっと見つめ、やがて口を開いた。

「走る即戦力」

「え？」

「それが、俺の香奈への最初のイメージ」

「は……？」

　なんじゃ、そりゃ。

「春から、業務部に中途採用で優秀な人材が入った、とは聞いていた。事務能力も高いし、製品の知識もあるので、早くも顧客から信頼されている、と」

「それって、私……？」

「ああ」

　小野原さんは、少し微笑みながら頷く。

　ただ『ここで頑張らないともうあとがない』って一心で、やってきただけだけど。

　確か、前にも笹倉さんが褒めてくれたことがあったな……。前の職場ではそんなに役に立っていないと思っていたから、今、周りがそんな評価をしてくれていたんだ、と思うと素直に嬉しい。

「俺も実際に、難しい資料の提供を業務部に依頼したことがあったけど、思ってたより早く仕上がってて、丁寧にまとめられていた。その時に、永沢という女子社員が担当してくれていた、とわかったんだ」

　小野原さんは、窓の外に視線を向けた。

「でも、それはどの企業でもよくあることだ。会社側は、採用試験でなるべく使えそうな人材を選ぶから」

　小野原さんの表情が真顔になる。

　私の採用時の面接官は小野原さんではなかったけれど、きっと今一瞬、上司の顔になったのだと思う。

「デスクワークだけじゃなくて、伝票や資料を持って社内を走り回ってたり、パソコン上と実際の在庫数が合わなくて、倉庫まで行って自分でリフト動かして調べてたり」

　小野原さんが微かに口角を上げた。

　本社ビルの横には商品を管理する倉庫があって、出荷頻度の高い商品を保管し、常に在庫を保っている。倉庫で作業している人が忙しくて、手が回らない時は許可を得て中に入って、自分で在庫確認することもたまにあるんだけど……なんでそんなこと知ってるの？

「とにかく細い身体でいつも明るく頑張ってる子だな、という印象だった。でも、その子は営業部に来る時だけ、なぜか元気がなかった」

　小野原さんは、私に視線を戻して言った。

「なぜかいつも下ばかり見て、顔を上げようとしなかった。ほかの部署や廊下や休憩室で見かけた時は、普通に人と笑ったり話したりしてるのに、営業部に来る時だけ、別人のようになる」

　……はい。それはですね、元カレがそこにいるかもしれなくて、顔を見るのがツラいからです。

　とは、情けなくて言えない。

　っていうか、そんなところ、見られてたなんて。

　私はテーブルに視線を落とした。

「営業部に何か原因があるのかと心配になった。それがもとで優秀な人材に辞められるのは、他部署であっても上に立つ者として惜しいからな」

　私はなんて言葉を返したらいいかわからず、黙っていた。

「それから、何かと気になるようになって。無意識のうちに目で追うようになった」

　私がふと顔を上げると、小野原さんの真剣な眼差しが、私の目をしっかりと捕らえていた。

　そうだったんだ。直属の部下でもないのに、私、知らないうちに小野原さんに心配かけてたのね。

「だけど、いつか正面から君の顔を見たいと思うようになった。それは思わぬかたちで実ったけど。まさか、押し倒されるとは思ってなかった」

　小野原さんが、いたずらっぽい笑みを浮かべる。

　神社でのアクシデントのことを言ってる！

「あ、あれはそうじゃなくて、転んだだけですから！」

　全力で否定すると、小野原さんは「わかってるよ」と笑った。

「でも、その時初めて間近で見た香奈の目がキレイで……吸い込まれそうになった。香奈のことをもっと知りたいと思った。会社の人間じゃなく、ひとりの男として」

　小野原さんにじっと見つめられ、胸の鼓こ動どうが速くなるのがわかる。

「だから、勘違いされたと思った時は焦った。なんとか誤解を解こうと、頭の中はそのことでいっぱいだった」

　焦る……？　冷静沈着なこの人が？

「だけど、ほかの女を車に乗せたのは事実だし、言い訳だけする軽い男だと思われても仕方がないと思った」

　確かに、聞き手によっては言い訳だと判断されかねない。それでも、私がどういう反応を示すかわからないのに、勇気を出して言ってくれたってこと？

　根拠はないけど、この人は嘘をついていないと直感した瞬間、安心にも似た感情が私の心に広がっていった。

「話してくれてありがとうございます」と言うと、小野原さんは少しホッとしたように表情を緩めた。

「ここから会社見えますかね？」

「それはちょっと無理だな」

　それから食事と夜景を楽しみながら、話をした。といっても、ほとんどの内容は仕事のことだったけれど、業務に生かせる知識を与えてもらって、時が経つのを忘れた。

　帰りは結局、送ってもらうことになった。『電車で帰ります』と言ったけど、遅くなったのは自分の責任だからと、小野原さんは引かない。

　住んでいる地域を聞かれてお互いの住所を確認すると、電車でひと駅の距離だとわかってびっくりした。それなら小野原さんの運転の負担にならないかもしれないと思って、そのままお言葉に甘えさせてもらうことにした。

　連絡先も交換した。短い時間だったけど、一緒にいて小野原さんの気持ちもわかったし、今のところ教えない理由がないと判断したからだ。

「それと、ずっと気になってたことがあるんだけど」

　ハンドルを握りながら、小野原さんが正面を向いたまま言う。

　そ、それって、営業部での私の態度のことじゃ……？　どうやって答えよう……。

「香奈はなんであの日、あの神社に？」

　……そっちか。

　予想が外れて、ホッとした。

「実はあそこ、私の実家なんです」

「え？」

　これには小野原さんも少し驚いたみたいで、ちらりとこちらを見た。実家が神社って、一般的にどんなイメージなんだろう。

「しきたりとか厳しいの？とか聞いてくる友人もいましたけど、うちはそんなに格式高い神社じゃなくて……。だから、あからさまではないけど、小さい頃からクリスマスのプレゼントももらってましたし、ケーキも食べてました」

「そうか。じゃあ、今年のクリスマスは一緒に過ごせるといいな」

　前方を向いたまま、小野原さんがニヤリと口角を上げる。

「わ、私、そんな意味で言ったんじゃ……！」

　小野原さんのペースに巻き込まれる、と思って否定すると、「わかってる」と、また笑われた。

　そんな笑顔が可愛い、と思ってしまう私。

　小野原さんは、最後まで営業部でのことは聞いてこなかった。私より大人だし、観察力にも優れているだろうから、誰かとの恋愛絡みということに薄々気づいているのかもしれない。

　クールで冷たい人だと思っていたけれど、無理に聞き出そうとしないところに、表面からは見えない小野原さんの優しさを感じた。




　やがて、私のマンションの前に到着した。

「今日はいろいろとありがとうございました」

　お礼を言って車から降りようとすると、「香奈」と呼び止められた。

「はい？」と何げなく振り向いた瞬間――。

　小野原さんが助手席側に身を乗り出し、唇に柔らかいものが触れる。

　目の前には小野原さんの端正な顔。神社で初めて顔を見た時より、もっと近い――。

　な、なんで!?

　驚きのあまり、身体が硬直する。キスされたとわかるまで、時間はかからなかった。

　すぐに離れた唇からは、小野原さんの甘く優しい声。

「ごめん、我が慢まんできなかった。名残惜しくて」

　至近距離で瞳を覗き込むように見つめられ、心臓がドキッと大きく跳はねた。

　ゆ、油断してた！

「怒った？」

「……怒って……ません」

　そうよ。たかがキスぐらいで動揺なんてしないんだから……。って、大人の女ぶってみたけど、そんな熱っぽい目で見られたら理性が飛びそう！

「お、おやすみなさい！」

　私はまるで鉄砲玉のように、車から飛び出した。

「おやすみ。マンションに無事に入るまで見届けるよ」

　小野原さんは優しく微笑む。

　私がまだドキドキする胸を押さえながらマンションの入口に立ち、振り返ってお辞じ儀ぎをすると、車はようやく発進した。

　今日は疲れた……。

　でも、その疲れがなぜか、妙に心地よかった。










強力なライバル!?




【香奈～、元気!?　今週土曜日の午後から日曜まで、休みが取れたの！　ちょうど旦だん那なも出張でいないから、久しぶりに泊まりに行ってもいい？】

　有あり峰みね志し帆ほからそうメールが来たのは、今週の水曜日。私は即、【ＯＫ】で返した。

　今日は、その当日の土曜日。

　朝はゆっくり起きて、昼前から部屋の掃除や片づけを始めた。

　リビングと寝室を兼ねた八畳間にはベッドや小さいタンス、テレビなど最低限の家具を置いていて、部屋の横には小さな独立したキッチンスペースがある。

　脱衣場はないけど、バスとトイレは別々なのが気に入っていて、学生時代から十年ほど住み続けている。それに、ここから会社まで電車で二十分という好立地なのだ。

　志帆はショートカットがよく似合う、スレンダー美人だ。大学はそれぞれ別だったけど、高校時代からの大親友。志帆は約一年前に結婚したあとも、引き続きデザイン事務所に勤めている。

　去年の秋は私もまだ彰斗と付き合っていたから、出席した結婚式で志帆のウエディングドレス姿と未来の自分を重ねて見ていた。

　……そんな脳内お花畑状態だったあの時の自分を、今は思いっきりぶん殴ってやりたい。

　会うのはかなり久しぶり。メールは頻繁にやり取りしてて近況はわかっているけど、細かいところまでは伝えていない。彰斗と偶然、会社で再会したことは伝えたけど、小野原さんのことはまだ……。当然、キスされたことも。

　昨夜のことを思い出して、落ち着かなくなる。

　あーもう、何なのよ、キスぐらいで！　中学生じゃあるまいし！

　私は再び手を動かし、掃除に没頭した。




　もう十月か……。

　掃除を終え、壁にかけていたカレンダーの前を通りかかってふと足を止めた。

　下旬の土曜日に大きな丸印と、『結婚式』の文字が書き込んである。

　もうすぐ、友達の結婚式だっけ……。

　新郎と新婦は九年越しの交際を経て、このたび結婚する。ふたりとも大学時代のサークル仲間だ。人が自然と周りに集まってくるような、私も大好きなふたりだ。

　ここ最近は全然会ってなかったけど、ふたりが結婚すると聞いて心から嬉しかったし、数ヶ月前に招待状が届いて、もちろん出席に丸をつけた。

　ということは、彰斗も来るだろう。彰斗と新郎は、親友だからだ。

　私たちが付き合っていたことは、サークル仲間は誰も知らない。

『なんで皆に内緒にするの？』

『だって、そのほうが、このままずっと付き合いが続くとして、もし俺たちが結婚することになったら、皆びっくりするだろ？』

　付き合い始めの頃、私の質問に彰斗はそう答えた。

　彰斗は皆を楽しませたり、驚かせることが好きだから、『そうだね』と私も納得していた。それよりも、彰斗の口から出た『結婚』という言葉に酔いしれていたのかもしれない。

　だけど今となっては、それでよかったと思っている。周りに変な気遣いをされたくないし。

　このおめでたい日は、あくまで普通の態度で彼と接しよう……。カレンダーに書き込まれた文字を見て、そう思った。




　時計を見ると、午後二時を少し回ったところ。

　志帆は夕方に、ここに来ることになっている。

　まだ時間があるし、外はいい天気だ。自転車で、志帆がお気に入りのケーキ屋さんに、お菓子でも買いに行こうかな。

　そう思い立った私は、玄関を出た。




　街路樹が頭上を流れていく。風が頬を撫で、髪の中をすり抜ける。

　自転車って、気持ちいい～！

　春頃、青い折り畳み自転車を買った。最寄り駅から自宅マンションまでは、徒歩十分ぐらいだから、通勤では使わないんだけど、休日に時々、気ままに自転車を走らせるのが楽しみになった。

　この折り畳み自転車はとても便利。女性の力でも簡単に畳めるし、持ち運びもできて、スペースを取らない。

　駅とは反対方向へ進み、しばらく走ると、高層マンションの建ち並ぶエリアに来た。この近くに、志帆お気に入りのケーキ屋がある。

　私は近道をするために、大きな公園の中に入った。

　その公園は子供用の遊具のほかに、広い芝生があったり、並木がキレイな散歩コースがあったりして、市民の憩いの場として愛されている。

　気分よくペダルを漕こぎ、アスファルトで舗装された園内の道を進んでいると、五十メートルほど先のベンチに誰かが座っているのが見えた。

　ん……？

　見覚えがあるような気がして、私は目を凝らす。

　黒い髪に眼鏡の男性で、長い足を組んでいる。

「あ！」

　小野原さんだ。黒いインナーに深い紺色のジーンズ、グレーのカーディガンを羽織っただけの軽装なのに、充分カッコいい。なんでこんな所に……？

　小野原さんは別のほうを向いているので、私に気づいていない。

　座ってるだけでも絵になるなんて、もう性別とか関係なく、ただただ羨ましい。

　私がゆっくり近づいて声をかけようとした、その時。

「ごめーん、お待たせ！」

　小野原さんの視線の先から、ひとりの女性が現れた。立ち上がった小野原さんの腕に、その女性は甘えるように自分の腕を絡める。

　私は、ぎゅっとブレーキをかけた。

　……誰？　二は十た歳ちくらいかな？

　緩く巻いた栗色の髪。膝ひざ上のフワッとしたスカートが風に揺れている。彼女はキレイな顔立ちをしていて、間違いなく美人の部類に入る。まさに、お似合いの美男美女。

　小野原さんは、その腕を振り払うこともなく何かを語りかけ、微笑んでいるようにも見える。

　……なんだ、彼女いるんじゃない……。

　少し胸が苦しくなった。

　私に付き合ってくれとか言っておいて、おまけにキスまでしておいて……。やっぱりからかわれただけだったんだ。……そりゃ、そうよね。そもそも最初から私なんかが小野原さんに釣り合うわけなかったんだし。ドキドキしていた自分が滑こっ稽けいだ。

　うっかり流されて、『はい、付き合います』とか返事しなくて、本当によかった！　偉いよ、私！

　まだ小野原さんとは何も始まっていなかったことが、せめてもの救いだ。

　私は自転車の向きを変えようと、ハンドルを傾けた。

「香奈？」

　その時、小野原さんの声が飛んできた。

　あーもう……タイミング悪い。

　っていうか、彼女の前でほかの女の名前を呼んだら、マズいんじゃないですか!?　修羅場には巻き込まれたくないんですけど！

　でも、無視するわけにはいかず、私はふたりのほうを見た。

「……こんにちは」

　腹も立つけど、ここは大人の対応を心がけなくては。

　すると、その彼女が私のほうに向かって歩いてきた。そして、キッと鋭い視線で私を睨む。

　怖っ……。

「どうも。恋人のアカネです」

　トゲのある、キツい口調で自己紹介してきた。

　ほら、やっぱり……。

　胸の奥が少しずつ痛くなるのを感じる。でもそれは悲しいからではなくて、からかわれた自分がすごく情けないからだ。私は彼女から目を逸らすと、うつむいた。

　早くここから立ち去りたい。そう思っていると――。

「こら、適当なことを言うんじゃない」

　小野原さんがアカネという彼女にそう言うのが聞こえて、私は顔を上げた。

「香奈。こいつは俺の妹だ」

「ちょっと、お兄ちゃん！　なんで本当のこと言っちゃうの!?　せっかく恋人のフリして、悪い虫を追い払ってやろうと思ったのに！」

　間かん髪はついれず、アカネさんが声をあげた。

「妹？」

　私は驚いて、目を丸くした。

　なんだ、妹さんか。あれ？　なんでだろう。私、ちょっとホッとしてる？

「そう。朱色の〝朱〟に、〝音〟で、朱あか音ね。十歳下で今、大学生」

　私が朱音さんのほうを見ると、彼女の鋭い視線とぶつかった。

　なんでだろう、この敵意むき出しな感じ。

　でも、一応挨あい拶さつはしておかないと、ね……。

「あ、そうなんですか……初めまして。永沢です」

「朱音、彼女は大丈夫だ」

「この女、お兄ちゃんのなんなの？」

「俺の大切な人」

「……は？」

　朱音さんは半分口を開けて、絶句している。そして、その大きな瞳をさらに思いっ切り見開いて私をじろじろ眺めると、正直な感想を口にした。

「嘘でしょ、こんな、どこにでもいそうなパッとしない女が!?　お兄ちゃん、頭大丈夫!?」

「なっ」

　パッとしなくて悪かったわね。まあ、否定はしないけど。

「朱音、それ以上言うと怒るぞ」

　小野原さんの声が低くなり、やや厳しい眼差しを朱音さんに向ける。

「だって……」

　朱音さんは一瞬眉を寄せて、困ったような表情を浮かべたが、プイッとそっぽを向いてしまった。

　小野原さんは、ハァとため息をつく。

「すまない、香奈」

「……いいえ、大丈夫です。こんな所でお会いするなんて思ってませんでした。……あの、昨日はありがとうございました」

「ああ。俺も楽しかったよ」

　小野原さんの瞳が優しくなる。

　この人の笑顔に、ドキドキする自分がいる。

　横に視線をずらした私は、「ヒッ……」と小さく声を出してしまった。

　だって、朱音さんがめちゃくちゃ怖い顔でこっちを睨んでるー！

『楽しかった、なんて昨日何があったんだ、あぁ!?』とでも言いたげな表情だ。

『キスしました』なんて言ったら、絶対噛かみつかれるな。

「じゃあ、私はこれで……」

　私が頭を下げ、横を通り過ぎようとした時。

「待って、香奈」

　小野原さんに呼び止められる。

「はい？」

「このあと、予定ある？」

「えっと、夕方から友達が遊びに来ることになってて……」

「じゃ、それまで俺の家に来ないか？　すぐそこなんだ」

　小野原さんの家に……？

「ええーっ!?」

　そう言って先に反応したのは私ではなく、朱音さんだった。

「ダメ、ダメダメダメ！　お兄ちゃんが襲われるよ！」

　ブンブンと、必死に首を振る朱音さん。

　って、ちょっと。……私、この子になんだと思われてるんだろ。

「大丈夫だ、って言っただろ。じゃあ朱音、お前も一緒なら文句はないな？」

「……わかったわよ」

　渋々、でも明らかに不機嫌そうに朱音さんは答えた。




「うゎ、広っ！」

　小野原さんのマンションの部屋に足を踏み入れた私の第一声は、それだった。

　本当に歩いて二、三分の所にある、高層マンションの十五階。小野原さんはここで、ひとり暮らしをしているらしい。

　結局、ノコノコついてきてしまったわけだけど……。

　それにしても、『ひとりにしては広すぎでしょ』と思うほど、開放的なリビングとダイニング。二十畳は優に超えている思う。２ＬＤＫらしいけど、きっとほかの部屋も広いんだろうな……私の部屋とは大違い。

「香奈、適当に座って。コーヒー淹いれるよ」

　小野原さんがキッチンに入っていく。

「あ、私も手伝います」

　そう言ってあとを追おうとすると、朱音さんが私の肩に手を置いた。

「私がやるから、あんたは座ってなさいよ」

「あ……はい」

　お客さん扱いしてくれてるのかな？

「甲か斐い甲が斐いしく手伝おうとして、〝彼女ヅラ〟しないでよね！」

　フンと鼻を鳴らすと、朱音さんはキッチンへと消えていった。

　やっぱり、そういうことね……。

　私は窓を背に、白いソファに腰を下ろした。柔らかくて座り心地がいい。左側に目を向けると、白い壁と同系色の、棚と一体型のテレビボードがあり、その真ん中に大型のテレビが置かれている。ゆったりとしたふたりがけのソファが二台、三人がけのソファが一台あり、透明な厚いガラス板製のローテーブルの三方を囲うようにして配置されていた。右のほうを向くと、ダイニングスペースが視界に映る。グレーを基調としたテーブルと椅子が四脚。その横がカウンターキッチンになっていて、中で動く小野原さんと朱音さんの姿が見えた。

　再び、テレビボードのほうへ視線を戻す。棚にはよくわからないけど難しそうな実用書や英語の本が何冊かきちんと並べられていて、やっぱり小野原さんはデキる人、というイメージが私の中でさらに膨らんでいった。

「他人の部屋、何じろじろ見てんのよっ」

　気づくと朱音さんがすぐ横に立って、私を見下ろしていた。

「……すみません」

　思わず謝ってしまったけど、言われるほどそんなに見てはいない。

　それに、私のほうが年上なんだけど、なんか完全に下に見られてるよね……。

　私の前のテーブルに、朱音さんはコーヒーの入ったマグカップをコトン、と置いた。

「飲んだら帰ってよね」

「は、はい……ありがとう」

　朱音さんはリビングの壁側の席、つまり私の正面のソファに座り、力のこもった目で私を見ている。

「今日、私がお兄ちゃんと過ごすはずだったのに」

　同時に口を尖とがらせた。

「あの、私すぐに帰るから」

　イケメンの兄に、ブラコンぎみの妹……。

　どこかで見たことのある構図だ。マンガとかに出てきそう。三次元でも、そういうシチュエーションはあるんだ。まさか、自分がそれにブチ当たるとは思ってもいなかったけど。

『小野原さんの歴代の彼女は、もしかしてこの妹に邪魔されてきたんじゃないの？』と思うと、なんだかカッコよすぎるお兄様が気の毒だ。

「さっきだって、私が急にお兄ちゃんの所に来たい、って言ったら、喜んで迎えに来てくれたんだから」

「何言ってる。お前が『彼氏とケンカした』って泣きながら電話してきて、俺を無理に呼び出したんだろ」

　自慢げな朱音さんの話を、すぐさま小野原さんが訂正する。

　……なんだ、彼氏いるんだ。肉親の枠を超えて慕ってるわけじゃないのね。

　私が安あん堵どしていると、小野原さんは自分のカップを持って、私の真横に座った。自然と、腕と腕が触れ合う。

「あっ、お兄ちゃん、なんでそっちに座るの？」

「俺が香奈の隣に座りたいから」

「もう、何よ」

　朱音さんは、私をキッと睨む。

　前言撤回。これ、絶対お兄さんに特別な感情を持ってるよね!?

　私がちょっと引いていると、ポケットの中でスマホが鳴った。

　スマホの画面を見ると、志帆からのメールだ。

【早めに仕事終わったから、今から行くね～】

　時計を見ると、三時だ。今からだと、志帆は三時半には私のマンションに到着する。

　私は、【今、外出中なんだけど、すぐ戻るね】と返信した。

「すみません、友達がもう来そうなので、帰りますね」

　朱音さんの鋭い視線に、そろそろ居心地が悪くなっていた私にとって、志帆からの連絡はナイスタイミングだった。

「うん、それがいいよ！」と、朱音さんは嬉しそう。

　はいはい。

　私は残りのコーヒーを飲み干すと、マグカップを持ってキッチンに入った。洗おうとしているところへ、「そこに置いといていいから」と、私のあとから続いて入ってきた小野原さんに言われたので、そのままシンクに置いた。それに、私が彼女ヅラして出しゃばった行動を取ると、また朱音さんにごちゃごちゃ言われそうだし。

「ごちそうさまでした」とリビングに戻ろうとする私に、小野原さんが近づいてきた。

「香奈、送るよ」

「えっ、いえ、私、自転車ですから。すぐに帰れますし」

「あれ、折り畳めるだろ？　車に載せられる」

「でも、大丈――」

『大丈夫ですから』と言おうとして、言葉が途切れた。小野原さんの手が私の腰に回され、身体をグッと引き寄せられたからだ。

　途端に、身体が密着する。

「え……？」

　突然のことに、抵抗する間も与えられなかった。

　リビングの壁側の席に座っている朱音さんからは、角度的にキッチンの様子は見えない。

　朱音さんには聞こえないようにしているのか、耳元で囁かれる。

「じゃあ、俺が香奈を家まで送り届けるのと、送らない代わりにここで俺にキスされるのと、どっちがいい？」

「……はいっ!?」

　な、何よ、その選択肢！　意味がわからない！

『からかわないでください』と言おうとして顔を上げたけど、小野原さんは真顔でまっすぐ私を見下ろしている。

　……ダメだ、この人、目がマジだ！

「は、離してください、朱音さんに見られますよっ」

　いつ彼女がこちらへ来てもおかしくないのだ。私もあまり大きな声は出せない中、語尾を強くして精一杯抗議した。

「見られてもかまわないよ」

「絶対よくないですっ！」

「それで、どっちがいい？」

　小野原さんがいたずらっぽく笑う。

　その話、まだ続いてたのー!?

「わ、わかりましたから！　送ってください！」

　これ以上密着してたら、顔から蒸気が出そう！

　そんな私を見て、「香奈は可愛いな」と小野原さんが微笑む。

　うー……こんな時にその笑顔、反則ですよ……。それに可愛いなんて、男の人に言われたことないし。

「あっ、ふたりとも！　何やってんのよー!!」

　キッチンに顔を出した朱音さんの金切り声が、部屋中に響いたのは言うまでもない。




　背後から突き刺さすような視線を感じる……。

　十分後。

　助手席に私、後部座席に朱音さんを乗せた車が道路を走る。

　朱音さんはこのあとバイトがあるらしく、ついでに乗っていくことになった。まだ時間があるし、本人はもう少しいたかったみたいだけど、小野原さんにそんなに元気ならもう行くように、と諭さとされたようだ。

『私もバイト先まで送って！』という朱音さんの要求は、『ここからだと電車のほうが早いから駅まで』という小野原さんのひと言で片づけられてしまった。

　朱音さんはきっと、家まで送ってもらう私に、敵意をむき出しにしてるんだろうな。

　やがて最寄り駅に着いた。

　朱音さんは、「じゃあ、お兄ちゃん、またね」と車を降りていった。

「ちょっと、あんた、お兄ちゃんに手を出したら許さないからね！」と、私に釘を刺すのも忘れずに。

　はぁ……嵐が去った気分……。




「ごめんな、香奈。妹があんな感じで」

　ふたりきりになった車中で、小野原さんが謝ってきた。

「いえ、なかなかパワフルな妹さんで……。小野原さん、愛されてますね」

　私は苦笑いで返す。あんなに全力で誰かに絡まれたのは、生まれて初めてだ。

「朱音は、俺を唯一の家族だと思ってる節があって」

「……唯一？」

「ああ。俺たちの両親は、六年前に他界してるんだ」

「え……？」

　私は小野原さんのほうを見た。

　ハンドルを握って前を向いたままの彼は、無表情で感情が読み取れない。

「あの……ごめんなさい……」

「なんで香奈が謝る？　俺が話し始めたことなんだから、気にしなくていい」

　小野原さんは、左手を私の頭にポンッと軽く乗せた。

　大きくて、温かい手……。

「交通事故だった。両親の死後は、叔お父じ夫婦が親代わりになってくれたんだ。叔父のところには子供がいなかったから」

　赤信号で、停車する。

「俺はもう、その時社会人でひとり暮らしをしていたけど、中学生だった朱音は叔父夫婦と一緒に暮らすことになったんだ。ただ、朱音はその頃思春期真っただ中で……叔父夫婦にもずいぶん反発したみたいだ」

　小野原さんは少し表情を曇くもらせた。当時、妹のことをとても心配していたのだろう。

「そうだったんですか……」

「だけど、今はもうそんなわだかまりもなくなって、叔父夫婦を実の親みたいに慕って大事にしてるよ。本当は素直で優しい子なんだ」

　信号が青に変わって、再び発車した。

「でも、俺のこととなると、時々あんな風になることがあって。やっぱり心のどこかで、家族は俺だけだと思ってるのかもしれないな」

　……そうか。あの気の強さは、朱音さんの寂しさの表れなのかもしれない。勝手に、ブラコンとか思っちゃって、悪かったな。




　車窓の風景が、徐々に見慣れたものになってきた。自宅マンションが近いのだとわかる。

　マンションの前で、ショートカットの女性がひとり、立っているのが見えた。

　志帆だ。もう来ている。

　マンションに横付けされた車から急いで降りた。小野原さんにお礼を言って自転車を受け取ろうとしたけど、「俺がそこまで運ぶから先に行って」と言ってくれたので、自転車をお願いして志帆のもとへ急ぐ。

「志帆、ごめんね！　待ったよね？」

「私こそ、ごめん、予定より早く……来、ちゃっ……て……」

　私の声に振り向いた志帆だったが、最後のほうは言葉が途切れ途切れになる。彼女の視線は徐々に私の後方へと移り、ついには完全にある一点を凝視した。

　原因はわかっている。それは、青い折り畳み自転車を片手で軽々と抱えて、私のあとから現れた眼鏡の男性。

「ねえ香奈、この人は……？」

　志帆が私の袖そでを引っ張り、小声で尋ねる。

「えっと、会社の上司の――」

「小野原です」

　私より先に、本人が名乗る。

　志帆は最初、少し怪け訝げんそうに小野原さんを見ていたけど、すぐに「あ、なるほど」と小さく呟いた。

「初めまして、有峰です。香奈のこと、よろしくお願いします。香奈は外見はしっかりしているように見えますけど、実は中身結構弱いし、慎重で臆病なので」

「ちょっと、志帆」

「はい。任せてください」

　なんて、小野原さんも答えている。

　何も言わなくても、ふたりは何か通じ合うものがあるようだ。

「じゃあ、俺は帰るよ。まだ部屋まで行くようなことはしないから」と、小野原さんは畳んであった自転車を押しやすいように広げ、私に渡しながら言った。

「また、連絡する」

　車に戻っていく小野原さんの姿を見送っていると、志帆が肘ひじで脇わき腹ばらをつついてきた。

「香奈～、今日はいろいろと聞くことがありそうね。別れが寂しいんじゃない？」

　志帆は楽しそうだ。

　私、そんな顔してたかな……？

「違うってば……」

　私は自転車を押しながら、さっさと駐輪場へ向かった。

　そういえば、志帆のお気に入りのケーキ屋さんに行くのをすっかり忘れていた。




「でも、元カレと偶然転職先が同じだったなんて、運命のいたずらにしても、ちょっと悪質よね」

　夕食のコロッケを口に頬張りながら、志帆が言った。

　今日のメニューはそのほかに、ビーフシチューとサラダ。久しぶりにふたりでワイワイ言いながら作った料理は、やっぱり美お味いしい。

「だけどさ、そんなの気にしててもしょうがなくない？って言いたいところだけど、香奈の場合、彰斗さんが初めてちゃんと付き合えた彼氏だもんね。しかも長く続いた」

「一年だけどね……」

「忘れようとしてる時に顔見ちゃうと、またいろんなこと思い出しちゃうんだよね。まるでその都度、治りかけのかさぶたをはがして、古傷に塩を塗ぬりたくってるようなもんでしょ。そりゃ治りも遅いわ」

　サバサバとそう言い放つと、志帆は缶ビールを自分のグラスに注いだ。

「……う、ん」

　こちらの心境をズバリ言い当てられて、私は返す言葉もない。

「大体こういうのは二十代前半で経験して、自分なりに治癒能力を身につけるもんなんだけどね」

「どうせ、私は恋愛初心者ですよっ」

　私は頬を膨らませた。

「ほら、そんなに拗すねないの」

　志帆は私をなだめるように微笑むと、グラスに入ったビールを飲み干した。彼女は飲める口なので、ビール缶が次々と空になる。

「それで、香奈はどうしたいの？」

　私はコロッケを口に運ぼうとしていた箸を、ゆっくりと下ろした。

「このままでいいとは思ってないよ。時間が経てば、忘れると思うし」

「時間？　別れて何ヶ月経つの？　ちっとも時間が解決してくれてないじゃん」

　志帆は、私をまっすぐに見み据すえた。

　うぅ、志帆センセイの指摘は厳しい。

「だけど、顔を見ないようにするためだけに、また転職するのは……」

　今の仕事ぶりを笹倉さんも、小野原さんも褒めてくれた。だから、絶対にここを辞めたくない。

「誰もそんなこと言ってないでしょ。とりあえず避けずに、普通に接してみたら？」

「普通……？」

　その意味をすぐに理解できなかった私は、小首を傾げた。

「そう。例えば話しかけてみるとか」

「えっ？」

　それは、いきなりハードル高すぎなのでは？

「意外にすんなり話せるかもよ。そしたら、悩んでた自分がバカみたいに思えるでしょ」

「でも、それで無視されたら……」

　すると、志帆は持っていたグラスを、ダンッとテーブルに置いた。

「もう！　何、別れた相手から今さらよく思われようとしてるのよ。それに、あれから何ヶ月も経ってるのに、それを無視するようなら、そいつはそれだけの男よ。小さいヤツ。早く別れて正解だったと思えるし、踏ん切りもつくじゃない」

「そう……かな」

「そうよ。これまで忘れようとして避け続けて、でも結果はただ古傷が化膿したまま残ってる状態でしょ。だったら、やり方を変えるのもいいと思うよ。このままの自分を変えたかったら、自分から動かなきゃ」

　志帆は私のほうへ身を乗り出して、言い聞かせるように語った。

「……うん」

「じゃないと、小野原さんとのことも前に進まないと思う」

　そう……だよね。志帆の言うことはいつも的を射ているし、それにいつまでも元カレのことが心に引っかかっている私自身もいい加減、嫌だ。

「それで、香奈は小野原さんのこと、どう思ってるの？」

　さっき志帆には、彼との出会いといきさつをざっくり説明しておいた。

「うん……仕事はデキるしカッコいいし、私にはもったいないくらい」

「外見じゃなくて、中身は？」

「まだ個人的に会ったのは少ないけど……思ってたより笑うし、許可なく名前で呼ばれることも、嫌じゃないっていうか、私も自然に受け止めてるっていうか……」

　不意打ちで、ドキドキさせられることはあるけど。

「……そっか。なんか、いい感じね」

　少し間があって、志帆が穏やかな口調で言った。

「そう？」

「うん。小野原さんとは急ぐことなく、ちゃんと向き合っていったらいいと思うよ。香奈の性格上、無理に誰かと付き合おうとすると、きっとダメになっちゃうから」

　志帆はそう言って、シチューを口に運んだ。

『昔の恋を忘れるには新しい恋が一番よ！　行っちゃえ、行っちゃえ！』なんてことは、志帆は絶対に言わなかった。

　それは、私のことをよく理解してくれているからだと思う。そんな志帆の気持ちが嬉しかった。










心の天気は晴れのち曇り




「そういえば永沢さん、何かいいことあった？」

　月曜日。昼休みが終わりかけて席に戻った頃、笹倉さんが声をかけてきた。

「え？」

「うん、朝から感じてたんだけど、いつもより雰囲気が柔らかい感じ」

「えっ、私いつもそんなにピリピリしてました？　だったら、すみませんっ」

　私は申し訳なさでいっぱいになり、慌てて頭を下げた。

「違うわよ」

　笹倉さんはアハハと笑う。

「いつもは仕事のオーラが出てるけど、今日はなんていうんだろ……永沢さんの周りの空気に色がついている感じ」

「……い、色ですか？」

　その時、「永沢さーん、三番にお電話でーす」と隣の島から、声が飛んできた。

　急いで「ありがとうございます」と返事をして、自分の電話のボタンを押し、「はい、お電話代わりました」と電話口に出る。顔だけ笹倉さんのほうに向けて少し頭を下げ、目で「すみません」と合図を送った。

　笹倉さんは「ううん、またね」と手を振りながら、隣の席で午後の業務を開始した。

　顧客からの電話を終えて、パソコン画面を見ながら、笹倉さんの言葉を思い出した。

　私、今日は何か違うのかな？　自分では気づかなかったけど……。それって、小野原さんとの約束が楽しみだから？




『今度の土曜日、出かけよう』

　小野原さんからスマホに着信があったのは、昨夜。志帆が帰ったあとだった。

　電話で話すのは初めてだったけど、小野原さんの落ち着いた声が耳に届いた時に、資料室で壁ドンされて耳元で初めて名前を呼ばれたことを思い出して、ついドキッとしてしまった。

『どこか行きたい所は？』

『そうですね……映画はどうですか？』

　ベタだったかな、と思ったけど、私にはこれくらいしか思いつかない。

『いいよ。俺も最近映画館に行ってないから。何が観たい？』

　小野原さんが私の提案に賛同してくれたことに気をよくした私は、最近公開されたＳＦアクション映画のタイトルを言った。

　その映画は何年も前から続くシリーズもので、宇宙空間でのド派手な戦闘と、登場人物が目にも止まらぬ剣さばきで次々と敵をなぎ倒していくのが見所の、どちらかと言えば男性層から熱く支持されている作品だ。でもなぜか見事にそれにハマッてしまった私はそれまでのＤＶＤを全巻揃そろえるまでの大ファンになってしまい、最新作を心待ちにしていた。

　そのまま返事を待つけど、小野原さんは黙ったままでいる。

　しまった……デートなんだから、ここは恋愛ものとか感動系が正解だった？

『香奈は、そういうのが好きなのか？』

『えっと……』

　マニアックな女だと思われたかな？　でも、好きなものは好きだし、この際バレても仕方ない。というか、もう言っちゃったし。

『はい、好きなんです。……でも、もし嫌だったら、ほかのにしましょう』

『いや、俺も好きで、実はＤＶＤ全部持ってる』

『ホントですか？　私もなんです！』

　些さ細さいなことだけど、意見が一致して嬉しい。

『あまり女性向きじゃないと思ってたから、意外だった。楽しみだな』

　少し気分が高揚したような小野原さんの声が、電話越しに聞こえる。

『はい！』

『映画もだけど、職場以外で香奈に会えるのが。土曜日は独り占めできるな』

〝独り占め〟という言葉に反応した心臓の音が、自分の耳にはっきりと伝わってきた。

　また不意打ちを食らった……。小野原さんがストレートなのか、私の免疫がなさすぎるのか。急にそんなこと言われたら、照れるに決まってるでしょ。そういうの、ホント慣れてないから！




　今、思い出しただけでも、顔が赤くなりそう。

　でも、そんな甘いこと言ってきた当人は、今日も至って普段通り、揺るぎなくクールだった。

　午前中に一度廊下ですれ違ったけど、いつも通り無表情で表面からは何も読み取れない。

　多分、これが彼のスタンスなんだと思う。会社に来たら仕事のスイッチが入るんだろうな、忙しい人だから。まあ確かに会社には恋愛ではなく、仕事をしに来てるんだもんね。




　時計の針が定時の五時半を指す。

「お疲れさまでした～」の声とともに、フロアに残っている人が徐々にまばらになっていく。

　私は明日の準備をするために、少し残業することにした。気分転換しようと飲み物を買いに、六階にある休憩コーナーへと向かう。偶数階に休憩コーナーが設けられていて、普段七階にいる私はここか八階を利用することが多い。

　そこには自販機が三台置かれていて、そのうちの一台の前。

「あっ」

　これから飲み物を買おうとしているのか、彰斗が立っていてびっくりした。

　なんで、営業部の人がここに？

　こちらに背を向けているので、彰斗は私に気づいていない。

　いつもなら、ここで引き返すところだけど――。

『例えば話しかけてみるとか』

　志帆のアドバイスが頭の中から聞こえる。

　……よし、前に進むため。自分を変えるため。

　私は勇気を出して近づいた。そして、彰斗が自販機からペットボトルを取り出したタイミングを見計らって、声をかけた。

「江田くん」

　私は、あえて学生時代の呼び方で呼んだ。

「……え？」

　彰斗は振り返ると、声の主が私だとわかった瞬間、驚いたように目を丸くした。そりゃそうよね、話しかけるのは数ヶ月ぶりだもん。

「……久しぶり、ね」

「……ああ」

「珍しいね、こんな所で」

「あ、ああ……下の階は、気に入ってるのがちょうど品切れ中でさ」

　そうか、なるほど。

「江田くんは、井い村むらくんと優ゆう花かちゃんの結婚式に行くの？」

　井村くんと優花ちゃんとは、今月末に結婚する新郎新婦のことだ。私たちの共通の話題は今、それしかない。

「あ、うん……。永沢さんは？」

　私から声をかけられたことに少し動揺しているのか、表情がやや硬いような気がする。それに、彰斗も昔の呼び名で返してきた。それが私たちの今の距離感だ。

「行くよ。あのふたり、絶対幸せになってほしいね」

「そうだな。俺、井村の幸せそうな顔見たら泣くかもな」

　彰斗は少しだけフッと笑みをこぼした。彼の、親友を思う気持ちは昔のままだ。

　……あ、なんだか普通に話せてる。

「今から残業か？」

　今度は彰斗が尋ねてきた。

「うん、見積もりの件で、明日朝イチで顧客から電話がかかってくるから」

「そうか、大変だな。俺も今から少し仕事するよ。……じゃあ」

　彰斗は片手を挙げると、そのまま休憩コーナーをあとにした。

　よかった、ちゃんとしゃべれた……かな。

　何より驚いたのは、自分の気持ちが思ったより晴れやかになっていることだ。

　私を縛っていたのは私自身だった……？　これなら、少し前に進めるかもしれない。

　そして、約束の土曜日――。

　待ち合わせの時刻は、私の要望で午後三時。

　なぜ待ち合わせが午前中ではないのかというと……。

　過去の経験から、あまり早い時間から慣れていない男性と一緒にいると、緊張が早々にＭＡＸに達し、最後まで気力を保っていられるかどうか自信がないからだ。

『もうすぐ着く』

　小野原さんからの連絡を受け、マンションの外で待つこと二、三分。

　歩道の脇に立つ私の横に、見覚えのある黒い車が停まった。

「お待たせ」

　運転席から降りて、私の前に立った小野原さんの姿に一瞬、視線が釘付けになる。

　ネイビーのテーラードジャケットに白いシャツ、黒い細身のパンツを合わせた小野原さんは、会社でのスーツ姿とは違うカッコよさで、まるでファッション誌から抜け出たモデルのようだ。仕事中は整えられている髪型も、今日は少し崩したように前髪が額にかかっている。それに、眼鏡もかけていなくて、素顔がなんだか新鮮だった。

　小野原さんは前回と同じように助手席のドアを開けてくれて、私は少し緊張ぎみに車に乗り込む。

「いつも乗せていただいて、すみません」

「いいよ。俺が車のほうが好きだから」

　私たちを乗せて、車はゆっくりと走りだす。




「香奈のそういう服と髪型、初めて見た。似合ってて可愛いな」

　信号待ちの時に不意にそう言われ、私はドキッとして自分の服装に視線を落とした。

　あまり気合いを入れすぎると逆に引かれてしまいそうだったし、かといって目立つような服を持っていない私。今日の装いは、レース使いのオフホワイトのブラウスと、同系色のカーディガン、マスタードカラーのミディ丈のフレアスカート、という至ってシンプルな格好。普段はひとつに束ねている肩下までの髪は、久々に下ろしてみた。

　別に褒められるような格好ではないけど、そう言われると照れてしまう。『今日の小野原さんも素敵ですよ』とは恥ずかしくて言えなかった私は、話題を変えることにした。

「あの、今日は眼鏡をされてないんですね」

「ああ……以前は眼鏡じゃなかった」

「え？」

「何年か前に、仕事が忙しくなってきて、急に目が疲れるようになったんだ。その頃から、仕事中や家にいる時は眼鏡をするようになったんだけど、プライベートで出かける時は、昔の癖くせでついコンタクトにしてしまうんだ。このほうが慣れていて落ち着くというのもあるけど、なかなか癖は抜けないな」

　少し照れ臭そうに、小野原さんが笑う。

「じゃあ普段、眼鏡姿を見ている私にとって、今日の小野原さんはすごくレアなんですね」

　レアだなんて、何かのゲームのキャラみたい。

　自分で言っておいて面白くなった私は、フフッと笑った。

「そうだな……でも、そのレア度はすぐ下がることになるから残念だ」

「え？」

「だってこれから週末、香奈と過ごす時間が増えれば、これが当たり前になるだろ？」

　小野原さんがいたずらっぽく口角を上げる。咄嗟に言葉を返せない私に、今度は彼が笑う番だった。




　せっかくなので普段行ける近場の映画館ではなく、ドライブをしながら少し離れた場所へ行こうと、前々からふたりで決めていた。

　目的地は、ここから三十分ほどの海沿いにあるショッピングモール。映画館のほかに飲食店、アパレルショップやレジャー施設など、百以上の店舗が入っている大型商業施設だ。初めて行く場所だし、最近テレビの情報番組で『一日中いても飽きない』と特集をやっていたので、期待が高まる。

　車で二十分くらい走ったところで、前方に青と白の輝きが見えてきた。

「あ、海……！」

　それは徐々に近くなり、車はやがて海岸線沿いの道路に出た。

　陽光に照らされた海面の輝きで、目の前の視界が覆われる。どこまでも続く水平線に、年甲斐もなく心が躍った。

「お天気でよかったですね！」

「ああ。……でも、もしかしたらひと雨降るかもな」

　小野原さんが指し示した西の空の端から、どんよりとした雲が広がりつつある。

　それでも気分は上々で、これから見るＳＦ映画の話にふたりで大いに花を咲かせた。




　ショッピングモールは、そこからすぐ近くだった。

　土曜日の午後ということもあり、広大な駐車場は満車寸前だったけど、なんとか空いているスペースを見つけて停めることができた。

　とりあえずチケットを確保するために、映画館のほうへ向かう。エレベーターを降りると、そこは映画館のエントランスホールになっていた。焦げ茶色のカーペットと同系色の内装の空間が目の前に広がり、チケットカウンターと、ドリンクやポップコーンなどの売店が見える。

　カーペットに足を踏み入れた瞬間から、日常から少し解放されたようにワクワクする気持ちが込み上げてくる。

　小野原さんについていった先は購入カウンターではなく、予約済みのチケット受け渡しの機械の前だった。

「事前に予約しておいた。せっかく来たのに満席だったら困るからな」

　見せられたチケットには、午後四時台の時間が印字されている。

「あ、ありがとうございます！」

　お礼を言って、お金を払おうとバッグから財布を出そうとすると、その手をそっと押さえられた。何事だろうと、少し驚いて顔を上げる。

「香奈に出させるつもりはないよ」

　小野原さんの瞳が、私を優しく見下ろしていた。

「でも……」

「いいから」

　あまりしつこく食くい下がるのも、男の人にとっては嫌かな……。でも、この前も食事をごちそうになってるから、なんだか悪いし。

　どうしよう、と思っていると。

「その代わり、今日は香奈を独り占めさせてもらうから」

　電話での言葉は冗談ではなかったらしい。笑顔で口く説どき文句のようなことを言われ、私の頬は一気に熱を帯びたのだった。

　それにしても、さっきからたくさんの視線を感じる。いや、正確に言うとそれは私に向けられたものではなく、小野原さんに、だ。それと同時に、『なんであんな普通の女と歩いてるの？』という皆さんの心の声が聞こえてきそう。

「あの、私、ちょっとトイレに……」

「じゃあ、向こうで待ってるから」

　小野原さんは、映画関連のグッズを売っているショップを指差した。

　一旦、小野原さんのそばを離れ、トイレに入る。別に用はなかったけど、なんとなく自分の身だしなみをチェックしようと思った。

　はぁ……イケメンすぎる人の横に並ぶのも、別の意味で緊張する。

　化粧直し用に設けられた鏡の前で、小さく息を吐いていると――。

「あれ？　永沢さんじゃないですか？」

　右横から声をかけられ、顔を上げた先に、茶色のストレートヘアの若い女性がいた。

「あ、黒くろ本もとさん……」

　彼女は同じ会社の営業事務の、黒本紗さ希きさん。確か二十五歳……だったかな。それほど親しいわけではなく、私が営業部に立ち入る時、挨拶をする程度だ。

　彼女の存在は、会社でも目立っている。ぱっちりとした瞳の美人で、スタイル抜群。今日も膝上のワンピースから、スラリと伸びた細い足が眩まぶしい。

「永沢さんも映画ですか？」

「ええ。黒本さんも？」

「はい」と笑顔で答える彼女。

　表情やメイクから、これからデートなのだと察しがつく。でも、そんなに親しくない間柄なので、それ以上聞くこともできない。

「私、ここ初めて来たんです」

　そう、当たり障さわりのないことを言ってみたりした。

「あ、そうなんですか？　私、今の彼氏と何回か来てるんですけど、ここ、シートも座り心地よくて落ち着けるしキレイだし、おすすめですよ」

　眩しいくらいの笑みを浮かべながら、黒本さんがそう教えてくれた。

　そっか、何回も……。そして、やっぱり彼氏さんと来てるのね。

「それじゃ、また会社で」と黒本さんは笑顔で手を振って、トイレを出ていく。

　すごく幸せそうだな……あんな可愛い人の彼氏って、どんな人なんだろう。

　そう漠然と思いながら、私もトイレをあとにした。

　今、ちょうど何かの上映が終わったようで、ホールは土曜日の午後にふさわしく、かなり混雑している。

　早く小野原さんを探さなきゃ。

　辺りを見回すと、視線の少し先に黒本さんの後ろ姿が見えた。

　なんとなく、本当になんとなく彼女を目で追って――。

　私は、心臓が止まったかと思った。

　そこには、黒本さんに笑顔で手を振る、彰斗の姿があった。

　客でごった返しているせいもあって、彰斗は私に気づいていない。黒本さんは彰斗に駆け寄ると、サッと自然に手を繋いだ。そして、ふたりで劇場へ続く方向に歩いていく。

　……そっか。黒本さんの彼氏って……彰斗だったんだ。

　ふたりとも同じ部署だし、お互いの距離が縮まるのも自然なこと。別に今、彰斗がどこで誰と何をしていようと、もう関係ないことだ。

　私だって、まだ彼氏ではないけど小野原さんと来てるし。早く、小野原さんの所に戻らなきゃ。

　そう頭の中ではわかっているのに、つい目が勝手にふたりの姿を追ってしまう。

　黒本さんは『何回も彼氏と来ている』って言ってた。ふたりはずいぶん前から恋人同士ということになる。

　私が彰斗のことを引きずっている間、彼はもう次の恋を始めてたんだ……。

　無意識のうちに暗い思考に流されそうになる自分に気づいて、首を横に振る。

　ダメダメ、余計なことは考えない。せっかく前に進めそうなんだから。

　私は、ふたりとは反対の方向へと歩きだした。でも重い気持ちは影のように、ぴったりと私の心についてくる。

　次第に周囲のざわめきは無音に、目に映る風景は色を失っていく。

　あの日――。

『お前との結婚は、ない』

　私にそう言ったくせに。その子とは……明るい未来が見れるんだね……。

　その時、ガシッと腕をつかまれた。

「香奈！」

　ハッとして我に返ると、心配そうな表情を浮かべる小野原さんが目の前にいた。

「大丈夫か？」

　私の顔を見て、小野原さんが少し目を見開いたような気がした。

「あ……ごめんなさい」

　私はそこで初めて、自分がエントランスホールではなく、エレベーター前に立っていることに気がついた。自覚がないまま戻ってきてしまったらしい。

「……もうすぐ始まりますね。行きましょうか」

　なんでもないように取り繕つくろったけど、うまく笑えているだろうか。

　すると小野原さんは映画館のほうへは行かずに、私の腕をつかんで無言のまま、ちょうど到着したエレベーターに乗り込んだ。

「あ、あの……？」

「ここを出るぞ」

「えっ？　でも、チケットが……」

　私は小野原さんを見上げた。

　小野原さんの手が、私の腕から離れる。

「そんな様子じゃ、何観ても楽しくないだろ」

　小野原さんは、エレベーターのボタンのほうを向いたまま答えた。

　その様子を見て、私の気持ちが暗く沈んでいく。

　ああ……多分、私、今ひどく暗い顔をしてるんだ。せっかく小野原さんが誘ってくれたのに……さっきまですごく楽しかったのに私が浮かない顔をしているせいで、彼を不機嫌にさせてしまったんだ。私ってホントにダメだな……。

　一気に自己嫌悪に陥った私は、小野原さんの顔を見ることも話しかけることもできなかった。

　駐車場の階で降りると、小野原さんが私の手をつかんだ。

　無言で車の方向へと進んでいく。そして助手席のドアを開けられ、促された。

「乗って」

「……はい」

　気まずい空気のまま、車は駐車場を出た。




　さっきまでの晴天が嘘のように、西からの厚い雲が空全体を覆っていて、小雨が降りだしていた。太陽の光も雨雲に遮さえぎられ、いつものこの時間帯よりも周囲はやや暗く見える。

　まるで、今の私の心のよう。車内にも重い沈黙が空気となって漂っている。

　このまま家に帰されることも覚悟していると、車は五分ほど走った先の、浜辺沿いの駐車場に入った。

　夏真っ盛りなら、海水浴客などでいっぱいになっているはずの駐車場も、季節外れなのと、この天候のため、車は数えるほどしかない。車は誰も利用していない一番端で、停まった。

　どうしたんだろう。

　私は目を横に向けたが、小野原さんは前を見ていて相変わらず黙ったまま。

　私も目を伏せる。

　呆れられたんだ……。小野原さんは私への不満をどう伝えようか、考えているのかもしれない。でも、私が悪いんだから文句は言えない。暗い顔をしていて、つまらなそうに思われてしまったのもあるかもしれないけど、それ以前に――。

　小野原さんと来ているのに、私は昔の恋人のことを考えていた……。

　こんな私に、この人のそばにいる資格はない。どうせ終わってしまう関係なら、何も始まってなくてよかったのかもしれない。男性と付き合う前の別れも、これが初めてじゃないし……もう慣れている。

　そう思った時。

「香奈」

　小野原さんが静かに言った。

「……はい」

「俺は、香奈の笑った顔が好きだ」

「え？」

　思いがけない言葉に顔を上げると、小野原さんと視線が合った。

「でも、無理して笑うのは見たくない」

　作り笑い、見破られてたんだ……。

「だから、何かあったら言ってくれ」

　小野原さんが、私の顔を覗き込むように言った。その目がとても優しくて。

　反面、急に自分が許せなくなった。

「私、やっぱり小野原さんとお付き合いできません！」

　私は勢いよくガバッと頭を下げて、絞り出すような声で言った。

「香奈……それは――」

「小野原さんのせいじゃないんです！　私が悪いんです！」

　小野原さんの言葉を遮るように、私は声のトーンを上げた。

「なんで？　納得できる理由を聞きたい」

　耳に届く小野原さんの声は、あくまで落ち着いている。

　私は申し訳なさで顔を上げられないまま、ゆっくりと話し始めた。

「さっき……」

「うん」

「……さっき、元カレを見ました」

　私は、ぎゅっと目を閉じた。

　もう、全部話そう。

「今年に入ってすぐ、彼に別れを告げられました。『お前との結婚は、ない』って……。その彼と付き合っていたのはたった一年でしたが、私にとって初めて長く続いた人でした」

　私はその時の気持ちを思い出して、胸が苦しくなるのを感じた。

「彼との未来を夢見てただけに、ショックでした。彼を忘れようとしてみたんですけど、なかなか難しくて……。そんな時に小野原さんに出会って……。これじゃいけない、前に進みたいと思って、先日なんですけど、たまたま出くわした元カレに話しかけてみました」

　雨足は徐々に激しさを増し、フロントガラスの上を滝のように流れていく。本来なら、ここから海の景色が見えるはずだけど、この雨のせいで何も見えない。静寂の中、聞こえるのは雨音だけ。

　小野原さんは、黙って私の話を聞いていた。

「その時は、自分でもびっくりするくらい気持ちが穏やかで、彼に対する感情も付き合ってた時の気持ちとはどこか違っていて、『これなら大丈夫、前に進めるかも』って思いました。でも……」

　私は、スカートを握りしめた。

「さっき、その彼が新しい彼女といるのを見たんです。とても楽しそうにしてて……」

　閉じた瞼まぶたから、涙がひと筋こぼれだす。

「わかってるんです。彼には彼の人生があって、別れた私が束縛する権利なんか、これっぽっちもないってこと……誰を選ぼうと彼の自由なんだってこと……。頭ではわかり切ってることなのに！」

　話しながら、次第に頬を伝う涙の量が増えていく。

「実際に仲のいいふたりを見てしまったら、彼とのいろんな思い出が蘇ってきて……。『じゃあ私の何がいけなかったの？』って……『私の何が……彼の中で、〝結婚はない〟という判断を下してしまったんだろう』って！」

　きっと小野原さんは、呆れながら聞いていることだろう。でも、それでいい。だって、これが今の私の、本当の姿だから。

「私、ちっとも前に進めてなかったんです。……こんな気持ちのままじゃ、小野原さんに申し訳ないです」

「香奈！」

　小野原さんに強い口調で名前を呼ばれた。理由はきっと、こんな状態でデートの誘いを受けた私に怒っているからだ。

「だから、お付き合いはで――」

『できません』と言おうとしたその時、勢いよく腕を引かれた。

　あまりに強い力だったので、上体が小野原さんのほうに倒れ込みそうになり、彼の腕が私の背中に回された。

　そして――。

　押しつけるように唇を塞ふさがれた。以前のような優しく触れるだけのキスとは、明らかに違う。

「っ!!」

　何？　何が起こったの……!?

　私はパニックになりながらも小野原さんから離れようと、彼の肩や胸をドンドンと叩いた。

　でも、びくともしない。

「は……」

　私が『離して』と言おうとして、口を少し開けた瞬間――。

　小野原さんの舌が、私の口の中に入ってきた。

「ん……んっ！」

　びっくりして、さらに小野原さんの胸を強く押し返したけど、無駄だった。腕をつかんでいた手は、いつの間にか私の後頭部をがっしりと押さえつけていて、身動きが取れない。

　なんで、こんなことを!?

　小野原さんが、私の舌を捕らえようと深く侵入してくる。

　逃れても逃れても、結局は絡め取られてしまう。その繰り返しの行為に、私の頭は次第に真っ白になっていった。

　……なんなの？　この感覚……。何も考えられない。

　抵抗していた腕からは力が抜け、代わりに小野原さんの服の胸の辺りをぎゅっとつかむ。

「ふぁ……」

　口の隙すき間まから、吐息が漏れる。いつの間にか、私は小野原さんのキスを受け入れ、彼の唇と舌の動きに自分のそれを合わせていた。

　雨音とは別の水音と、切ないような吐息が、車の中で微かに響く。

　どれくらいそうしていたかわからない。

　やがて、小野原さんが唇を離した。

「ふ……ぅ……」

　私の全身から力が抜け、そのまま彼の肩にもたれかかった。

　小野原さんはそんな私を優しく抱き止めると、「大丈夫か？」と耳元で言った。

　その声に私は自我を取り戻し、慌てて小野原さんから離れる。

『大丈夫か？』ですって!?　抵抗してもやめてくれなかった人の言うセリフじゃないですよね！　一体、どういうつもりなの？

「な、なな、なんでこんなこと……」

「納得いく理由じゃなかったから」

　小野原さんは何もなかったかのような表情で、さっきまでの情熱が嘘のように冷静に答える。

　それが、なんだか腹が立った。

「だからって、こんなことする必要っ」

「涙、止まったな」

「え……？」

　自分の頬を触ってみる。

　あ、ホントだ。びっくりしすぎて、涙も何もかも引っ込んじゃったみたい。

　というか、さっきの自分を思い返してみると、顔から火が出てしまいそうだ。

　あんなキス……初めてだった。それを受け入れてしまった自分も……。

「急に悪かった。でも、そんな弱々しい姿を見せられたら、そこにつけ込みたくなるだろ」

「え？」

　弱々しい？　いやいや、あれは明らかに情けない姿でしたけど？　それに、私に怒ってたんじゃないの？

「小野原さんは、こんな私、嫌じゃないんですか？」

「嫌だったら、キスなんかしない」

　小野原さんが真剣な顔で見つめてくる。

「それは……そうかもしれないですけど……でも、こんな――」

「香奈は、自分で解決しようとしすぎだ」

『こんな私は、あなたのそばにいる資格はない』と続けようとした矢先、小野原さんが私の言葉を遮るように口を開いた。

「……え？」

　彼が何を言おうとしているのかわからず、私はつい、きょとんとしてしまった。

「そう簡単に忘れられないってことは、香奈がそれだけ真剣に恋してたってことだろ？　それと、後悔とか報われなかった想いとか、進めそうで進めなかったり、いろいろ悩んだりするのも、それも香奈の大事な一部だ」

「……大事な？」

「ああ。それに香奈はちゃんと前を向こうとしていた。進めてないんじゃない。それが少し、ゆっくりなだけだ」

「小野原さん……」

　情けない姿を見せてしまって、もう終わりだと思っていたのに、小野原さんの優しい言葉が嬉しくて、あれほど重かった心が羽を得たように浮き上がってくる。

「もう俺の心を勝手に推し量ったりするなよ。そしてもっと俺を頼れ。最初に言った通り、俺は香奈の全部を受け入れるから」

　小野原さんの腕が伸びてきて、私の頭をくしゃっと撫でた。その時の彼の笑顔が、すごく頼もしく見えた。

　ふと時計を見ると、午後四時をとっくに過ぎてしまっていた。

「映画、ダメになっちゃいましたね……。ごめんなさい」

「いいよ、連れ出したのは俺だし。また今度の楽しみが増えただけだよ」

　小野原さんはそう言いながら、ナビをチェックする。

「近くに水族館があるみたいだ。そっちのほうに行ってみないか？」

　さりげなくデートを続けようとしてくれる、小野原さんの気持ちが嬉しい。

「はい……行きたいです」

　私の返事に、小野原さんはフッと笑みを浮かべると、車を発進させた。

　こんなダメな私でも受け入れると言ってくれた彼の言葉が、胸の中を温かくする。こうして小野原さんの隣にいると、とても安心する。それは、単に助手席のシートが心地いいから、という理由だけではないことに、私は気づいていた。

　この人は大人で。私は歳ばかり積み重ねた未熟者で。

　この胸に微かに湧き起こってくる感情が、これからどんなかたちになるか、わからないけど……。

　でもいつか、ちゃんと前を向いて進めるような、強い人間になりたいと思った。




　水族館に隣接する駐車場に着いた時には、雨はすっかり上がっていて雲間から光が射していた。ただの夕立ちだったみたい。

　入口で小野原さんが入館券を購入してくれた。

　いつもの癖で、自分の分のお金を払おうとすると、「香奈に出させるつもりはないって、さっきも言っただろ」と、あっさり却下されてしまった。

「でも、映画もそうでしたから……」

　実質、ダメにしたのは私なんだし。

「こんなのは男として当然のことだから、気にするな」

「だけど、それは付き合ってる者同士のことで……」

「だったら、今すぐ俺の恋人になればいい」

　小野原さんの手がさりげなく私の頬に触れ、じっと見つめてくる。

「な!?」

　なんでいきなり、そんな話になる!?

「早く行くぞ」

　咄嗟に言葉を返せなくなっている私に、小野原さんはいたずらっぽく笑いかけると、私の手をサッと取り、ゲートをくぐった。

　最近リニューアルしたというこの水族館は、全国の人気スポットランキングでも上位に入っていることもあって、今日も大勢の人で混雑していた。

　でも、日が暮れてくると子供連れの家族の数は減っていき、そのせいか、館内をゆっくり見て回ることができた。代わりに男女のカップルの姿が目立つ。

　私たちも、周りには恋人同士に見えているのかな？

　だって、さっきから小野原さんの手が〝恋人繋ぎ〟してくるんだもん！

　なんだか恥ずかしくて、でもあからさまにほどくのは申し訳ない気がして、そっと離そうと試みたものの……。

　ぎゅっと握り返されてしまった。

「迷子になるから」

「子供じゃないんだし……私、そんなことになったりしません」

「香奈じゃなくて、俺が。香奈がいないとダメなんだ」

　冗談なの？　なんなの……？

　でも、さっきまでやや強引だった人に、まっすぐな瞳で突然そんなことを言われ、不覚にも私の胸の奥が甘い音をたてて鳴ってしまったのだった。




　水族館を満喫したあと、私たちは再び車に乗り、海沿いの道路を走って最後の目的地へと向かっていた。

　小野原さんが夜の食事の場所へと連れていってくれることになったんだけど、それがどこなのか、『着いてからのお楽しみ』と言ったままで教えてくれない。

　腕時計に視線を落とすと、まもなく午後七時になろうとしている。

　数分後、屋外のとある駐車場へと到着した。

　助手席のドアを開けてもらい、外へ出ると、潮の匂いが鼻を掠めた。

「あの、ここは……？」

「今から船に乗る」

「船？」

「あれだよ」と言った小野原さんの視線を追って、振り返ると――。

　桟橋の向こう側に、夜の闇やみの中に浮かび上がる、白い四層建ての船が見えた。光の装飾が船全体を包み、窓からはアイボリーの明かりが柔らかくこぼれている。

「もしかして、あの中で食事を……？」

「ああ」

　小野原さんは私の手を取ると、桟橋を渡り始めた。

　これって……世に言う、ディナークルーズ!?

　船なんて、これまで移動手段としてフェリーにしか乗ったことがないのに、優雅に船で食事!?

　驚いて戸惑う私に対して、小野原さんは専用ブースでチェックを済ませると、私の腰に手を回して、タラップから船に乗り込む。

　中に入ると、そこはホテルのロビーかと思ってしまうほど、豪ごう奢しゃな造りだった。

　広いエントランスの天井からは、シャンデリアが煌きらびやかな光を放ち、左右の階段は優雅に曲線を描くようにして上へと続いている。

「私、こんな格好で大丈夫でしょうか……？」

　ドレスコードがあるんじゃないかと不安になっていると、小野原さんが安心させるように私を優しく見た。

「そんなに堅苦しい所じゃないよ。俺もこんな服装だし」

　小野原さんは、何を着ても様になるから大丈夫だろうけど。でも、とりあえずホッとした。

　小野原さんが予約してくれていたのは、一番上の階にあるフランス料理のレストランだった。この船は各階にレストランがあり、上の階に行くほど高級らしい。小野原さんからはそういった説明はなかったけど、乗船時にエントランスで手にしたパンフレットの内容から、窺い知ることができた。

　窓際のテーブルに案内され、椅子に腰を落ち着かせた。

　少し照明を落とした空間の中、ピアノの生演奏が優雅に流れ、テーブルの上の小さなキャンドルが幻想的に揺れる。しばらくすると、窓から見える岸辺がゆっくりと徐々に遠ざかっていくのがわかった。出航したようだ。

　帰りの運転があるので、ソフトドリンクで乾杯したあと、オードブル、スープ、魚料理、口直しのシャーベット、そして肉料理……と順番に運ばれてきた。こういう食事には慣れていなくて最初は緊張したけど、料理の美味しさに自然と笑顔になる。ふたりで他た愛わいない話をしながら、料理を堪能した。

「香奈は海が好きなのか？」

　デザートのチョコレートケーキが運ばれてきた頃、小野原さんに尋ねられた。

「え？」

「昼間、海が見えた時、すごく目がキラキラしてたから。それに、水族館の水中トンネルをくぐる時もすごく楽しそうにしてたし、イルカのショーではテンションが上がりっぱなしだった」

　水族館は今、期間限定で〝光と音のファンタジー〟というイベントをやっていて、展示の仕方や水槽にも趣向が凝らしてあった。それに、映像と光を駆使したイルカショーは圧巻で、思わず童心に返ってしまった。

「あ……すみません、子供っぽくて……」

「そういう意味じゃないよ。素直な香奈の表情が見られて、俺は嬉しかった。可愛いと思ったよ」

　小野原さんが私に微笑む。

　可愛いと言われて、急に胸がドキドキして落ち着かなくなり、視線が宙を泳いだ。

「ご存知の通り、私、山の町で育ったので……海に憧れているのかもしれません」

「そうか……じゃあ、ふたりで初めての旅行は海がいいかな」

「え!?」

　旅行って……！

　小野原さんがまるで近い未来のようにサラッと笑顔で言うので、顔が熱くなるのを感じた。それを悟られないように、残りのケーキを楽しむことに意識を集中する。そして締めくくりのコーヒーで、気分を落ち着かせた。

「今日はありがとうございました。ドライブも水族館も、とても楽しかったです」

　私は改めてお礼を言った。

「それに私、こんなに素敵な場所で食事をしたのは初めてです」

「喜んでくれてよかった。ちょっと外に出てみないか？」

　小野原さんに誘われて席を立ち、ふたりで甲板へ出ると、そこにはすでに何組かの乗客がいた。

　私は少し冷たさを含んだ潮風に、秋の気配を感じて身を縮める。

「すごくキレイ……！」

　夜の帳とばりが下りた中、私は初めて海側から見るベイエリアの夜景に、心を奪われてしまった。たくさん建ち並んでいるビルやホテルの明かり、商業施設やレジャー施設の色とりどりのネオンがキラキラと輝いている。

　まるで宝石箱のような美しさに息を呑のんだまま、私は近くの手すりからやや身を乗り出し、声も出せずにしばらく眺めていた。

　船は折り返し地点を通過し、少しずつ陸のほうへ戻りつつある。

「あまり前に出ると、危ないぞ」

　その時、私の背中全体に何か温かいものが触れた。

　気づくと小野原さんの大きな手が、私と同じように手すりに置かれている。海に向かい、背後から小野原さんに包まれているような態勢に驚いて、身体が硬直した。

「あ、あの……？」

「落ちそうで危なっかしいから」

「落ちませんよ」

「わかってる。……口実だ。もう少しで香奈との時間が終わると思ったら、急に近づきたくなった」

　もうストレートすぎて、どう答えたらいいのかわからなくなる。

「緊張してる？」

　甘さを含んだ声が、私の鼓膜を揺らす。

「当たり前、です……」

「キスまでしたのに？」

　さらに低く耳元で囁かれ、全身が震える。それと同時に、急に車の中での濃厚なキスの記憶を呼び覚まされて、心臓が波打ち、頬が紅潮していくのが自分でもわかる。

　すると小野原さんは、無言のまま固まっている私に「ごめん、困らせるつもりはなかった」と言って、身体を離した。

　緊張から解放されて少しホッとしていると、別の軽い何かが私の身体を包んだ。見ると、ネイビーのジャケットが私の肩にかけられている。小野原さんの物だ。

　慌てて振り向くと、小野原さんの優しい眼差しが私に向けられていた。

「風が強くなってきた」

「でも……」

「俺は大丈夫だ。それよりせっかく来たんだから、中からよりも外で景色を見たほうが絶対楽しい」

　小野原さんがそう言って微笑む。

　この表情を見るたびに、普段はクールな外見の下にある、彼の本質に触れられた気がする。今日だって、私のためにデートコースをいろいろ考えてくれていた。

「ありがとうございます」

　心から嬉しくて、私も笑みを返した。すると腕を強く引かれ、私は一瞬にして小野原さんに抱きしめられていた。

「いつか、香奈の笑顔も心も何もかも全部、俺のものにしたい」

　耳元をくすぐる低い声に、胸の奥をぎゅっとつかまれる。

　しばらくして小野原さんは腕を離すと、そのまま覗き込むように私に顔を近づけてきた。

「そのためにも、俺は自分の気持ちを止めるつもりはないから」

　小野原さんの熱い視線に、私は全身の自由が利かなくなったようにしばらく動けなかった。唯一、機能していたのは、再び早鐘を打ち始めた私の心臓だけだった。










まさかの朝帰り




　誰かの手が私の頭を優しく撫でている。肌に触れるシーツの柔らかい感触と、その温かい手が気持ちがよくて、まだ眠っていたい。

　……ん？　誰の手……？

　私は、重い瞼をゆっくりと持ち上げた。

「ああ、ごめん。起こしたかな」

　すぐ目の前には、優しく微笑む小野原さんの顔が。

　え？　……なんで、こんな至近距離にいるの？

　私は、視線を動かして――一気に目が覚めた。

　胸の辺りまで、薄手の毛布をかけてるけど、な、なんで……。

　なんで、ふたりとも裸なのっ!?

　私は悲鳴をあげるよりも前に、慌てて毛布を引っ張って、頭から被かぶった。

「あ、あああ、あのっ！　一体どうなって……」

「覚えてない？」

「えっ!?」

「昨夜の香奈は一段と可愛かったよ」

「ひっ!!」

　なんで、なんでなんでなんで!?　全然覚えてないっ!!　っていうか、これってやっぱり、そういうこと、なの!?

「香奈、顔を見せて」

「む、無理です!!」

　恥ずかしくて顔なんて見せられないよ！　それに、別に酔ってたわけでもないし、全然覚えてないなんて最悪だ！

「香奈……」

　小野原さんの手が毛布にかかり、グッと引っ張った。

　ダ、ダメ！　顔も裸も見られちゃう……！

「きゃあああ！」




　自分の悲鳴で、パチッと目が覚めた。

「あれ……？」

　いつもの見慣れた天井。私の部屋だ。ちゃんと部屋着も着ている。

　カーテンの隙間から日の光がこぼれていて、とっくに朝が訪れていることを示していた。

　夢、か……。

　ホッとすると同時に、顔と身体が熱くなる。

　なんてリアルな夢……。きっとあんなキスをしたからだ。これじゃ、欲求不満みたいじゃない。ああホント、恥ずかしい……。

　昨日は、船を降りたあと、マンションまで送ってもらった。

　もちろん、それ以外、何もなかった。楽しかったり暗い気持ちになったり、泣いたりホッとしたりドキドキしたりと、昨日はいろんな感情のオンパレードだったから、帰ったらどっと疲れて、シャワーを浴びたあと、すぐ寝てしまったんだっけ。

　その時、スマホが鳴った。

　一瞬、小野原さんかと思ってドキッとしたけど、画面を見ると母からだった。

「もしもし、朝早くから何？」

『朝早く、ってもう十時よ』

「え？」

　時計を見ると、母の言った通りだった。

『何、まだ寝てたの？』

「うん、まぁ」

『もう、そんなんじゃ、婚期逃すわよ』

　母が呆れたように言う。

　いや、それは関係ないでしょ。

『それより香奈、谷たに山やまのおじさん、覚えてる？』

「え？」

　谷山……タニヤマ……あっ。

「もしかして、トモくんのお父さん？」

　我が家と谷山家は、父親同士が古くからの友人で、昔は家族ぐるみの付き合いをしていた。

『トモくん』というのは谷山家の長男で、私より一歳下の谷山智とも之ゆきのこと。谷山家は隣の市にあるけどよく訪ねてきてくれて、小学生の頃はうちの妹弟たちも一緒になって遊んでいた。

　中学生になるとだんだん会う機会も減ってきて、ここ十数年間はずっとご無沙汰だったけど、親同士は今も電話やら年賀状やらで連絡を取り合っている。

『そう。智之くんのお父さんよ。なんか最近、具合が悪いみたいで、病院で検査してもらって今は自宅療養してるみたいなの』

　母の心配そうな声が聞こえてくる。

「そうだったんだ……」

　昔はよく遊んでくれて、すごく元気だったのにな。

　私も心配になってきた。

『香奈、今度の土曜日、お見舞いに行ってくれない？　うちの神社の病気平癒のお守り、昔からご利益があるって評判だから渡してほしいの。それに送るより、会って顔を見て渡したほうがこちらの気持ちが伝わるでしょ？』

「えっ、私？　お父さんとお母さんは？」

『お父さんは、この前から身体の調子崩しちゃって。お母さん、お父さんをひとりにしておけないもの』

　こないだのぎっくり腰から、今度は体調不良になってるなんて……。

「恵美か潤はどうなの？」

『恵美は仕事が入ってて、潤は大学の勉強で忙しいんですって。香奈、あなた土日は暇なんでしょ？』

『暇なんでしょ？』って、『恋人いないし、時間持てあましてるんでしょ』に聞こえる。確かにそうだけど、今は小野原さんという存在がある。まだ恋人ではないし、次の約束もしていないけど……。

　母にはちゃんと確定してから、小野原さんのことを言おうと思った。

『ね、お願い。お父さんとお母さんの代わりに行ってきてくれない？　何も午前中から行って、って言ってるわけじゃないのよ。夕方あちらに着く感じでいいから』

　夕方？　そんなに遅くていいの？

「でも、何年かぶりに会う私なんかが行っても、喜んでくれるのかな？」

　不安そうに言うと、母の明るい声が返ってきた。

『もちろんよ。谷山さんご夫妻は昔から香奈のこと、実の娘みたいに可愛がってくれてたから』

　それは事実で、とても温かい人柄なのはよくわかっているけど。

「だけど」

　渋っていると、母は私の意見も聞かずに言った。

『お見舞いの品、香奈に買ってきてもらうのは悪いと思って、こっちで用意してるから、今から香奈の住所に宅配便で送るわね』

　母の強引さに、私は驚いた。

「ちょ、ちょっと勝手に――」

『それから、お見合い相手の写真も送っておくから』

「それは、いらないから！　お見舞いの品だけ送っといて！」

　私は早口で言うと、急いで電話を切った。

　お母さん、お見合いの件、まだ諦めてなかったんだ……。

　それよりも、結果として自分からお見舞いに行くことを承諾してしまったけど、まあいいか。私が行って喜んでくれるかどうかわからないけど、昔とてもお世話になったから、代理としてちゃんと行ってこよう。

　私はベッドから下りて、カーテンを開けた。

　太陽の光が、部屋いっぱいに差し込む。

　私は大きく伸びをすると、早速カレンダーに予定を書き込んだ。




「えー、永沢さん、今週の金曜日の飲み会、行かないんですか？　出欠取るの、今日までですよ。迷ってるなら行きましょうよ」

　月曜日の昼休み。

　パスタ専門店で、私の前の席に座っていたギャルっぽい女子社員が、ストローでオレンジジュースをかき混ぜながら尋ねてきた。彼女は同じ部署の森もりさん。派手な見た目から最初は取っつきにくい印象だったけど、話してみると結構、真面目でしっかりした女の子だった。

「森ちゃん、行く行かないは個人の自由でしょ」

　そう言ったのは、同じテーブルを囲っている鈴すず木きさんという女の子。長い黒髪をひとつに束ね、お化粧も控え目な彼女と、イケイケの森さんの外見は正反対だけど、ふたりは同期で仲がいいらしい。

　先日の机の配置替えで、たまたま近くの席になった彼女たちと話す機会も多くなり、そこに笹倉さんも加わって、最近ではよく四人で昼休みを過ごしている。

「行かないと決めたわけじゃないんですけど、私、飲み会ってちょっと苦手で……」

　年上の笹倉さんにはもちろんだけど、二十五歳のふたりにも敬語を使ってしまうのは、彼女たちのほうがこの会社での勤続年数が長いからだ。

「あー、また敬語になってるぅ。永沢さん、タメ口でいいっスよ、タメ口で。ね、鈴ちゃん？」

　同意を求めるように、森さんは鈴木さんのほうを向いた。

「そうですよ、永沢さん。私たちのほうが年下ですから。それと、森ちゃんは言い方軽すぎ」

　そう、鈴木さんがツッコむ。ふたりともいい人だ。

「うちの部署、営業部みたいに頻繁に飲み会とかがないから、行ってみない？　永沢さん、初めてよね？」

　パスタをフォークでクルクルと巻きながら、笹倉さんが尋ねる。

　そう。この会社に再就職して、約七ヶ月。それまで何度か飲み会はあったけど、私はいつも欠席していた。理由は、まだ親しくもない男性と何を話していいかわからなかったから。うちの部署は女子の数が少ないし、男性の隣の席になるのは確実だ。

「笹倉さんは行かれるんですか？」

「うん、私も今回、行けることになったわ」

「でも、お子さんは？」

「その日は私の親が面倒見てくれることになって。旦那も、久々に羽伸ばしてこい、って言ってくれたから」

　笹倉さんがニッコリと嬉しそうに笑う。

「いい旦那さんですよね～。私も結婚するなら、理解がある人がいいです～」と、うっとりしながら森さんが目を細めた。

　そっか、笹倉さんが行くなら心強いし、私も行こうかな。

「じゃ……私も行きます」と私が言うと、森さんは「ホントに!?　やったぁ。じゃあ私、幹事の人に伝えますね！」と、目を輝かせた。

　鈴木さんも、「永沢さんとゆっくり話してみたかったんです」と喜んでくれた。

「あら、永沢さんと話したがってるのは、鈴木さんだけじゃないかもよ。男子社員も永沢さんの隣、狙ってたりして」

　笹倉さんは微笑みながらそう言ったけど、これは冗談よね。

　それはさて置き、いつもいつも欠席していたら『協調性のないヤツ』と周りから思われかねない。ここの人間関係にもだいぶ慣れてきたし、これも仕事のうちと割り切って初めて参加することにした。




【今週金曜日、業務部の飲み会に行ってきます】

　会社帰りに、小野原さんに一応メールしておいた。

【気をつけて。無理をしないように。もし、何かあったら呼んでくれ。俺も飲み会に顔を出すから】

　しばらくして、本気のような冗談の返事が来た。

　そんなハメを外すようなことしないから……。それに、呼んだら確実に大騒ぎになりますよ。

　心の中でツッコみつつも、気にかけてくれることが嬉しかった。

　そういえば、営業部はうちの部署より飲み会の数が多いって聞いたけど、小野原さんも、そういう席に行くのかな？

　いつもクールな人が、大勢で飲んでいる姿が想像できない。

　お酒、強いのかな？　普段、誰と飲んでるんだろう。タバコを吸わないことは知ってるけど。まだまだ知らないことだらけだ。




　金曜日の飲み会は、午後六時半スタートだった。場所は会社の最寄り駅から少し離れた、大衆向けの和風居酒屋。

　私は残業で遅くなり、着いたのは七時頃。

　店内に入ると、週末のサラリーマンたちでテーブルは埋うめ尽くされていた。席の間を縫ぬって進み、案内された奥の座敷のふすまを開けると、すでに二十五人ほど集まっていた。

「永沢さん、こっちですよ」

　鈴木さんが手を振ってくれた。隣の席を確保してくれていたみたい。靴を脱いで座敷に上がり、私は周りの人たちに会え釈しゃくしながら、鈴木さんの隣に腰を下ろす。

「ごめんなさい、遅くなって」

「いいんですよ、そんなの。まだ何人か遅れて来るみたいですから。それより、何飲みます？」

「じゃあ、カシスオレンジで……」

　ビールは苦く感じるのであまり得意じゃないけれど、柑かん橘きつ系のお酒なら飲める。

　何人かはお酒が進みすぎて、早くも顔が赤くなっていた。笹倉さんと森さんは離れた場所に座っていたけど、それぞれのテーブルで何か盛り上がっている。

「それが聞いてくださいよ」と、鈴木さんもお酒が入るにつれて酔って頬を赤らめ、口数が多くなっていった。

　彼女は一見大人しく見えるけど、実に話し上手なことに今気づいた。

　周囲の皆も、彼女の話術に引き込まれるように聞いている。

　すごいなぁ……。私も勉強しないと。それに楽しいし、今日来てよかった。

　それからは席の近い人と話したり、空腹を満たしたり、明るくも和やかな時が過ぎていった。




「永沢さん、隣いい？」

　飲み会が始まって一時間ほど経過した頃。

　ある人物が近づいてきた。横を見上げると、すぐそばにひとりの男性が立っていた。

「あ、久く保ぼ田たさん」

　もう宴会も半ばに差しかかると、皆、最初に決めた席から離れて、思い思い自由に座っている。

　鈴木さんとは反対隣にいた人は、すでにどこかに消えていて、席がポッカリと空いていた。

　私に声をかけてきたその男性、久保田さんとは職場では仕事の用件で話をしたことがあるくらい。確か私よりもふたつ年上で、少し軽い印象はあるけど愛想はいいし、物腰も柔らかくて誰とでも仲良くなれるタイプだ。

「あ、はい、どうぞ」

　まだ誰かに自分から話しかけることに躊ちゅう躇ちょしてしまう私は、こういう寂しくなりがちな〝自由時間〟に人から声をかけてもらえるのは、とてもありがたい。

「ありがとう」

　久保田さんは私の隣に座った。

「永沢さん、飲み会初めてだよね？　楽しんでる？」

　人懐こそうな笑みを浮かべながら、久保田さんが尋ねてきた。

「はい、とても。来てよかったです」

「俺も、永沢さんが来てくれてよかったよ」

「え？」

　聞き返したけど、久保田さんはそれには答えず、急に距離を縮めてきたので、互いの肩と肩が触れ合った。

「久保田さーん、お酒の力を借りて女子社員を口説くの、やめてもらえます？」

　横から、鈴木さんがひょこっと顔を出す。

「はは、厳しいな、鈴木さんは」

　久保田さんは、困ったように笑った。

　口説く？　……まさかね。

「ところで永沢さん、付き合ってる人いるの？」

「ブッ」

　いきなりの質問に、私は口に含んだお酒を吐き出しそうになった。……いや、少し吐いちゃったよ。

　さりげなく、自分のおしぼりで拭いた。

「ほらー、久保田さん、やっぱりそうじゃないですか」

　鈴木さんは聞き逃さない。少し冷めた視線を久保田さんに向けている。

「聞いただけだよ」

　久保田さんはバツが悪そうに言った。

「聞いただけ？　うわっ、セクハラ」

「もし、そうだとしても、鈴木さんは口説かないから安心して」

「ありがとうございます。とーっても嬉しいです」

　鈴木さんは、嫌味なほどニッコリ笑顔を見せる。

　このふたりは犬猿の仲なの？　見えない火花が散ってるような……そして、それに挟まれた私はどうしたら……。

「永沢さん、彼氏いるならはっきり言ってやったほうがいいですよ！」

　鈴木さんの言葉に、小野原さんの顔が頭に浮かぶ。

　なんて表現したらいいのかな……。

「まだ付き合ってはいないんですけど……」

「ほら、やっぱりいるんですね!?　どんな人なんですか？」

　鈴木さんが、キラキラした目で聞いてくる。

　さっきまでとは違うその様子が可愛くて、つい答えてしまった。

「えっと……冷たそうな外見とは違って本当は優しくて、強くて、安心できて……」

　……そして、あなたたちもご存知の方です。

「残念でしたね、久保田さん！」

　なぜか勝ち誇ったように、鈴木さんが言う。

「でも、まだ恋人じゃないんだよね？」

　久保田さんが、念を押すように尋ねてきた。

「はぁ～、その無意味な前向き思考が健気で、とても憐れです」

「うるさいぞ、鈴木」

　また、ふたりの間で火花が散ってる……。

　すると、久保田さんは「じゃ、また来るよ」と小声で言うと、席を離れていった。

「はぁ……あの人、この前、会社でも『永沢さん、彼氏いないのか？』って聞いてきたんですよ」

　鈴木さんがため息をつきながら言った。

「え、そうだったんですか!?」

「はい。『知らないので自分で聞いてください』って答えたんですけどね。まさか本気で聞いてくるとは思いませんでした」

「いやいや、本気じゃないですよ、絶対。ただの興味本位ですって」

　私は笑いながら、手をヒラヒラと振った。

　だって、もっと若くて可愛い子がほかにもいるんだから、わざわざ私なんかに近づいてくる理由がわからないし。

　私は席を立って、トイレへ向かった。

「顔、少し赤くなってるわよ。大丈夫？」

　店のトイレでばったり出くわした笹倉さんに言われて、私は慌てて鏡を見た。

　……ホントだ、頬がちょっと赤い。

「こんなに大勢で飲むのが久しぶりで楽しくて、ついお酒が進んじゃったみたいです」

「そっか。楽しんでるならよかった。でも、そろそろお開きだと思うから、もう酔いは覚ましとかないとね。こういう時、若い子は誘われやすいから」

「大丈夫ですよ。全然若くなんかないですから」

「何言ってんの。私から見たら充分若いわよ」

　笹倉さんが笑いながら、私を肘でつつく。

「あ、すみません……」

「もう、謝んないでよ。余計ヘコむから」

　そう談笑しながら、ふたりでトイレを出ようとした時。

　ドアの向こうの通路から、誰かが話す声が聞こえてきた。

「お前、さっき永沢さん口説こうとしてただろ？」

　……え、私？

　自分の名前が出たことに驚いて、ドアの取っ手にかけていた手を離す。

「久保田のタイプだったっけ？」

　隣接する男子トイレの前の通路で話しているのは、どうやら久保田さんと同僚の誰からしい。

　案の定、久保田さんの声も聞こえてきた。

「特にタイプとかじゃないけど、なんか前に比べると最近、話しやすくなったと思ってさ」

『タイプじゃない』……ええ、そうでしょうね。

「だって、俺ももう三み十そ路じだろ？　そろさろ真剣に相手探さないと、これから先、ずっとひとりかもしれないと思ったら焦ってきてさ。合コン行っても、若い女の子に年上すぎて重い、とか避けられそうだし、出会いの場って、もう職場しかねーじゃん」

「ほかの部署にもいるだろ？」

「営業事務の子は、ほとんど誰かと付き合ってるか、小野原部長に惚ほれてるもんな。見込みねぇよ」

　ここで、小野原さんの名前を聞くとは思わなかった。

　っていうか、こんな所でそんな話する？　酔ってて正しい判断ができなくなっているのか、それとも店内が騒がしいので、誰にも聞かれる心配はないと思っているのか。

「だから、とりあえず声かけたのか？」

「ああ。彼女も三十前で絶対結婚とか意識してると思うし、真面目で男慣れしてなさそうだから案外押したら落ちるかもな、って……。まぁ、可もなく不可もなく、ってとこだな」

　笑いが交ざったような、久保田さんの軽い声が聞こえてくる。

『可もなく不可もなく』……つまり、普通ということか。それに、〝簡単な女〟と思われている。自分に特別な価値があるとは、これまで思ったことはないけど、そこまで言われるとやっぱり虚むなしい。それに、私みたいな女はこの歳になると、お手頃な扱いになるのか。

　それにしても、出るタイミング失った……。

　今の話を聞いて、「あ、お疲れさまでーす」と、何げない顔を作れるほどのメンタルを、私は持っていない。

　通路の突き当たりに女子トイレ、その手前に男子トイレがあるから、どのみち彼らの横を通らないと自分の席に戻れない。

　仕方ない、彼らが立ち去るのを待つしかないか……。

　私がドアの前で立ち尽くしていると――。

「じゃ、私、先に戻るね」

　背後から聞こえてきた笹倉さんの声に、ハッと我に返った。自分がドアの真ん前にいることを忘れていた。

「すみませんでした」と、私が身体を避よけると、笹倉さんは私の横をすり抜けてドアを開けて出ていってしまった。

　あ……今の話、笹倉さんにも聞かれてたよね。きっと、私にどう言ったらいいかわからなくて、先に行っちゃったんだな。

　その時。

「ちょっと、どいて！　邪魔！　通路塞ぐんじゃないよ！」

　今まで聞いたことのない、笹倉さんの鋭い声が響いてきた。驚いた私はそっとドアを開けて、その数センチの隙間から外の様子を窺う。

　その厳しい声に、久保田さんと同僚の男性も驚いたようで、サッと道を開けていた。

　笹倉さんはその真ん中を堂々と進むと途中で立ち止まり、くるりと踵を返して彼らのほうを向く。

「それから、久保田さん」

　笹倉さんの鋭い視線といつもより低い声に、久保田さんは背筋を伸ばした。

「は、はいっ」

「人のこと、とやかく言う余裕があるなら、今日飲んでたピッチと同じくらいの速さで、月曜から仕事しな」

　久保田さんがハッとして、表情を強こわ張ばらせた。息を呑む音も聞こえてきそうだ。

「いつまでも突っ立ってないで、行くよ」

　男性ふたりはバツが悪そうに背中を丸め、笹倉さんのあとに続くようにしてその場からいなくなった。

　あれが、お局つぼねパワー……。いつも温厚な笹倉さんがあんな厳しい態度を取るなんて。見かけによらず、怒らせたら怖い人かも。

　でも彼女が、私が出やすいようにわざとそうしてくれたことはすぐにわかった。去っていく笹倉さんの背中が、とてもカッコよく見えた。

　しばらくして席に戻ると、もう皆帰り支度をしていた。私のいない間にお開きになっていたらしい。

　外に出ると、「カラオケ行く人～」や「二次会行こー」などの声が飛び交っている。

「永沢さん、これからどうするんですか？」

　森さんが尋ねてきた。

「カラオケ行こう、ってことになってるんですけど、行きません？　笹倉さんはさすがに帰るみたいですけど」

　そうだよね、旦那さんと子供さん、待ってるもんね。

　カラオケに行く集団の中に、久保田さんの姿が見えた。あの会話を聞いた直後に、一緒の空間で楽しめる自信はない。

「ごめんなさい。私、用事があるから帰ります」

　何かあったのかと悟られないように、私は作り笑いを浮かべて誘いを断った。

「えー、そうなんですかぁ？」

　森さんは残念そうに、細い眉を下げる。

「また今度、必ず」

「じゃ、約束ですよ～」

　そうして、各自解散となった。

　私はひとり駅へ向かう。頭が少しボーッとする。

　帰りにちゃんとお店でお水もらえばよかった。

　そう思いつつ、しっかり気を持って、駅に着くと電車に乗り込んだ。

　小野原さんも……私を簡単な女だと思ってるのかな？　男慣れしてない、お手頃な女、と。

　酔いのせいか、感情が不安定になる。

　……はぁ、今は何も考えたくない。早く帰って眠りたい。二十分の乗車時間がいつもよりやけに長く感じる。

　電車の揺れでついうとうとしていたけど、最寄り駅到着のアナウンスが耳に入り、なんとか寝過ごさなくて済んだ。

「寒っ」

　改札を抜けると、急に風が吹きつけてきた。秋の訪れが深まるにつれ、夜風もここ最近、グッと冷たさを増している。

　私は足を前に踏み出して、自分の様子がおかしいことに気づいた。

　地面が揺れてる……視界も少し回ってるような……。

　そんなに飲んだ覚えはないけど、連日残業で疲れてたせいで、今頃酔いが回ってきたのかもしれない。

　寒いし頭痛いし、気持ち悪い……。早く帰らなきゃ。

　ところが、数歩進んだところで足元がふらついた。あ、身体がよろめきそう……なんて、どこか他ひ人と事ごとみたいに感じていた時。

　誰かに肩を抱き止められた。

「あ、すみません」

　顔を上げようとしたけど、身体が言うことを聞かない。

　私を抱き止めた誰かも、私から手を離そうとしない。普段なら、「変質者!?」と叫んでしまいそうな状況なのに。

　……なんだろう、この手。温かい……眠く……なりそう……。




　私は、うっすらと目を開けた。

　カーテンの向こうは白い光に包まれている。

　……もう、朝？

　自分がベッドに横になっているのはわかった。でもどうやって帰ってきたのか、全く記憶がない。

　今、何時……？

　私は腕を伸ばして、目覚まし時計を取ろうとした。が、いつも枕元に置いてあるそれは、今日に限って定位置にない。

　床に落としたかな。

　起き上がろうとして、自分の格好に気づいた。キャミソールと下着だけ。

　あーあ、きっと記憶のないまま、脱いでしまったんだ。

　私はゆっくりと上体を起こした。昨日に比べたら頭痛も残っていないし、気持ち悪さもない。

　広いベッドで、ぐっすり眠れたからかな。ん？　広いベッド……？

　私はハッとした。

　私のベッド、こんなに広くない！

　そして部屋を見渡して、眠気が猛スピードで消し飛んだ。

　ここ……私の部屋じゃない!!

　飾り気のない空間の中、見えるのは白い壁と同系色のクローゼットの扉、本棚。黒いサイドテーブルと椅子。

　明らかに男の人の部屋だ。そして、私の今の格好。

　全身から、サーッと血の気が引いた。

　もしかして……誰かに〝お持ち帰り〟されたの!?　と、とりあえず、この格好をなんとかしなきゃ！

　慌てて、自分の服を探す。

　ブラウスとスカートとストッキングは、床に落ちていた。

　急いで拾い上げて身につけると、部屋のドアをそっと開ける。

　そこは廊下だった。右手に玄関ホール。左手には、おそらくリビングに続くであろうドア。マンションの造りだ。

　……ここ、知ってる気がする。

　マンションの内装なんてどこも似たり寄ったりだから、ただそう錯覚しただけかもしれない。でも、どうしても確かめたくてリビングのドアを開けた。

　広々とした開放的な空間が広がっている。

　私は、ゆっくりとリビングに足を踏み入れた。

　白とグレーを基調とした家具。テレビボードの棚のほうに近づき、見覚えのある実用書と英語の本が並んでいるのを確認した。そして横の白いソファは、柔らかくて座り心地がいいはず……。

　以前、ここに来たことがある。

「ここ、小野原さんの家……」

「その通り」

　急に後ろから声がして、心臓が飛び出そうになる。

　振り返ると、そこには眼鏡をかけた小野原さんが立っていた。今日は薄手の黒いカットソーとベージュのチノパンという、この前家に招かれた時と同じようなラフな服装だ。それでも、充分カッコいいことに変わりはない。

　小野原さんの背後のダイニングテーブルの上に、マグカップと新聞が置いてあるのが見えた。きっと小野原さんはここに座ってたんだと思うけど、私はボーッとしたままテレビのほうに近づいたから、彼がいることに気がつかなかったんだ。

「体調はどう？」

　小野原さんは、心配そうに私の顔を見つめた。

「はい、大丈夫です……それより」

　私は意を決して、尋ねた。

「あの、私、昨日……どうなって……」

「覚えてない？」

「はい」

「昨日の香奈は可愛かったな」

　思い出すように小野原さんは呟いた。口元が微かに笑っている。

　ええ!?　何これっ！　正夢……!?　落ち着いて。改めて確認しますよ。

　酔って、記憶がない。目が覚めたら、男の部屋。そして、キャミソールと下着しか着ていなかった。

　……ヒィッ！　その要素が、ちゃんと揃ってる!!

　私は、その場にガックリと膝をついた。全然覚えてない。最悪……。

「ご、ごめんなさい」

　私、ちゃんとしてたかな？　変じゃなかったかな……？

　って、なんの心配してるの!?　ちゃんと、って、何!?　そもそも、その行為自体が変なんだから、何をもって変だと……いやいや、今それ別に重要じゃないから！

　とにかく、頭の中がパニック状態。

「香奈」

　なので、小野原さんが私を呼んだのはわかっていたけど、それどころではなかった。

　多分小さくなりながら、どうしようどうしよう、と念仏のように唱えていたに違いない。

「香奈」

　小野原さんは、私と目線を合わせるようにしゃがみ込むと、再び名前を呼んだ。

　見られるのが恥ずかしい私は、うつむくと両手で顔を覆った。

「誤解を招くような言い方して、悪かった。俺が可愛いと言ったのは、香奈の寝顔だ。それ以外は見てない」

　え……？

　私は顔を上げた。

「ちゃんと説明するから、こっちに来てくれないか？」

　小野原さんは私の手を取り立ち上がらせると、ソファに座らせ、自分も私の横に腰を下ろした。

「昨日、帰りに香奈の家の最寄り駅で待ってた。少し心配だったから」

　小野原さんが優しい手つきで、私の頭をそっと撫でた。

「……心配？」

「飲み会初めてだと言ってたし、日々の残業で疲れてる身体に、アルコールはよく浸透するからな。ちゃんと帰れるか心配だった。無事に帰ったのを見届けたら、俺も何も言わずに帰ろうと思ってたんだけど……」

　私は昨日の記憶の糸を、一生懸命たぐり寄せた。

「……あの時、倒れそうになった私を支えてくれたのは、小野原さん？」

「ああ」

　そうだったんだ。あの手が温かいと感じたのは、小野原さんだったから……。

「香奈のマンションに連れて帰ろうとしたんだけど、部屋の番号がわからない。いくら呼んでも起きないしな。だからタクシーに乗せて、俺の部屋に連れてきた。香奈をベッドに寝かせたあと、俺は寝室に一歩も入っていない」

　小野原さんは小さく息を吐き出すと、なぜか私から一瞬目を逸らしたが、すぐに視線をもとに戻した。

「私、その時……服装どうでした？」

「服？　ああ、『暑い』と言ってたから、ジャケットだけ脱がせた」

「そう……ですか」

　じゃあ、そのあとまた暑くなって、自分で脱いだってことか。もし、小野原さんが脱がせてくれていたとしたら、あんな脱ぎ散らかした状態じゃなく、おそらくちゃんと椅子かどこかに置いてくれていたと思う。

　ともかく、今の状況がわかってホッとした。

「理解できたか？」

「はい。私、てっきり……」

「俺に抱かれたかもしれない、って想像した？」

　小野原さんの目が、いたずらっぽく笑っている。

「なっ、してま……っ」

『してません』と言おうとしたけど、さっきの取り乱しようからしてバレバレだ。

　代わりに、蒸気が噴き出すように顔が熱くなるのがわかった。顔を背そむけて宙に目を泳がせる。でも、すぐにハッとした。

「じゃあ昨日、小野原さんはどこで寝たんですか？」

「ん？　ああ、ここ」

　小野原さんは今、座っているソファを指差した。

　このソファは幅も広いけど、長身の小野原さんが横になれば確実に身体がはみ出てしまう。それじゃ、あまり睡眠が取れなかったんじゃ……。

「すみません、私がベッドを占領してしまったせいで、眠れなかったんじゃないですか？」

「俺はどこでも寝られるから、気にするな」

「そうだとしても申し訳ないです。それに、助けてくださって本当にありがとうございました」

　私は頭を下げる。

　あの時、小野原さんが来てくれなかったら、どうなっていたかわからない。全然知らない人に、危険な目に遭わされていたかもしれない。

「小野原さんで安心しました」

「そうか……」

　小野原さんが優しい眼差しで私を見た。

「はい。小野原さんじゃなかったら、どんな目に遭ってたか……」

「そう言われると、なんか複雑だな」

　小野原さんは少し真顔になった。

「警戒させたくはないが、安全な男だと思われるのも複雑だ。正直言うと、寝不足なんだぞ」

「あ、ごめんなさい。やっぱりソファだから……」

「違う。……なんで俺が眠れなかったのか、本当の理由を教えようか」

　彼は問題を投げかけるように、私の表情を窺いながら言う。

「え？」

「寝室のドアを開けたい衝動と戦ってたからだ。開けて、香奈が俺のベッドで寝てるのを見てしまったら……理性を保てるか自信がなかったから」

「えっ！」

　なんて、爆弾発言。でも、開けられなくて、助かった……。私、あられもない姿だったし。

「意識のない女性を、無理に抱くような趣味はないけどな。でも、今はどうだろうか」

　小野原さんが口角を上げた。その言葉の意味がわからず首を傾げると、小野原さんは困ったような表情を浮かべて、ため息をついた。

　それとほぼ同時に肩を抱き寄せられ、互いの顔が近づく。

「えっと……小野原さん？」

「俺が安全な男だと本気で思ってる？　そんな無防備な表情をされたら、俺の頭がどうにかなってしまう」

　顔を覗き込むようにして、熱い視線で見つめられる。

　えっ!?　……何、何？

「今、ここには俺と香奈しかいないんだぞ」

　そうだ、この前は朱音さんがいた。でも、今は……小野原さんとふたりきり。

　私はさっきの発言の真意を理解した。

　つまり……起きて意識のある私には何かしちゃう、ってこと!?

「あ、あのっ……」

「香奈」

「は、はいっ！」

「キスしたい」

「えっ!?」

　瞳の奥を覗き込むようにまっすぐ見つめられ、胸の鼓動が激しくなる。

「そんなに見ないでください」

　昨日そのまま寝ちゃったから、メイクも取れかかってて、肌がボロボロになってるはず！

「でも香奈が嫌なら、しないから」

　……ズルい。

　そんな熱い視線でじっと見られて、断れるわけがない。

　この前の、キスの感触が蘇る。あの時みたいに、何も言わずに強引にしてくれたらいいのに。私に、判断をゆだねないで……。

　小野原さんが、そっと眼鏡を外した。

　その何げない仕し草ぐさにさえ、男の色気を感じてしまう私は、きっと……どうかしてる。

「……キス、だけなら……」

　目を逸らせない私は、代わりにぎゅっと目を閉じた。

『これはひと晩泊めてくれたから、彼の要求を聞き入れているだけよ……そうよ、それだけのこと』と、自分に言い聞かせながら。

　瞼の向こうで、小野原さんが微笑んだ気がした。

　唇に、柔らかい感触が落ちてくる。優しく舌を絡められ、吸われる。

「んっ……」

　以前は何も考えられなくなるくらい、激しい感じのキスだったけど……こんな風に、何か優しく食べられているみたいなのも……気持ちいいな。

　そう思いながら徐々に身体から力が抜けていくのを感じていると、小野原さんは今度は私の首筋に唇を移動した。チュッと軽く吸われ、全身がゾクリとする。

「ひゃっ……！」

　突然の感覚に、思わず変な声が漏れた。

「えっ、ちょっと、小野原さん!?」

「何？」

「何って、キスだけじゃなかったんですか？」

「これもキスだけど？」

「ええっ!?」

　小野原さんはクスッと笑った。

　そこでしゃべらないで！　くすぐったいから！

「大丈夫、跡はつけないから」

「そういう問題じゃ……ないですっ」

「もう少しだけ、香奈を感じていたい」

「そんな……」

　ダメだとわかっているのに、身体に力が入らず抵抗できない。それは私自身、どこかで『この先』を期待してしまっているから……。

　でも、その一方で私の理性が警鐘を鳴らす。小野原さんとは付き合っていないし、今はまだ会社の上司だ。このまま流されてしまいたい感情と、歯止めをかける理性とが私の中でない交ぜになり、思考が混乱する。

　だけど、まだこの時はかろうじて理性のほうが勝っていた。

　……何か、やめてもらう理由を見つけなきゃ……用事があるから、とか。用事……よう、じ……。

　あっ！

　私は大事なことを思い出し、小野原さんの肩をグッと押した。

「ダ、ダメです……私、このあと用事があって！」

「用事？」

「本当なんです！　午後から、お見舞いに行かないといけなくて……」

「お見舞いに？」

「はい、昔、お世話になった方なんですけど、両親が行けなくなってしまったので、私が代理で行くことになったんです。だから、もう帰って準備しないと……そういえば今、何時ですか？」

　小野原さんはようやく私から離れた。

　見回すと、テレビボードの上の時計の針は、午前九時を少し回ったところだった。

　小野原さんは眼鏡をかけ直して、小さく息を吐き出した。

「すまない、暴走して。怖がらせたな」

「い、いえ……」

　触れられた部分が、まだ熱を持っている。

「怖くはありません……小野原さんだから。ただ、ちょっとびっくりして」

　私がそう言うと、小野原さんは少し驚いたような顔をしたけど、すぐにスッと目を細めた。

「俺だから怖くない、か……。そんな可愛いことを言われたら、次は止まれる自信がないな」

「うっ」

　しまった、余計なこと言っちゃった……。

「とりあえず、コーヒーでも淹れるよ。それぐらいの時間はあるか？」

「はい。あ、手伝います」

　私はキッチンに向かう小野原さんに続いた。










踏み出す一歩




　それから小野原さんに車で送ってもらい、自宅マンションに戻った。結局、最後まで迷惑をかけてしまった。玄関ドアを閉めてひとりきりになった途端に、今さらながら恥ずかしさが込み上げてくる。

　あの時、あの人の魅力に……流されてもいいと思ってしまった。

　それに、『小野原さんなら怖くない』なんて言っちゃったし。『次からは抵抗しません』って言っちゃったようなもんでしょ……もう、天然を通り越してただのバカだ。

　浴室へ向かい、服を脱ぎ捨て、シャワーを浴びる。

　鏡に自分の姿が映っている。宣言通り、首筋には何も跡はついていない。でも、その上を走った熱の感覚は肌にまだ残っている。

　思い出すと身体の芯が熱くなりそうで、慌ててシャワーの温度を低めに設定し、ぬるま湯を頭から被った。




　電車に揺られること、約二十五分。それからバスに乗り換え、懐かしさを感じる町で下車した。

　数分、閑静な住宅街を歩き、二階建ての和風の一軒家に到着した。

　表には『谷山』の表札。

　腕時計で時間を確認すると、午後四時過ぎ。母が指定した時刻だ。

　先日届いた母からの荷物の中に、お見舞い品とお守り以外の物は入っていなかった。母に私の思いは通じたのか、お見合い写真らしき物は見当たらなくて、とりあえずホッとする。

　谷山家の人たちと最後に会って、十数年は経っている。すぐに私だと認識してもらえるかな……。

　少し緊張しながら、私はインターホンを鳴らした。

「はーい」という声とともに、ひとりの中年女性が出てきた。

「まあ、香奈ちゃん！　いらっしゃい！」

　ニコニコ顔で出迎えてくれたのは、谷山家の奥さんだ。おばさんの相変わらず人懐こそうな笑顔に、緊張の糸が解ける。

「お久しぶりです」

　私も頭を下げた。

「さあ、どうぞ、入って」

「お邪魔します」

　案内されたのは、八畳ほどの和室だった。

「あなた、香奈ちゃんが来てくれましたよ」

　おばさんが、先に和室の中に向かって声をかける。

「やあ、香奈ちゃん、久しぶりだね」

　和室の中央にテーブルがあり、その周りに置かれている座ざ布ぶ団とんに座っていたのは白髪交じりの男性だった。

　おばさんは、「お茶の用意をしてくるわね」と、台所へ向かっていった。

「ご無ぶ沙さ汰たしております」

「香奈ちゃん、会わなくなってずいぶん経つけど、キレイになったね。そりゃ、おじさんも年取るわけだ。ほら、そんな所に立ってないで、こっちにおいで」

　谷山のおじさんは、そう言って笑う。顔の皺しわは少し深くなったけど、笑顔は昔のままだ。

　私はそっと入室すると、おじさんの近くに正座した。

「あの、これ、ほんの心ばかりですが……」

　私は母から預かったお見舞い品を紙袋から出して、正面を向けて渡した。包装紙でくるまれているので中身が何かはわからないけど、そんなに重くなかったし、おそらく和菓子だと思う。

「それから、うちの神社のお守りも預かってきました」

「ありがとう。気を遣ってもらって悪いね」

　続いてお守りの入った小さな白い包みも差し出すと、おじさんはありがたそうに両手で受け取った。

「いいえ、それより、お身体の具合はいかがですか？」

　私は静かに尋ねた。思っていたより元気そうに見えるけど、私が来ることで無理をさせていたら申し訳ない。

「ああ、風邪をこじらせてね、肺炎になりかけたんだけど、もうだいぶよくなったよ」

　そう言いながら笑うおじさんの自然な様子に、私も安堵して笑顔になる。

「そうだったんですか……でも、お顔の色がいいので安心しました」

「わざわざ来てもらってありがとうね。智之に香奈ちゃんを迎えに行かせようと思ったんだが、急に仕事が入ってしまってね」

「いいえ、そんなお気遣いなく」

　私は首を横に振りながら、『そうか、今日はトモくんはお仕事なんだ』と漠然と思った。

「もうすぐ智之も帰ってくると思うから。あの子、香奈ちゃんが来るのを楽しみにしてたのよ」

　おばさんがニコニコ顔で、お盆に湯呑みと茶菓子を載せて、あとから和室に入ってきた。

　お茶をいただきながら十数分ほど、おじさんの病状や回復についての話を伺っていると――。

　玄関から「ただいま」と、若い男性の声が聞こえてきた。

　廊下を進む足音がこちらに近づいてくる。やがて和室のふすまが開いて、短髪で精せい悍かんな顔立ちの背の高い青年が姿を見せた。

『……誰？』と問うより早く、その青年は私の横にやってきて、腰を下ろした。

「香奈ちゃん、久しぶり」

「え……トモくん？」

「そうだよ」とトモくん――谷山智之が爽やかな笑顔で言う。

「あ、ごめん！　一瞬、誰だかわからなくて。すごく背が伸びて、大人っぽくなってたから」

「香奈ちゃん、面白いこと言うなぁ。俺、もう大人だよ」

　トモくんは口を開けて、屈託なく笑う。

「そう……だね」

　びっくりした……。中学生のトモくんはまだ私より背が低かったから、長年会ってないうちに大きくなったのね。

「智之、早かったんだな」

　おじさんがトモくんに声をかける。

「ああ、今日は香奈ちゃんが来るって聞いていたから、急いで切り上げて帰ってきたんだ」

「智之も帰ってきたし、早めの夕飯にするから、香奈ちゃん、食べていってちょうだいね」

　おばさんが立ち上がる。

「いえ、そんなおかまいなく……」

「いやいや、香奈ちゃん、ぜひそうしていきなさい」

　おじさんにも勧められ、せっかくのご好意を無む下げにすることはできず、今回はごちそうになることにした。




　約一時間後。

　テーブルにたくさんの料理が並び、皆で手を合わせて食べ始めた。和食が中心で、どれも美味しい。ひとり暮らしなので、こうして誰かの手の込んだ料理を食べられるのが嬉しい。

　箸を進めながら、懐かしい思い出話に花が咲く。そして、お互いの家族の近況を伝え合った。

「香奈ちゃんは、今ＯＬさんだっけ？」

　トモくんが尋ねる。

「うん。転職してまだ一年経ってないんだけど、なんとかやってるよ。トモくんも、土曜日もお仕事なんて忙しいんだね」

「うん。俺、一応社長だから」

「ええっ!?」

　予想もしていなかったカミングアウトに、大きな声が出る。

「ＩＴ関係の会社を起ち上げたんだ。まあ社長といっても、社員数名の小さな会社だけど」

　トモくんは謙けん遜そんして言ったけど、堂々としていて自分の会社と仕事に誇りを持っていることがわかる。

「すごい……」

「頑張ってくれてる社員のために、土日祝日だろうと、俺がもっと頑張らないとね」

　そう言うトモくんの顔はキリッとしていて、もう少年の面影を残していなかった。

　立派に社長としての道を歩んでいるんだ……。

「こんな調子だから、智之には彼女もいなくてね。結婚もいつになることやら」

　ややお酒に酔ったおじさんが、話に入ってきた。

　療養中の飲酒は控えるようにしているらしいけど、だいぶ回復してきたから、今日は特別に少しだけ、ということでおばさんから許可が出た。

「香奈ちゃんみたいな子が、お嫁に来てくれたら嬉しいんだけどね」

「ホントねぇ」と、おばさんも微笑む。

「父さん。俺は今、仕事をもっと軌道に乗せたいんだ。結婚はその次だよ」

　トモくんは、ビールを一気に飲んで言った。

「そうですよ、おじさん。それにトモくんならすぐに素敵な人、見つかりますよ」

　私もトモくんに加勢するように発言した。

「そうか、香奈ちゃんがお嫁に来てくれたら……嬉しいと思ったんだがなぁ」

　……あれあれ、おじさん、よっぽど酔いが回っているみたい。

「香奈ちゃんのお母さんから、香奈ちゃんのお見合い相手で誰かいい人がいないか、うちの家内に相談があったんだよ」

「えっ……」

　おじさんの言葉に、箸が止まる。

「ちょっとあなた、その話はまだ内緒にしとくんだったでしょ……」

　おばさんが、横で小声で言っている。

「まあ、いいじゃないか、こうしてせっかく来てくれたんだ。それでね、じゃあうちの智之はどうか、と言ってみたところ、では一度会わせてみよう、ということになってね」

「ええっ!?」

　……何言ってくれてるの、お母さん!!　じゃあ何？　今日来たのは、単なるお見舞いじゃなくて、お見合いの前振りみたいなものなの!?　『ひとりで行ってきて』とか、何かおかしいとは思ってたけど!!　ダマされた……！

「父さん、それぐらいにしときなよ。香奈ちゃんが困ってるよ」

　トモくんがその話題を切り上げるように言った。そして、「ごめん、父さん酔ってるだけだから、気にしないで」と、申し訳なさそうに謝ってきた。

　私のように驚いている様子がないのを見ると、どうやらトモくんはこのことを知っていたようだ。

「あ、ううん、びっくりしただけ……」

　私も慌てて笑顔を作って答える。でも、内心は母に対する怒りが収まらない。急に席を立つとあからさまなので、しばらく談笑してから、「お手洗いに……」と席を外して廊下に出た。もちろん、トイレに用はない。

　私はダイニングからも台所からも一番離れた玄関付近に行くと、ポケットからスマホを取り出し、母に電話をかけた。

　数回コールしたあと、『はい、もしもし、香奈？』と、なんとも呑気な母の声が聞こえてきた。

　それですら、腹が立つ！

「ちょっと、お母さん！　聞いてないわよ！」

　大声だと周りに聞こえてしまうので、声のボリュームは抑えぎみに、でも語尾は強めに母に詰問した。

『聞いてない、って何が？』

「『何が？』じゃないわよ！　お見合い相手、トモくんだったの!?」

『ああ、それねぇ。バレちゃった？』

　母は全く悪びれる様子もなく、のんびりした口調で答えた。

　何が『バレちゃった？』よ！

　私のこめかみには多分、青筋が走っている。

「どういうことよ」

『谷山さんの奥さんが以前、知り合いの方のお見合いをお世話したことがある、って聞いたから、香奈のこともお願いしようかと思ったら、ご主人がうちの息子はどうか、って。もちろん、お見合い相手がトモくんとはっきり決まったわけじゃないのよ。とりあえず顔合わせ、ってことで』

「ちょっと、そんなこと谷山さんのところに頼まないでよ。恥ずかしいじゃない！　それにトモくんだって困っちゃうでしょ！　とにかく、この話なかったことにしてよね。お母さんからちゃんと伝えてね！」

　私はそう言い放つと、一方的に電話を切った。

　……はぁ。なんでこんなことに。

　私はため息をつくと、ダイニングに戻った。

「……あれ、おじさんとトモくんは？」

　そこには、ふたりの姿はなかった。

「ああ、お父さん、楽しくてちょっとのお酒で酔いが早く回ったみたいで潰れちゃったの。今、智之が奥の部屋に運んでいったわ。ごめんなさいね」

　おばさんが、苦笑しながら言う。

　テーブルに並べられた料理の皿や食器は、どれもほとんど空になっている。

「たくさん食べてくれて嬉しいわ。私、少しずつ片づけておくから、香奈ちゃんはゆっくりしていてね」

「いえ、そんな、私も手伝います」

　私もおばさんと一緒に片づけを始めた。台所の流し台に並んで、洗い物をする。

「うち、息子しかいないから、きっと娘がいたらこんな感じなのね」

　フフ、とおばさんが笑う。何か嬉しそうだ。

　どうしよう、私が本当に嫁に来ると思っていたら……。すごく上機嫌だし、私から『そんなつもりないんです』って言うのもなぁ。今回はお母さんが悪いんだし、あとはお母さんに任せてトモくんには私から謝っとこう……。

「父さんをちゃんと寝かせてきたよ」

　その時、トモくんが台所に顔を出した。

「あれ、香奈ちゃん、手伝ってくれてるの？」

「うん。これぐらいしかできないけど」

「もう八時半だよ。時間、大丈夫？」

「あ……本当だ」

　時計を見て、確認する。

「香奈ちゃん、遅くなるといけないから、もういいわよ。ありがとうね。智之、香奈ちゃんを送っていってあげなさい」

　おばさんの言葉に、トモくんが頷く。

「俺、酒飲んでるから車は出せないけど、バス停まで一緒に行くよ」

「え、いいよ、そんなのトモくんが帰るの遅くなっちゃうから、ここでいいよ。それに仕事で疲れてるでしょ？」

「ダメだよ。夜道は暗いから。女の子のひとり歩きは危ない」

　トモくんは真面目な顔つきで私の意見を却下すると、さっさと玄関に向かってしまった。

　私もバッグを取り、そのあとに続く。

「香奈ちゃん、また来てね。皆さんによろしくね」

　おばさんは笑顔で言ってくれたけど、どこか寂しそうだ。

「はい。お邪魔しました。ごちそうさまでした。おじさんにもよろしくお伝えください。お身体、大事になさってくださいね」

　私はおばさんにお礼を言ってから、トモくんと一緒に玄関を出た。

　街灯だけが照らす、静かな住宅街をふたりで歩く。並んでみて改めて、トモくんの背が高くなったことに驚く。

　それに、夜道は危ない、なんて女の子に対する気遣いも身についちゃって、大人になったのね……。前はあんなに子供だったのに。

「トモくん、ごめんね」

「え？　何が？」

　トモくんは歩きながら、怪訝そうに振り返る。

「お見合いのこと……うちのお母さんが変なこと言って。私は『お見合いなんかしない』って何度も言ってるんだけど、聞いてくれなくて」

「ああ、そのこと。俺でどうだろうか、って言いだしたのは父さんなんだし、香奈ちゃんが謝ることないよ」

　トモくんは笑ってくれている。

　ああ、なんていい子なの……。

「……ホントにごめん」

「いいんだよ。それを聞いて承諾したのは、俺自身だし」

　え……？

　私が横を見上げると、トモくんはすでに私を見つめていたようで、視線と視線が交わる。

　私は思わずトモくんの腕をつかんだ。

「ダメだよ、トモくん！　いくら大人たちに頼まれたからって、人生の大事な選択肢を間違えちゃ！　今は忙しくて出会いとかないかもしれないけど、まだ若いんだし、これからトモくんが大事にしたい人と出会えるよ！」

　トモくんは私を見つめたまま、呆気に取られたように口を開けていたけど、やがてククッと笑いだした。

「若いって……香奈ちゃんとひとつしか違わないのに」

「あ……そうだね……」

　オバサン発言だったかな。

「今のって、俺のちょっとした告白だったんだけどな」

　トモくんは照れ臭そうに笑った。

「告白って？」

「香奈ちゃんのそういう鈍感で純粋なところ、昔と変わってないんだな」

　そう言うとトモくんは表情から笑みを消し、真剣な顔つきでこちらをじっと見た。

　……なんの話？

「いくら親に頼まれたからって、嫌なものは嫌だと断るよ。香奈ちゃんだから、この話を受けようかと思ったんだ。俺の初恋、香奈ちゃんだったから」

「ええっ!?」

　夜の住宅街の真ん中で大きな声を出してしまい、私は慌てて口を押さえた。

「ご、ごめん……」

「俺のほうこそ、驚かせて。……気づいていなかった？」

「うん、全然……」

「だろうね。香奈ちゃんが俺のこと、弟みたいに思ってくれてたのは知ってたよ。でも、その頃は勇気がなくてなかなか言えなかった」

　トモくんがこちらをあまりにもじっと見つめてくるので、私は気持ちが落ち着かず、なんとなく視線を逸らしてしまった。

　しばらくふたりとも無言で歩く。

　こんな時、何を話していいかわからない。さすがに、今でも私が好きってことはないよね……。あれから何年も経ってるし、私はともかく、トモくんはいろんな出会いがあったと思うから。

　歩くことおよそ五分、やがて大通りが見えてなんとなくホッとした。

　バス停には誰もいない。

　時刻表で次のバスを確認していると、後ろに立つトモくんが言った。

「香奈ちゃん……今度、ふたりで食事にでも行かない？」

「え？」

　私は後方を振り返る。

「せっかく再会できたし、今日は親がいてゆっくり話せなかったから」

　トモくんは、口元に笑みを浮かべている。

　……〝ふたりで〟ってことは、デートの誘い？

「あ、もちろん、親に言われたからじゃないよ。俺の意志だから」

　確かに、昔のトモくんはもうひとりの弟みたいな感じだった。今もその感覚は変わらない。今後、また家族で会うかもしれないことを考慮して、幼おさな馴な染じみとしてなら、ってことで一回は食事に付き合うべき……？

　私は顔を上げた。

　トモくんの眼差しは真剣だ。

　……違う。トモくんはもう大人の男の人だ。私もちゃんと言わなきゃ。

「ごめんね。私、ふたりでは会えない」

「……そうだよな、やっぱり俺じゃなぁ」

　少し寂しそうに微笑むトモくんに、私は慌てて顔の前で手を横に振る。

「あのね、違うの、トモくんが嫌とかじゃないの。そう言ってくれるトモくんの気持ちはすごく嬉しいんだけど……」

　嬉しいのは正直な感想だ。なんせ、今までモテたことがないものですから。でも、ちゃんと説明しなきゃ、トモくんの真剣な申し出に失礼だ。

「実は同じ会社の人に付き合ってほしい、って言われてて……。カッコよくて仕事もデキて、すごい美人な彼女がいても全然おかしくない人で、なんで私なのか不思議なくらいなんだけど」

　何台もの車のヘッドライトの光が、私たちの前を通り過ぎていく。

「私ね、恥ずかしい話、ずっと元カレのことを引きずってたんだけど、その人はこんな私でも受け入れるって言ってくれて……。答えはまだ出せてないんだけど、その人の気持ちにちゃんと向き合いたいから……ほかの男の人とはふたりきりになれない」

　私はじっとトモくんの目を見て、はっきりとした口調で言った。

　トモくんは少し沈黙したあと、「そっか」と呟いた。

「香奈ちゃんを困らせるようなこと言って、ごめん」

　トモくんは私に気を遣ってくれたのか、柔和な笑顔でそう言ったけど、どことなく寂しさが漂っているようにも見えた。

「そんな、私こそ……」

「おばさんがお見合い相手を探してるくらいだから、香奈ちゃんにはいい人がいないのかと思ってた」

「ごめんね……まだ家族には言ってなくて。お母さん、私の恋がうまくいかなくなると落ち込みが激しいから」

「おばさん、相変わらず心配性なんだね」

　トモくんが笑う。

　よかった、表情がもとに戻ってる。

「包容力のある人で、よかったね」

「包容力……」

　そうか、小野原さんに抱くあの安心感は……。

「香奈ちゃんて、三人姉弟の一番上だってこともあるんだろうけど、面倒見がよくて、昔から思ったことも言わずに周りに合わせてるような感じがしてたから、心配してたんだ」

　そういえば、小野原さんからも『もっと俺を頼れ』って言われたな……。

「だから、俺だったら香奈ちゃんがワガママを言っても、受け止められる男になれる、って思ったんだけどな。……でも、今の話聞いてわかったよ。香奈ちゃんの中では、もう答えが出てるんだね」

　穏やかな表情で、私を見つめながら言うトモくんを、私は思わず目を丸くして見上げた。

「え？」

「だって、『ほかの男の人とはふたりきりになれない』って、その人のことが大事じゃなかったら、そんなこと思わないはずだよ」

　私はなんて答えていいかわからず、黙ってしまった。

　その時、ちょうどバスが来た。

「じゃあ、香奈ちゃん、元気でね」

　トモくんが明るい声で言う。

「……うん、トモくんも仕事、頑張ってね。今日はいろいろありがとう。おじさんとおばさんによろしくね」

　バスに乗り込んで振り返る。

「今度、両方の家族皆で食事に行こう」

　扉が閉まる直前にトモくんはそう言って、爽やかな笑顔で手を振ってくれた。




　この時間帯、駅に向かう人は少なく、乗客も数えるほどしかいない。

　ガラリとしたバスの一番後ろの席に座って、斜め前の窓から対向車線を通り抜けていくヘッドライトや街の明かりを、ぼんやりと眺める。

　頭に浮かぶのは、小野原さんのこと。

『答えが出てる』、か……。

　向こうは私のことを以前から知ってたみたいだけど、ちゃんと互いを認識し合うという意味で知り合ってから、一ヶ月が過ぎた。

　最初は、彼のクールな印象から『近寄りがたい人だな』って思っていたけど、本当はそうじゃなくて、優しくて心が広くて、私のことを心配してくれて、約束なんかしてないのに駅で待っててくれるような人……。

　時々、あの人のペースに巻き込まれることもあるけど、それが嫌じゃない自分がいる。私の心の中で小野原さんが占める割合が少しずつ、広がってきている。

　これって……やっぱり、好きになってきてるってことだよね。

　でも、いまだに一歩踏み出せないのは、私が恋で傷つきたくないと慎重になってしまっているから。

　トモくんにも言ったけど、たまにひとりになった時、なんで私なんだろうって、思わないわけではない。小野原さんは何も行動を起こさなくても、彼と釣り合いそうな美人が勝手に寄ってきそうなのに。

　それに昨日、久保田さんが私のこと、〝簡単な女〟みたいに話しているの、聞いちゃったしな……。

　だけど、『小野原さんもそう思ってるんですか？』とか聞いたら、失礼極まりない女だと思われるのは間違いない。

　はぁ……また自分の弱いところが出てきてる。こういう時は、親友に聞いてみよう。

　思考が徐々に暗い方向に行きかけていた私は、志帆にメールしてみた。

【小野原さんは、私を男性経験が少なそうな、押せば落とせる簡単な女だと思ってるかな？】

　すると、志帆からすぐに返事が来た。

【何それ？　そんなわけないでしょ。ただ女が欲しいだけなら、とっくに美人な彼女と付き合ってるわよ。だから自信持ちなさい】

　うーん……なんかディスられつつ、励まされた。

　そして、さらにメッセージが。

【相手がどう思ってるとか気にしすぎよ。それはとりあえず置いといて、自分の気持ちに素直に従って行動するのも大事よ】

　素直って、難しいよ……。引かれたらどうしよう、とか考えちゃうもん。

　グダグダ悩んでいるうちに、終点である駅前のロータリーに着いた。

　腕時計を見ると、午後九時。

　土曜日のこの時間は、まだ駅前でも人通りはある。

　バスを降りて駅の改札へと向かう。

　すると、途中のベンチに誰かが、上半身をうつ伏せた状態で座っているのが見えた。近づくにつれ、それが若い女性であることがわかる。

　気分悪いのかな……？

　複数の通行人がその前を通るけれど、皆、我関せず、といった風にただ通り過ぎていく。

　私もそのまま通り過ぎようかと一瞬思ったけど、気になってその女性に歩み寄った。

　酔ってるとか？　昨日の自分と重なってしまい、私は放っておけずに思い切って声をかけた。

「……あの、大丈夫ですか？」

　でも返事はない。よっぽど具合が悪いのか。だったら、なおさらここに置いておけない。

「大丈夫ですか？」

　再度の呼びかけに、その人はゆっくりと顔を上げた。そして、目が合って――。

　えっ!?

　びっくりした。

「朱音さん……」

　そう、小野原さんの妹の朱音さんだった。

　彼女も驚いたように目を見開いていたけど、すぐに不機嫌な顔になる。

「ちょっと、あんた今、私見て嫌な顔したでしょ」

　いやいや、それ、こっちのセリフだから。ってか、相変わらず、かっわいくないっ。

　私はそのまま立ち去ろうとしたけれど、朱音さんの顔色がよくないことに気づいた。何か、青白いような……。

「……朱音さん、もしかして体調悪いの？」

「関係ないでしょ」

　朱音さんは可愛げのない答えを吐くと同時に、プイと顔を逸らした。

「だけど、誰かに迎えに来てもらわなくてもいい？」

「いいってば。放っておいて」

　……ああ、そうですか。

　私はフーッとため息をついて、少し離れた自販機に向かった。気分悪そうだし、ミネラルウォーターでも買って渡そう……。それでも迷惑がられたら、もう知らない。

　私は自販機のボタンを押し、水の入ったペットボトルを持って朱音さんの所に戻ろうとした。

　すると、いつの間にか彼女の周りにふたりほど、若い男の人がやってきていた。

『友達かな？』と思ったけど、なんかチャラそうな男ばっかり……。

　近づくと、会話が聞こえてきた。

「彼女、ひとりで何してるの？」

「暇だったら、俺らとどっか行かない？」

　ナ、ナンパ!?

　朱音さんは美人だから、周りが放っておかないのだろうけど！

　朱音さんは何も答えず、フンと横を向いている。

「なあ、返事くらいしろって」

　男のひとりがしびれを切らしたみたいに、朱音さんの腕を揺すった。

「痛いっ、何すんのよ！」

　朱音さんがその手を跳ねのけようと、肩を揺らして立ち上がった途端、足元がふらついてしまった。

　それを男が支える。

「あれ、彼女体調悪いみたいだね。俺たちと少し休もうよ」

　ヤバい！　これはヤバい！

　私は慌てて彼らの間に割って入り、朱音さんの身体を支えた。

「ごめんなさい、この子、私の連れなの。もう帰るから」

「ちょっと、あんた、何を……」

　朱音さんは不満の声を漏らしたが、今は却下だ。悪いけど無視するよ！

「あ？　なんなんだ？」

　男たちが睨んでくる。怖い……けど、このまま朱音さんをひとりにしておけない。私も昨日、小野原さんがいてくれなかったら、こうなっていたかもしれない。

「どけよ」

　男のひとりに肩を強くつかまれ、私は思わず「うっ……」と顔をしかめる。でも、引き下がるわけにはいかない。

　このペットボトルを投げつけてやろうか！　でも逆にそれでケガでもさせたら、余計にややこしくなる！

　困っていたその時。

「おい、いい加減にしとけよ」

　私たちの背後で、低い男性の声がした。

　振り返ると、黒い短髪で体格のいい男性が立っている。歳は私より少し上くらいか。

『今度は誰？』と思っていると、その男性はいきなり朱音さんの腕を引っ張ると、「ほら、行くぞ」と言いながら、彼女と一緒に歩き始めた。

　今度こそ、知り合い？

　ところが、チャラい男たちは黙っていない。

「なんだテメェ」と、今、現れた男性の肩をつかんだ。

　すると、その男性は、「あ？」と振り向きざまに、ギロリとチャラ男たちを睨みつけた。

　めっちゃ怖い……。

「くそっ……」

　男たちは諦めたのか、「チッ」と吐き捨てるように言うと、立ち去っていった。

　ひとまずホッとする。

　助かったけど、この人誰？　まさか、新たなナンパじゃ……朱音さん、美人だから惹ひきつけられたか。

「ちょっと、離してよっ」

　朱音さんが腕を振り払った。

「助けてやったのに礼もなしか」

「あんたに頼んでない！」

「お前な」

　男性は不機嫌そうに眉を寄せた。

　やり取りから見て、どうやら初対面ではなさそう。どちらにしても助かったんだから、お礼は言っとこう。

「あの、ありがとうございました」

「え？　ああ……」

　その男性は私の存在に初めて気づいたかのように、こちらを見た。

「朱音、この人は？」

「……お兄ちゃんと同じ会社の人」

　朱音さんがサラリと説明した。すぐに、「ただそれだけの人。間違ってもお兄ちゃんの彼女とかじゃないからね」とつけ加えるのも忘れずに。

　それにしても、さっき男性が朱音さんの名前を呼んでたな……。やっぱり知り合いか友達かな。はっ、もしかして……。

「あの、もしかして朱音さんの彼氏さんですか？」

「そんなわけないでしょっ！」

「そんなわけないだろ」

　私の言葉に、ふたりが同時に声を発した。

「すみませんっ」

　私は慌てて頭を下げた。

「俺は、こいつの兄貴の友人だ」

「そうなんですか、すみません……え？」

　じゃ、小野原さんの……？

「私、帰るから」

　朱音さんが改札のほうに向かって歩きだした。でも、その顔色は悪い。

「朱音さん、大丈夫？」

「もう、放っといて」

「朱音、どうかしたのか？」

　その男性が朱音さんに尋ねた。

「あの、なんか体調悪いみたいで……」

　私が代わりに答える。

「じゃあ、圭一呼んでやるよ」

　圭一……って、小野原さんの名前だ。

　朱音さんがハッと振り返る。

「いいってば！　子供じゃないんだし、こんな所まで来てもらわなくても」

「もうその辺まで来てるぞ。俺たち久々に地元で集まって、今から飲みに行くつもりだったから」

　地元？

「えっ？　小野原さんの地元って、この辺なんですか？　じゃあ、朱音さんも？」

「は？　兄妹なんだから、当たり前でしょ！」

　……ですよね。っていうか、体調悪くても威勢は変わらないのね。

　朱音さんは、私から顔を背けると改札のほうへ向かって歩きだした。

「あれ……？　朱音さん、電車乗るの？　家、この辺じゃなくて……？」

「今は大学の近くに部屋借りてるのっ。今日はこの近くで昔からの友達と遊んでたんだけど、気分悪くなったから先に出てきたのよ」

　立ち止まって答える朱音さんの顔色は、やっぱりよくない。これは、ちょっと放っておけない。

「あのー……とりあえず、どこかで休んだらどうかな？　こんな風の当たる所にいたら、もっと体調悪くなるよ。……あそこは？」

　私は駅に隣接した、全国展開しているセルフサービスのカフェを指差した。ずっとここにいるわけにもいかないし、家まで送ってあげる、っていうような間柄でもないし、もしそんなこと言ったら本気で嫌がられそうなので、とりあえず、そう提案してみたんだけど。

「そうだな」と、小野原さんの友人も頷く。

「あの、私、そこまで連れていきますから」

「なんで、あんたと行かなきゃなんないのよ……」

　朱音さんが、不満そうに口を尖らせる。

「私も今から帰るの。向かう方向が一緒だから、そのついでだと思ってくれていいよ」

　朱音さんは、もう何も言わなかった。

「ほら、行こう」

「指図しないで」

　……もう、調子悪い時ぐらい、素直になってよね。だいぶ慣れたからいいけど。

　私は朱音さんの身体を支えながら、ゆっくり歩きだす。

　朱音さんは口では強がっていても、やっぱりひとりで歩くのはツラいのか、特に抵抗は見せなかった。

「俺も行く」

　小野原さんの友人は、私たちのあとから着いてきた。スマホをいじっていたから、もしかしたら小野原さんに連絡を入れてくれたのかもしれない。

　カフェに着き、奥の席が空いていたので、私たちはそこに座った。

　小野原さんの友人がコーヒーを買って持ってきてくれたけど、朱音さんは受け取る様子もなく、テーブルに突っ伏している。

　私はセルフサービスの水をコップに汲んで、それを朱音さんの前に置いて、「よかったら飲んでね」と言ってみたけど、反応はない。

　大丈夫かな……。

「さっき圭一に連絡したから、もうすぐここに来ると思う。……ええと確か、圭一と同じ会社だったよな？　俺は高たか橋はし将しょう吾ご。君は？」

「あ、永沢香奈です」

「永沢さん、朱音を助けてくれてありがとな」

　高橋さんは、さっき男たちを追い払った剣幕とはほど遠い、穏やかな表情になっていた。

「え、そんな……」

　まさか、お礼を言われるとは思っていなかったので、慌てて首を横に振る。

「私のほうこそ……高橋さんのおかげで助かりました。朱音さんのお知り合いの方がいらして、本当によかったです」

「まあ、小さい頃から知ってるから、朱音は俺にとっても妹みたいなもんなんだ」

「ずいぶん昔からのお知り合いなんですか？　その……小野原さんと」

「そうだな、圭一とは幼馴染みで、腐れ縁だな」

　へぇ……小野原さんの幼馴染みか。小野原さんって小さい頃、どんな感じだったのかな？　ちょっと興味ある。

「ところで」と、高橋さんが言った。

「永沢さんは圭一をどう思ってる？」

　高橋さんが、じっとこちらを見て質問してきた。

「えっ、ど、どうって……」

　いきなりの問いに、うろたえてしまう。そんなこと、さっき会ったばかりの人に聞かれるなんて……。それに、朱音さんの前で言えるわけないよ。

「あいつ、今、部長なんだろ？　すごいよな」

　高橋さんは感心したように言うと、腕組みをした。

「……あ、はい」

　なんだ……会社での感想か。

「ええ、周りからとても信頼されてますよ」

「そうか、さすがだな」

　そう言ってコーヒーを飲む高橋さんが、出入口のほうに視線を向けた。

「来たな」

「え？」

　私もそちらを見ると、ふたりの男性が店に入ってきたところだった。

　ひとりは小野原さんだ！

　もうひとりは、ややウェーブがかった少し長めの茶色の髪で、小野原さんと同じくらい背が高い。

　小野原さんは私たちに気がつくとハッとしたように、早足でこちらに向かってきた。

「香奈！　なんでここに？」

「こんばんは。えっとですね……」

　小野原さんの顔を見ちゃったら、今朝のことを思い出してなんだか落ち着かないけど、今はそんなことを考えている場合じゃない。私は朱音さんの様子と、ここに至った経緯を説明した。

「そうだったのか。朱音、大丈夫か？」

　小野原さんが朱音さんの背中に手を置き、身を屈かがめて彼女の様子を窺っている。

「お兄ちゃん……ごめん」

　朱音さんは、顔を伏せたまま返事をした。

「香奈……ごめんな。世話になったな」

「いいえ、そんな……」

　すると、小野原さんの横から、茶髪の男性が一歩前に出てきた。

「あ、もしかして圭一の彼女？　名前で呼ばれてたけど」

「いえ、違いま……す」

「カナちゃん、って言うの？　俺、佐さ伯えき亮りょう真ま。よろしくね」

　佐伯さんは満面の笑みをこちらに向けながら、私の横に座った。

「は、はぁ……」

　やっぱり、いきなり初対面の男の人に、親しげに話しかけられることに慣れていない私は、少したじろいてしまう。

　でも、よく見ると、この人もかなりの美形だ。笑顔がキラキラしていて眩しい。

「おい、亮、どけ」

　上から低い声が降ってきて顔を上げた私は、ハッと息を呑んだ。

　だって、小野原さんがめちゃくちゃ冷たい目で佐伯さんを見下ろしてる……！　視線だけで身体が凍りつきそう！

「それと、馴なれ馴なれしく名前で呼ぶな。早くどけ」

「彼女じゃないなら、別にいいだろ」

「言っとくが、香奈は朝まで俺のベッドで寝てたんだぞ」

「ちょっ……小野原さん！」

　誤解を招きそうな言い方に、私は目を丸くして小野原さんを見上げた。

　ちょっと！　何、張り合ってるんですかー！

「じゃあ、お前、さっき寝不足だって言ってたのは……」

「香奈がなかなか寝かせてくれなかったんだ」

「小野原さんっ！」

　私は、バンッとテーブルを叩いた。

「間違ってないだろ？」

「間違ってないけど、何か間違ってます！　確実に！」

　気づけば高橋さんは、「へぇ……」とだけ言って面白そうにこっちを見てるし、佐伯さんはニヤニヤしながら、「カナちゃんて、大人しそうに見えて意外と積極的なんだ……」とか、呟いてるし！

『違う！　語弊があります！』と叫ぼうとした時、横から朱音さんの手がぬうっと出てきて、ガシッと私の腕をつかんだ。

　そして、顔だけを上げて「ちょっと、どういうことよ！」と、具合悪い人には見えないくらいの、力のこもった目で私を睨んだ。

　の、呪われる……！

　私の背中に悪寒が走った。

「小野原さん、なんとか言ってください！」

　私は助け船を求めたけど、言いだした本人はしれっとした顔のままだ。

　ちょっと、この空気、なんとかしてーっ！

「……悪い。香奈の困った顔も可愛かったから」

　佐伯さんを無理やり移動させて、私の横に座った小野原さんはそう囁くと、ちゃんと皆に説明してくれた。

　朱音さんは納得したのか、それからは黙っている。

　佐伯さんには「なんだ、つまらないな」と、なぜかガッカリされたけど。っていうか、そんなこと説明されている私も恥ずかしいんですけど……。

「あの……私、そろそろ帰りますね」

　時計を見て、私は立ち上がった。

　小野原さんも来てくれたし、朱音さんも安心だろう。

「改札まで送る」と、小野原さんも同時に席を立ったので、「すぐそこなんで大丈夫です」と言ったけど、「いいから」と、小野原さんに手を引かれ、席から引っ張り出された。

「将吾、亮。朱音をしばらく頼む」

　そう言い残すと、私の手を取ったまま小野原さんは出口へと向かいだした。

「あ、それじゃ失礼します……朱音さん、お大事に」

　私は振り返りながら、皆に頭を下げた。

　外に出ると、さらに風が冷たくなっていた。

　だからなのか、ぎゅっと握られた手から小野原さんの体温が伝わってきて、温かくてホッとする反面、なんだかドキドキする。

　改札が視界に入り、少し寂しい気持ちになる。

「小野原さん、今日、お友達と約束されてたんですね？　それなのに、私のせいで寝不足で……」

「香奈と別れたあとに、急に連絡が来たんだ。だから香奈が気にすることじゃない」

　優しく微笑む小野原さんを見て、私も安心した。

「そうなんですか。……あ、高橋さんが小野原さんのこと、部長なんてすごい、って言ってましたよ」

「あいつ、そんなこと言ってたのか……。将吾は親父さんの跡を継いで、工務店の社長として頑張ってる。亮は夢を叶えるために下積みを経て、今は都心で三店舗あるレストランのオーナーだ。皆、ああ見えて仕事には厳しいんだ。俺からしたら、あいつらのほうがずっとすごい」

　友人らを褒める小野原さんは、とても穏やかな笑みを浮かべていた。

　その顔に見とれているとバチッと目が合い、ドキッとして思わず視線を逸らしてしまった。

　やがて、改札の前に着いた。

「今日はここまでしか送れなくて、ごめんな。朱音の様子、見ないといけないから」

「いえ、いいんです、そんな……。大切な妹さんなんですし、当然ですよ。朱音さん、早く元気になるといいですね」

「ああ。ありがとう」

　小野原さんが、じっと私を見つめる。

　今日はここでお別れなのに、繋いだ手を離したくなかった。

　どうしよう、もっと話したいのに……言葉が出ない。何か、言わなきゃ……。

「小野原さん……」

　私は繋がれたままの手に、視線を落とした。

「あの……来週の土曜日は、友人の結婚式があって……」

「ん？」

「いえ、だから、その……はっきりと次の約束は、できないんですけど……」

　何言ってるんだ、私。そうじゃないでしょ。

「……また会いたい……です」

　それだけ言うので精一杯なんて、情けない。きっと、私の顔は真っ赤になっていることだろう。それを見られていると思うと、余計に恥ずかしくて何も言えなくなる。

　小野原さんの反応を待っていると、やがて小さなため息が聞こえてきた。

　呆れられたのかと不安になって手を離そうとすると、今度は逆に強く握り返される。

「香奈」

　名前を呼ばれて、顔を上げた。

「はい」

「香奈から、そんなことを言ってくれるなんてな」

「……え」

「今、駅前じゃなかったら、この手を引いて抱きしめているところだ」

　小野原さんがまっすぐ見つめてくる。

「ええっ!?」

　慌てて手を振りほどこうとしたけれど、離してくれない。

「ダメですっ、こんな所じゃ」

「じゃあ、ここじゃなきゃいいんだな？」

　小野原さんが、いたずらっぽく口角を上げた。

「えっと……」

「次、どこでやるかわからないから、そのつもりでいて」

　そう言って、小野原さんは笑う。

　やっぱり、結局この人のペースに巻き込まれることになるのね。だけど、嫌じゃない。だって、胸を甘く締めつけるこの感覚さえも、今は愛いとしいから……。










結婚式での出来事




　いつもと変わらない週明けの、忙しい月曜日がやってきた。

　フロアでは電話の音が絶え間なく鳴り響き、対応に追われる社員の声で溢あふれている。

「永沢さん、これ、営業部まで頼むよ」

「はい」

　私は部長からファイルの束を受け取って、廊下に出る。以前のように足取りは重くない。

　むしろ、もしかしたら小野原さんの姿を見られるかもしれない、なんて期待をしてしまう。もちろん、会えないこともあるけど。

　でも、こんな気持ちになるなんて、少し前までは想像もできなかったことだ。

　あれから小野原さんは飲みに行くことなく、朱音さんを家に送り届けたらしい。朱音さん、早くよくなるといいけど……。

　エレベーターで営業部のある二階で降り、廊下の角を曲がる。

　ドンッ！

　その時、出会い頭に誰かとぶつかって、ファイルが何冊か、床にバサッと散らばってしまった。

「すみません！」

「いえ、こちらこそ……」

　顔を上げて、ハッとする。それは向こうも同じだった。

　彰斗だ。

　でも、彰斗の顔を見たのは一瞬だけで、私はすぐに落ちたファイルを拾うことに専念した。

　彰斗も自分の足元のファイルを拾って、私のほうに差し出す。

「ありがとう」

　受け取る際、なぜか彰斗が私の顔をじっと見ていることに気がついた。

「……どうかしたの？」

　視線の意味がわからず、首を傾げる。

　すると、彰斗は私の問いかけにハッとしたように、視線を逸らした。

「ああ、いや……なんか感じが変わったな、と思って……」

「え……どこが？」

　私は思わずきょとんとして、聞き返した。

『感じが変わった』って言われても……まあ、確かに彰斗の顔を見ても、前ほど動揺してないな……。その雰囲気が伝わったのだろうか。

「……今週、井村たちの結婚式だな」

　彰斗は、再びこちらを見て言った。

「うん……そうね」

「サークルのほかの連中も、来ると思うんだけどさ……」

　彰斗が口ごもるように言う。

　ほかの……。あ、サークル仲間のことね。

　なぜそんな当たり前のことを言ってくるのか最初は不思議だったけど、私はすぐに納得した。

「ああ、私たちのことは誰にも言ってないし、言うつもりもないから」

　わざわざ確認してこなくても、ちゃんとわきまえているわよ。お祝いの席で、『私、この人に捨てられたんです！』とか言ったりしないし。

　私はファイルをすべて拾い上げて立ち上がると、「それじゃ、またね」と、彰斗の横を通り過ぎた。

「そうじゃないんだ……俺、香奈と……！」

「え……？」

　少し焦ったような彰斗の声が、急に背後から投げかけられて、私は振り返った。以前のように下の名前で呼ばれて、驚いたのもある。

　彰斗も立ち上がっていて、その瞳は何かを言いたげに揺れているようにも見えた。

「……香奈と、もう一度話がしたくて」

　はい……？

「おーい、江田！　早く来いよ！」

　その時、廊下の先で、誰かが彰斗に向かって叫んだ。

「すいません、すぐ行きます！」

　彰斗はその声の主へ、慌てて返事をする。

「ごめん、俺、今から外回りで……」

「あ、うん……頑張って」

　彰斗は、急いで廊下を駆けていった。

　私も、営業部へ続く廊下を進む。なんでさっき彰斗があんなことを言ったのか、私は見当もつかなかった。




　土曜日――。

　今日は井村くんと優花ちゃんの結婚式当日。式は夕方の五時からだ。

　最寄り駅でサークル仲間だった女友達数人と、待ち合わせの約束をしている。

　昼過ぎまで雨が降っていて天候が心配されたけど、今はそれが嘘のように空には雲ひとつない。

　私は部屋で、鏡に映った自分の姿をチェックする。

　少し光沢のある生き地じでできた紺こん色いろのワンピースに、ライトグレーのボレロを羽織り、普段はあまりヘアアレンジとかしないんだけど、久々にハーフアップにしてみた。

　私はトレンチコートを着ると黒のパンプスを履いて、玄関を出た。




「――私が優花ちゃんと出会ったのは、入社式で――」

　百名ほどの招待客が集まった披ひ露ろう宴えん会場では、マイクの前で優花ちゃんの同僚がお祝いの言葉を述べている。

　今日の式と披露宴は、一軒の邸宅を貸し切って行われるというコンセプトのハウスウエディングだ。

　先ほど同じ敷地内にあるチャペルで、結婚式がとり行われた。

　誓いのキスで優花ちゃんが涙ぐむのを見て、私もすごく幸せな気持ちになって、もらい泣きしてしまった。

　テーブルにはピンクと白を中心とした花が飾られ、次々と運ばれてくる料理が並べられていく。

　夕方からの式なので、もうすでに日は落ち、外は暗くなっていた。

　会場の四方が大きな窓で囲われていて、そこからライトアップされた庭とそこに咲く色とりどりの花と噴水が見える。その横には小さなブランコなんかがあったりして、本当に西洋の邸宅に招かれたような温かさがあった。

　席は男女別々になっていたので、彰斗とはテーブルをともにすることはなく、私は内心ホッとしていた。

　付き合っていたこともあるけど、この前、会社であんなことを言われて少し気になっていたから。

　お色直しが終わり、披露宴後半のお楽しみのデザートは、各自が好きな物を取れるビュッフェ形式だった。

　このフリータイムの間に新郎新婦のふたりは、各テーブルを回って招待客に挨拶したり、写真を撮ったりしている。

　私もサークル仲間のアヤちゃんと一緒に席を立ち、スイーツの列に並ぶ。

　その時私たちの後ろにいた、おそらく新郎新婦のどちらかの会社の後輩であろう、若い女の子たちの会話が耳に入ってきた。

「ねえ、あの人カッコよくない？」

「やっぱり？　新郎友人代表で挨拶してた、江田さんって人でしょ？」

　……どこに行っても、やっぱりモテるんだね。

　そんな人が、今さらなんの話があるというんだろう。

　彰斗はテーブルに座ったまま、周りの友人と楽しそうに会話をしている。私のほうに近づいてくるような気配も気にしている素振りもない。

　きっと、なんでもないんだ。よかった。

　そう思うと、私はすぐに『どれにしようかな』と、目の前に広がる甘いスイーツに心を奪われていった。




「ありがとうございました」

「優花ちゃん、とてもキレイだよ」

「お幸せに」

　和やかな雰囲気のまま、披露宴はお開きとなった。

　出口では新郎新婦のふたりが、招待客にひとりひとり挨拶をして見送っている。

　時刻はまもなく、午後九時になろうとしていた。

　井村くんと優花ちゃんは、明日から新婚旅行に行くので、このまま近くのホテルに泊まるらしい。そのため、このあとに二次会はない。

「香奈ちゃん、これからどうする？」

　アヤちゃんが聞いてくる。

「どうしようかな……」

　彰斗はともかく、ほかの皆とはせっかく再会できて同窓会みたいで楽しいし、このまま帰るのも寂しい気がする。

「じゃあ、皆に聞いてみようよ」

　そう言うと、アヤちゃんは駅までの送迎バスを、エントランスで待っている人たちのほうへと向かいだした。

　私もそのあとについていく。

　その中に、サークルのメンバーが男女合わせて十人ほどいた。当然、彰斗も。皆、考えていることは同じらしく、このあとどうするか話していたらしい。

　誰かが、「もう一度、飲み直そう」と言って、皆が賛同した。

　するとその中で、相あい川かわくんという男の子が私の所にやってきた。顔が少し赤いから、お酒で酔いが回っているのかもしれない。

「永沢さん、江田と同じ会社なんだって？」

「え……」

　ああ、彰斗が話したのか。

　一瞬戸惑ったけれど、正直に頷く。

「え、香奈ちゃん、本当に!?」

「すごい偶然だね。どうして早く言ってくれなかったの？」

　アヤちゃんを始め、周りにいる皆が聞いてくる。

「いや……部署は全然違うし、めったに会わないし、わざわざ皆に知らせて回ることでもないかなと思って……」

「じゃあさ、黒本さんって女の子知ってる？」

　相川くんの質問に、私は驚いた。

　……なんで知ってるんだろう……彰斗の彼女のこと。

「美人だよな」

　相川くんはニヤニヤしながら言った。

「……相川くん、知ってるの？」

「この前、江田が彼女とデートしてる時に偶然会ったんだ。彼女、すっげぇ美人だったからびっくりしたよ。さすが江田、彼女もレベル高っ」

「……へぇ」

　おどけたように言う相川くんに、私は簡素なひと言で返した。

「おい、相川！　余計なこと言うなよ！」

　少し慌てたように、彰斗が私たちの間に割って入った。

　いやいや、私、もう知ってるからね。今さら聞いてもヘコまないし。逆に、そんな風に気を遣われると、惨めになるんですけど……。

　私はわざと明るい声を出した。

「あ、うん、黒本さんなら知ってるよ。社内一の美人だから。そっか、江田くん、彼女と付き合ってるんだ。お似合いだね」

　会話の流れから不自然にならないようにそう言って、私は彰斗に向かって微笑んだ。

　だけど、彰斗は沈黙している。その表情も硬い。

　ちょっと！　照れるとか嬉しそうにするとか、何か反応示してよ。なんで彰斗がそんな顔してるのか、皆が不思議に思うじゃない。

「でもさ、江田もよかったな。幸せそうで。次、結婚するのはお前かもしれないな」

「相川、もうやめろよ！」

　彰斗は話をやめさせようと、相川くんの腕をつかんだ。

「照れるなよ。よかったのは本当のことだろ？　前の彼女がなかなか別れてくれなくて困ってた、って言ってただろ」

　え……？　前の彼女、って……まさか。　それって……私のこと？

「なんだよ、江田、お前そんなウザい女につきまとわれてたのかよ」

　ほかの男子も、面白半分に話に入ってくる。

　ウザい……女……。

「江田、長年付き合ってた彼女と別れて落ち込んでた時に、その女と出会ったらしくて、試しに付き合ってみたら結構、重い女だったらしくて――」

　相川くんはヘラヘラ笑っている。

「相川、いい加減にしろよっ！」

　彰斗が、相川くんの言葉を途中で切るように叫んだ。そして、今度は相川くんの肩をつかんで、勢いよく突き飛ばそうとした。

　周りにいた人々が何事かと、こちらを見ている。

「もう、ふたりともやめなよ！」

　アヤちゃんが半分呆れ顔で、半分怒ったように言った。

「ごめん……こんな場所で話すことじゃなかったな」

　相川くんはここがどういう場所か思い出したようで、素直に彰斗に謝った。

　彰斗は何も答えなかった。

　相川くんは何も知らない。だから彰斗が怒ったのは、『祝いの場でこんな話題を持ち出すべきじゃない』という常識的な意味合いだと感じたのだろう。

　でも、彰斗が大声を出したのは、それだけではないことを私は知っている……。

　その時、ちょうどバスの乗車案内が始まった。やってきたバスに皆、乗ることができ、やがて発車した。

　走行中、隣の席に座ったアヤちゃんが何か話しかけてきたけど、内容はほとんど頭に入ってこない。考えてしまうのは、さっき相川くんが言っていたこと。

　前の彼女を忘れるために、試しに付き合った……。もし、それが本当で、その彼女が私なのだとしたら……。彰斗にとって、私は一体なんだったんだろう。

　やがて、バスは駅前に到着した。

　皆で降りて、夜の繁華街へと足を踏み入れる。

　そこは午後九時三十分を回った今でも、人波が絶えることはなく、むしろこれからますます人が増えてきそうだ。

　でも、私の気持ちは煌びやかな街のネオンとは真逆だった。胸が痛くて、さらに心は鉛のように重くて、まるで暗闇の中にいるようだった。

　相川くんの言ったことが本当だとしたら、ひどい話だ。私は本気だったけど、彰斗は遊び感覚だったのだろうか。私は彰斗に新しい彼女ができるまでの繋ぎ、みたいな存在だったのかもしれない。

「香奈ちゃん、どうしたの？」

　アヤちゃんの声で、顔を上げる。そこで初めて、前を行く集団よりもだいぶ間が空いていることに気づいた。心のみならず、足取りまで重くなっていたみたい。

　あの話のあとで急に抜けたら、皆にどう思われるか気になって、なかなか言いだせなかったけど……もう、無理みたい……。

「アヤちゃん、ごめんね。私、今日はもう帰るね。なんか体調悪くなってきて……」

「えっ、大丈夫？　駅まで送ろうか？」

　アヤちゃんが心配そうに、私の顔色を窺う。

「ううん、そこまでひどくないから。ありがとう。……本当にごめんね。皆によろしくね」

　私はその場を離れ、来た道を戻り始めた。足早に、人の波の間をすり抜けるように進む。このやり場のない気持ちを、なんとかして落ち着かせたかった。

　あの角を曲がれば、駅前の広場に出る。このまま何も考えずに帰ろう。

　そう思った矢先、後ろから腕をつかまれた。

　ハッとして振り返ると――。

「……彰斗……」

　表情を強張らせたままの、彰斗がいた。

「何よ……離して」

　声が掠れる。

「……香奈、さっきはごめん……」

　彰斗の口からそれを聞いた瞬間、抑えていた感情が内側から一気に溢れ出た。

「やっぱり、さっきの話は私のことだったのね!?　わざわざ追いかけてきて謝るなんて、バカなんじゃないの！」

　私は勢いよく、彰斗の手を振り払った。

「さっさと皆の所に戻りなさいよ！　それで、ウザい女の話の続きで盛り上がればいいでしょ!?」

　そう言い捨てると、私は駅のほうへ駆けだした。思えば彰斗に対してこんなに感情をあらわにしたのは、これが初めてだ。

　彰斗は、それ以上追いかけてこなかった。

　あんなヤツだったなんて……！

　これまでの彰斗との思い出が、音もなく崩れ落ちていく。

　私は真剣だった。真剣に恋をしていた。

　なのに彰斗は、失恋した自分の心の隙間を埋めるために、私に近寄ってきただけだったんだ！

　それで、黒本さんという本命の女性が現れて、用なしになった私は捨てられたんだ……。

　それに別れ話なんて、あの時一回だけだったじゃない。それなのに、勝手に別れを渋る重い女扱いされて、陰で笑われていたなんて！　私がどれだけ悩んだと思ってるの!?

　いろんな思いが頭の中を駆け巡り、感情はぐしゃぐしゃだ。悲しいというより、悔しい。自分はひとりの女として、彰斗に見てもらえていなかった。

　ふと、前に海辺で小野原さんに言われた言葉が、頭の中に蘇る。

『いろいろ悩んだりするのも、それも香奈の大事な一部だ』

　あの日、彰斗のことを思い出して、感情がごちゃごちゃになっていた私を突き放さずに、小野原さんはそう言ってくれた。前に進めそうで進めなかったり、いろいろ悩んだりするのも、それは私が真剣に恋をした結果で、ゆっくり前に進んでいけばいい、と小野原さんは教えてくれた。

　彰斗とは別れてしまったけれど、付き合っていた当時は私たちの間には、確かに恋愛が存在していたと信じていた。だけど、そう思っていたのは私だけだったということが、今日ようやくわかった。

　彰斗は、私のことを本気で好きじゃなかった。

　……ほんと、なんて滑稽なんだろう。

　心にぽっかりと空洞ができたような、虚無感に襲われる。

　こんな時に脳裏に浮かんだのは、小野原さんの優しい笑顔。

　小野原さん……会いたい……。




「はぁ、だからって、なんで私の所に来るかなぁ」

　私の目の前には、腕組みしながらため息をつく志帆がいる。

「ごめんね、志帆……せっかくのお休みで旦那さんがいるのに、呼び出しちゃって」

「そういうことを言ってるんじゃないわよ。うちの旦那なら、『親友のためにすぐに行ってやれ』って、送り出してくれたわよ」

　ここは志帆の家の近くにある、カラオケボックスの一室。といっても、歌いに来たわけじゃない。

　あのあと私が連絡したのは、小野原さん……ではなく志帆だった。

「話はわかったけど……香奈は、小野原さんに会いたいと思ったんでしょ。なんで素直にそうしないのよ？」

「だって……昔の恋の傷を忘れるために会いに行くみたいで……それって彰斗と同じことしてるような気がしたから」

　私はうつむいて、スカート部分をぎゅっと握りしめた。

「もう、焦じれったい！　香奈と彰斗さんとじゃ、状況が違うでしょ！　それに、小野原さんは香奈の全部を受け止める、って言ってくれたんでしょ？　なんで変なとこで立ち止まるのよっ！　いつまでもあんないい男、待たせるんじゃない！」

　腰を浮かせた志帆は、私の前で仁王立ちになってご立腹だ。

　志帆の言うことは正しい。それでも躊躇してしまうのは、私が弱いからだということもわかっている。

「ごめん。私、いつまで経っても成長できてなくて……」

　私は眉を寄せ、さらにうなだれた。

「ああ、もう……」

　志帆は肩を落とす私の横に座る。そして、今度は優しい声で言った。

「あのね、香奈。この前は、小野原さんとのことはゆっくり進めていけばいいと思う、って言ったけど、それは周りに急せかされるんじゃなくて、香奈自身でちゃんと答えを見つけてほしかったからよ。……もうわかってるでしょ？」

「うん……私」

　ゆっくり顔を上げて、私は志帆を見た。

「小野原さんのこと、好きになってる」

　その返答に、志帆は温かく微笑みながら頷く。

「じゃあもう、香奈はどうしたいかわかるわよね？　それともこのまま帰る？」

「私……」

　胸いっぱいに広がっていく甘く切ない想いは、さっきよりもさらに強くなっている。

　今すぐ、小野原さんに会いたい！

　私はスッと立ち上がった。

「私、これから会ってくる！」

　バッグを手に取り、出口に向かう。でも、「あ、お金……」と志帆のほうを振り返った。

「ここは私が出しとくからいいよ。せっかくだから、今から旦那を呼んで歌おうかな」

「……ありがとう、志帆。話、聞いてくれて」

「ううん。行っておいで」

　志帆は手を振って笑った。




　カラオケボックスを出て、すぐにバッグからスマホを取り出し、小野原さんに電話をかけた。

　時刻は、もうすぐ午後十一時を迎えるところだ。

　もう寝ているかもしれない。

　数回のコール音のあと、小野原さんが出た。

『もしもし、香奈か？』

「……こんばんは」

『どうした？』

「あ、あの……」

　小野原さんの落ち着いた声が、耳に心地よい。たったそれだけのことなのに、すごくホッとして――。

「……ぅ……っ」

　言葉よりも先に、涙が溢れた。彰斗に怒った時は、涙は出なかったのに……。小野原さんの声が恋しくて、涙が止まらなかった。話したいのに、言葉が出ない。出るのは、小さな嗚お咽えつだけ。

『香奈、どうした？』

　私の異変に気づいたのか、小野原さんは心配そうな声で聞いてくる。

　私は必死で嗚咽を抑え、声を絞り出すように言った。

「会い……た……い……」

『香奈、今どこにいる？　すぐ行くから』

「……ぅっ……」

　答えたいのに言葉にならない。

『今しゃべるのが難しいなら、メールで場所を伝えてくれ。すぐに行くから』

　小野原さんの優しい声が、次第に私の心を落ち着かせていく。

「……は……い」

　かろうじて声を出し、電話を切った。メールで駅名を伝えると、すぐに【どこか寒くない所で待ってて】と、返事が来た。

　駅前にカフェを見つけたけど、こんな泣き顔を明るい店内で周囲に晒さらしたくない。私は建物の中には入らずに、外で待つことにした。夜風が冷たくなり、私はトレンチコートの襟えり元をかき合わせ、うつむいていた。




　十五分ほど経過し、駅前を通る人の数もさっきよりは減ってきた気がする。

　さっきは勢いあまって、いきなり電話しちゃったけど、小野原さんの駅まで行ったほうがよかったかな？　でも、もう移動しているかもしれないし、今から連絡しても遅いよね……。

　いろいろ考えていると、店員が外に出てきて看板を片づけ始めた。閉店間近らしい。

　ここだと、邪魔かな……。

　私はその場を離れて、人通りの少ない所に移動した。

　小野原さんに会ったら、何があったか、絶対に聞かれるよね……。それに、泣いた理由も。泣かずに、ちゃんと話せるかな。

　突然、風が強く吹き抜け、思わず身を小さくした時――。

　背後から、誰かに抱きしめられた。

　この温もり……知ってる。振り向かなくてもわかる。

「身体が冷たい。ちゃんと言いつけを守らなかったな？」

　私の冷え切った耳に、小野原さんの熱い息がかかる。

　来てくれた……。

　それだけで、また涙がこぼれそうになる。

　でも、必死にこらえようとした努力の甲斐もなく、滴しずくがツーッと頬を伝った。

　小野原さんは腕を離して私の正面へ回ると、包み込むようにまた抱きしめてくれた。

「……ぅぅっ……ダ、ダメです。……な、涙で、ぐちゃぐちゃ……小野原さんの……服が……汚れ……ます」

「そんなの気にしなくていい」

　私に回されている腕に、さらに力が込められる。

　駅から少し離れた場所とはいえ、人通りがないわけではない。いつもの私なら、こんな所で抱き合うなんて、断固拒否していただろう。

　でも、今は気にならなかった。この人の温もりが欲しくて、ほかのことは何も考えられなかった。

「香奈、このままだと風邪をひく。とりあえず、俺の車に戻ろう」

　私は黙ったまま頷いた。

　小野原さんは私の肩を抱いて、駅から少し離れたパーキングへと向かう。

　私も次第に、平常心を取り戻してきた。

　パーキングに着き、小野原さんが車の助手席を開けてくれたので乗り込むと、彼は運転席に座り、早速エンジンをかける。

「あの、小野原さん……」

「どうした？」

「ありがとうございます……こんな遅くに……来てくれて」

「何言ってるんだ。香奈が呼んでるのに、俺が行かないわけがないだろう」

　小野原さんはフッと笑って、私の頭にポンと手を乗せた。

　この笑顔、やっぱり好きだ。

「一旦、どこかで落ち着こう。どこか行きたい所は？」と、小野原さんが尋ねてきた。

「どこでもいいですか？」

「ああ」

　優しい口調で、小野原さんが答える。

「だったら、静かな所がいいです」

　私は、下を向いた。

「小野原さんの家に……行ってもいいですか？」

　小野原さんの視線を感じたけど、私は目を合わせることができなかった。少し間があって、「いいよ」と、小野原さんの返事が聞こえた。

　車はゆっくりとパーキングを出た。




　マンションの駐車場に着いて車を降りてから部屋に行くまで、小野原さんは私の手をずっと握って離さなかった。

　リビングでトレンチコートを脱ぐと、小野原さんに手を引かれて一緒に並んでソファに腰を下ろした。手は繋いだままだ。

「そういう服装も新鮮でいいな」

「え……？」

　私は、自分の格好を見下ろした。

　……そうだった、今日はお呼ばれ用のワンピースを着ているんだった。

　褒められたのだとわかり、こんな時なのに嬉しくて少し胸が高鳴る。

　でも、小野原さんは、私が泣いた理由を聞いてこない。

　私が自分から言うのを待ってくれているのかな……？

「あの……急に泣きだしたりして……びっくりしましたよね？」

「驚かないはずがない」

　小野原さんが真顔で答える。

　ですよね……。

「でも不謹慎だと思うけど、嬉しかった。香奈がツラそうな時に、俺を頼ってくれて」

「ただ、頼りたかっただけじゃないんです」

　私は小野原さんの手をぎゅっと握り返すと、今日あったことをポツリポツリと話していく。彰斗の名前は伏せながら……。

　時々、涙で言葉を詰まらせる私の背中を、小野原さんは「ゆっくりでいいから」と優しく撫でてくれた。

「それはツラかったな……。それで泣いてたんだな」

　話を聞き終えた小野原さんの長い指が、私の目尻に浮かんだ涙をそっと拭う。

「……違います。泣いたのは……」

　私が小野原さんの瞳をじっと見つめると、彼も同じように私を凝視してくる。

「小野原さんの声を聞いて、とても安心して……すごく会いたくなっちゃって……自分でもおかしなくらい、涙が出てきたんです」

　私は無意識のうちに小野原さんのほうへ、身を乗り出していた。

「そうか……じゃあ、香奈を泣かせたのは俺か」

「え？」

　あ、もしかして気を悪くした？

　慌てて小野原さんの表情を窺ったけど、予想に反して穏やかだった。

　いや、むしろ、少し微笑んでいるような……。

　小野原さんの表情に戸惑っていると、顔が近づいてきて――。

　な、なんだかわからないけど、キスされる!?

　でも、その前に――。

　ックシュン！

　鼻がムズムズして、私のくしゃみが出るほうが先だった。咄嗟に顔を背けたし、手で鼻を押さえたからセーフだと思うけど……。はぁ、ムードが台無し……。

　間の悪さを呪い、恥ずかしくなってうつむいていると、小野原さんにぎゅっと抱きしめられた。

　呆れられたと思っていたから、心の準備ができていなかった。いきなり心臓がドキッと高い音をたてて、跳ね上がる。

「えと、あの……」

「香奈が寒そうだから温めてる。薄着だし、さっきまで風の当たる所にいたからな」

　服越しだけど、コートを脱いでいるせいか、外にいた時より小野原さんの体温を強く感じる。

　きっと、心臓の音も聞かれてる……。だけど、それでもいい。ずっとこうしていたい……。

「……じゃあ、今夜はずっと温めてください」

　無意識に出た言葉だった。

　それに気づいて、顔から火が出そうなくらい熱くなる。

「あの……っ、私、何言って……」

　慌てて離れようとしたけど、遅かった。

　グイと両肩を押され、背中に柔らかい衝撃が当たり、天井が視界に入った。

「え……？」

　ソファに押し倒されて呆然とする私に、小野原さんの身体がのしかかってきた。

「……あのっ」

「限界だ」

　端正な顔が近づいてくる。

　え、ええ……っ!?

「ふたりだけの時に惚れた女にそう言われて、それでも俺は平静を保てるような男じゃないぞ」

　言い終わると同時に、唇を塞がれた。ちょっと強引に、でも、優しく……。

　……そうだ。何も迷うことはない。自分の意志で、こんな時間に小野原さんの家に来たんだから……。

　私は小野原さんの首に手を回した。

「……んっ」

　その途端、小野原さんのキスが一気に深くなる。キスだけなのに、身体の芯が熱い。

　この人の熱が、もっと欲しい。……こんなにも、あなたのことが好きだから……。

　甘いキスを受けながら、ボレロを脱がされる。

　そして、小野原さんの手がワンピースの背後のファスナーに伸ばされ、私も自然な流れで少し背中を浮かせた、その時。

　――ピンポーン。

　静かな室内に、インターホンの音が鳴り響いた。

　でも小野原さんはそれを無視して、ファスナーを半分ほど下ろす。

　私も気にせず、小野原さんに身を任せようとしていた……んだけど……。

　ピンポーン。

　再び鳴った。こんな時間に誰だろう？

　ピンポーン、ピンポーン、ピンポーン。

　立て続けに鳴るインターホンに、だんだん気が散ってきた。

「……小野原さん、あの……誰か来たみたいですよ？」

　私の首筋に顔をうずめている小野原さんの肩を、トントンと軽く叩いた。

　小野原さんは、少し顔を浮かせて言う。

「そのうち諦めるだろ」

「……ですけど……」

　そう言っている間にも、インターホンが鳴りやむ気配はない。

　私は、小野原さんの肩をグッと押し返した。

「でも、何か様子が変ですよ。それに、気になって集中できない……」

　小野原さんは顔を離すと、上から私の顔を覗き込んで唇の端を上げた。

「こういう時に香奈が集中するとどうなるか、想像力がかき立てられるな」

「なっ！」

　私は、かあっと顔が熱くなるのを感じた。

「そ、そんな想像しなくていいですから、様子見てきてください！」

　小野原さんは笑いながら立ち上がると、「わかったよ」と、インターホンのモニター画面を見に行った。

　私も上体を起こし、際どい所までめくれ上がっていたワンピースの裾すそを、もとの位地に戻す。顔も熱いし、身体もうずいている。

　そんな自分に恥ずかしくなりながらソファに座っていると、小野原さんが真顔で戻ってきた。明らかに、さっきと様子が違う。

「一階に朱音が来てる」

「えっ？」

　朱音さんが……？

「何か話があるらしい」

　こんな時間に来るということは、よっぽどの用事なんだろう。

「あ、じゃあ、私、帰ったほうが……」

「いや、俺もよくわからないから、まだここにいてくれ」

　朱音さんがエレベーターで上がってくる前に、私は慌てて洗面所へ向かうと、下ろされたファスナーをもと通りに上げ、髪の毛の乱れを整えた。

　そして、リビングに戻ってボレロを羽織ったところで、再び玄関のインターホンが鳴った。

　間に合った……。

　小野原さんが、カチャッと玄関のドアを開ける音がする。

　そして足音が近づいてきて、リビングのドアが開き、朱音さんと顔を合わせることになった。

　私の顔を見て、朱音さんの瞳が一瞬、驚きで大きく見開かれる。

「あ……お邪魔してます」

　こんな時間に私がお兄さんの部屋にいて、朱音さんに絶対何か言われるだろうと、つい小さい声になってしまった。

　朱音さんは相変わらず、歓迎していない目つきで私をジロリと見たけど、「……来てたの」と、言っただけだった。

　あれ？　いつもの威勢はどうした……？

　身がまえていただけに、拍子抜けした。

　それに、なんだか顔も青白い。この間の体調不良がまだ続いているのかな？

　朱音さんは、リビングの入口で立ったままだ。そして、ややうつむいて黙り込んでしまった。

「朱音、こんな時間にどうした？」

　朱音さんのすぐ後ろに立つ小野原さんの問いかけに、返事はない。その代わりに、「……私、やっぱり帰る」と、踵を返して朱音さんは玄関に戻ろうとした。

「あ、待って、朱音さん」

　私は呼び止める。

「何かお兄さんに話があって来たんでしょ？　ごめんね、私がいたら話しにくいよね」

　私は小野原さんに目配せして、そっと廊下に出た。

「朱音さん、今まで夜遅くに来たことありました？」

　声を潜めるようにして、尋ねる。

「いや、こんな時間は珍しい」

「何か様子も変ですし、よっぽどのことなんだと思います。……今日は帰りますね」

　すると、小野原さんは私の腰に手を回し、優しく抱き寄せた。

「でも、香奈のことも心配だ。帰って、部屋でひとりきりになったら、また泣いてしまうんじゃないか？」

　小野原さんの体温とともに、本当に私を心配してくれている気持ちが伝わってくる。

　それがとても嬉しくて、彼の広い背中をぎゅっと抱きしめた。

「大丈夫ですよ。さっき小野原さんに温めてもらったから、悲しい気持ちがすっかり消えてなくなりました」

「……そうか。この前からすまない」

　小野原さんは、申し訳なさそうに言った。

「そんな、気にしないでください。それに、まだ電車もありますし、駅まですぐそこですから」

　私は、小野原さんを見上げた。

「あの……また……来てもいいですか？」

「ああ、もちろん」

　小野原さんはそう言うと、私の唇に軽くキスを落とした。










夜の川




　マンションの部屋をあとにし、スマホの画面を見ると、もう少しで日付が変わる頃だった。

　だんだんトレンチコート一枚だけじゃ、肌寒くなってきたな……。

　吹きつける風に身を縮める。私は駅へ向かう足を速めた。

　時々マンションのほうを振り返ってしまうのは、やっぱり……少し寂しいと思ってしまうから。

　でも、今日は仕方ないよね。いつもの元気がない朱音さんのことが心配だ。

　駅の明かりが視界に入ってきた時、スマホが鳴った。

　小野原さんからだ。

「はい、もしもし」

『香奈、朱音を見なかったか？』

　見なかったか、って……どういうこと？

　小野原さんの声は、いつもと変わらず落ち着いているように感じるけれど、どことなく焦っているような印象も受ける。

「どうしたんですか？」

『急にいなくなった』

「えっ!?」

『しばらく何も言わずにソファに座ってたんだ。そしたらトイレに行くと言って、リビングを出た。時間がかかっていたから心配になって声をかけたけど、返事がなくて……開けたらいなくなってた。よく見たら荷物もなくなってて、携帯に連絡しても返事がない』

「そんな……」

　どこに行ったの？

「私、ずっと駅方向に歩いてましたけど、朱音さんには会いませんでした」

『……そうか』

「私も探し――」

『香奈はこのまま帰ってくれ』

　私の言葉を遮るように、小野原さんが言った。

『もう遅いし、逆に香奈に何かあったら大変だ。朱音は俺が探すから。もしかしたら、タクシーか何かで帰ったのかもしれないしな』

「……はい」

『気をつけてな』

「小野原さんも」

　私はスマホの通話を切った。

　探さなくていい、って言われたけど……。この前も朱音さん、危なかったし……。

　探したいけど、私を思ってくれる小野原さんの気持ちもわかる。

　この辺りにいないかな？

　私はもう一度、大通りの交差点近くから、周囲をぐるっと見回した。今、ここにいる瞬間でも何か役に立てたら、と思う。

　でも、そんな簡単に目的の人物が見つかるわけがないか……。

　私は、車通りの向こう側に目を向けた。駅に電車が着いて間もないのか、帰路につく人々の流れが見える。

　あの中には、いないよね……。

　そう思って、ふと目を凝らした時。

　一瞬、街灯に照らされる横顔を、視界が捕らえた。

　……朱音さん？

　その人物は背中を丸め、お腹を抱えるようにして、すぐ先の交差点を右に曲がって、駅とは別の方向に歩いていく。

　普段自信に満ち溢れている朱音さんとは正反対のその姿に、いつもだったら別人かと思って見過ごしていたかもしれない。

　でも、間違いない！

「朱音さーん！」

　私は周囲の目もはばからず、大きな声で呼んだ。

　だけど、朱音さんはこちらに気づかない。

　私は思わず道路を横切ろうとしたけれど、車がクラクションを鳴らしながら、かなりのスピードで間一髪、私の前を通り過ぎていった。

　危なかった……！　なんでこの時間に、こんなに交通量が多いのよ。

　私は信号待ちをしながら、朱音さんの動きを見ていた。

　彼女の姿が、だんだん小さくなっていく。

　やっと横断歩道の信号が青になって、私は朱音さんが消えた方向へ駆けだした。でも、やはりヒールのある靴での全力疾走は難しい。

　そんなに遠くに行っていないはずなのに、朱音さんの姿を見失ってしまった。やみくもに探し回っても、見つからないかもしれないのに。それでもじっとしていられなくて、こっちに行ったかも、という根拠のない勘だけを頼りに道を進んだ。

　気づくと、大きな川に架かる橋の上に来ていた。

　大きく息をついて、欄干に手を置く。ずっと走りっぱなしだったから、息切れも激しいし、パンプスの爪つま先はしびれるし、靴ずれして痛い。

　ここ、どこだろう……。自分が迷子になって、どうするのよ。

　川岸に沿うように高層マンションが建ち、各部屋の窓から明かりが漏れている。

　小野原さんのマンションも近いのかな……？

　そう思うと、少しだけ心強くなった気がする。私は視線を橋の下に向けた。

　夜の川は暗くて、じっと見ているといつの間にか吸い込まれてしまいそうな、得体の知れない恐怖が襲ってくる。

　土手には遊歩道が整備され、ポツリポツリと等間隔に配置された街灯が、寂しげに辺りを照らす。

　さすがにこんな場所、夜は誰もいないよね……。

　と、思ったんだけど。

　……ん？

　遠い視線の先に、ひとつの影が見えた。

　……あれは……朱音さん!?

　私は急いで、橋から土手へと移動した。痛い足を我慢しながら、追いかける。

　その人物は立ち止まると、川のほうを見た。遠くからだけど、そのはっきりとした顔立ちが確認できた。

　間違いない、朱音さんだ！

　さっきと同じく、うなだれてお腹に手を当てているような格好で、川辺へと続く階段を下りていく。

　私は急いで、バッグからスマホを取り出した。

「小野原さん！　朱音さんが見つかりました！　川です！　駅の近くにある大きな川です！」

　すぐに電話に出た小野原さんの声を待たずに、私は一方的に話した。

『川!?』

「はい、橋が近くにあります！　早く来てください！」

　それだけ言うと、電話を切ってスマホをバッグに突っ込み、朱音さんを追う。

　朱音さん、そっちは川だよ！

　嫌な予感しかしない。それに……朱音さんの様子に、私はあることを察した。

「朱音さん!!」

　私は土手の上から、大声で叫んだ。

　階段を下り切って、川辺まで進んでいた朱音さんの肩が、ビクッと震えた。

　そして、振り返ったその顔に私はハッとした。朱音さんの頬が、濡れているように見える。

　泣いているの……？

　いつも気の強い朱音さんばかり見ていたから、そんな様子の彼女に驚いてしまった。

　すると朱音さんは突然、川に向かって走りだした。

「え、あっ、ちょっと……！」

　私も急いで階段を下りる。でも、川辺には大小様々な石が転がっていて、ヒールのある靴では足元が不安定になり、なかなか速く進めない。

　その間にも、ジャブジャブと水音をたてながら、朱音さんが川に入っていくのが見えた。

　マズい！

　私はその場で、パンプスを脱ぎ捨てた。

「痛っ！」

　ストッキング越しではあるけど、ほぼ素足と変わらない状態で石の上を踏みしめるのは、激痛ツボマッサージを受けている感覚に近いと思う。

　でも、さっきよりも歩くのは安定している。それに『朱音さんを止めなきゃ！』という気持ちのほうが強く、だんだんと痛みを感じなくなっていった。

　朱音さんは、もう腰の辺りまで水に浸かっている。

　今日は昼まで雨が降っていたから、いつもより川の水位が上がっているだろう。それに、急に深くなったり、流れが速くなったりしている所があるかもしれない！

　私はバッグをその場に放り、トレンチコートを脱ぎ捨てると、夜の川に入った。

「うっ！」

　さすがに冷たい。でも、ここで引き返すわけにはいかない！

　ワンピースの裾が足にまとわりつき、思ったように前に進めない。それでも顔に水がかかりながらも、必死の思いで胸元の辺りまで水に浸かった朱音さんに追いつくと、その肩をガシッとつかんだ。

「朱音さんっ、何やってるの!?」

「は、離してよっ！」

　朱音さんは私の手を払いのけ、なおも先へ進もうとする。

「ちょっと待って！」

　私は今度は、後ろから朱音さんの身体を羽は交がい締めにして、これ以上、先へ行かせないように足を踏ん張った。

「何するのよ！」

　朱音さんはさらに暴れようと、もがく。

　彼女の腕が何度も勢いよく水面に振り下ろされ、そのたびに頭から水を被ることになってしまったけれど、私もそう簡単に離したりはしない。

「朱音さん、なんでこんなことするの!?」

「放っておいてよ！　私なんか、生きてても迷惑かけるだけだから！」

　まさか、本気で溺れるつもりなの!?

「何言ってるのよ！　こんな冷たい川に入ったら……」

　私は一瞬、言葉を続けるのをためらった。

　でも、今の朱音さんは明らかに正気を失っている。だから、間違いかもしれないけど大声で叫んだ。

「お腹の赤ちゃんが、寒くて震えてる!!」

　私の言葉に朱音さんの身体が強張り、抵抗する力が弱まった。

　やっぱり、そうだったのね……。

　お腹に手を当てている姿から、なんとなく、そんな気がしていた。そのことが彼女をこんな行動に走らせたのか、と考えるよりも、まず朱音さんをここから引っ張り出すことが先決だ。

　小さい頃は、実家の神社の長い石段を妹弟や友達と駆け回っていたから、体力には自信がある。さすがに川で泳いだことはないけど！

　私は放心状態の朱音さんの身体を引きずって、なんとか川辺に戻った。

「ハァ、ハァ……」

　ふたりとも河原の砂じゃ利りの上に膝から崩れ落ち、前のめりになった上体を支えるようにその場に両手をついて、大きく肩で息をする。

　私は辺りを見回してトレンチコートを見つけて拾い上げると、朱音さんの身体にかけながら、すぐそばに座った。

　体力には自信があるって思ってたけど、やっぱりアラサーの身で人ひとり引きずるのは、キツかった……。

　全身ずぶ濡れで、身体が鉛のように重い。風の冷たさが、濡れた身体から容赦なく体温を奪っていく。寒さで歯がガチガチと鳴り、全身は震えだし、私自身もしばらく動けそうになかった。

　暗闇の中、聞こえてくるのはふたりの息遣いと、川を流れる水の音だけ。

　正直、今は息を整えるのが精一杯で、話す気力もなかった。

「……ぅっ……これから、どうすればいいのよ……」

　しばらくして、朱音さんが絞り出すような声で言った。暗くて朱音さんの表情はよく見えないけど、きっと精神的な苦しみで顔を歪ゆがませているだろう。

「私ひとりで、どうやって子供を育てたらいいのよっ!?」

　朱音さんの声が、涙交じりになる。

　その言葉に驚いて、私は思わず目を丸くした。

　……どういうことなの？

「『ひとりで』って……相手は彼氏でしょ？」

「そうよ。……でも、逃げたのよ、あいつ……」

　朱音さんはうつむいたまま、拳こぶしをグッと握りしめた。

『逃げた』って……なんてひどい男なの!?

「……体調不良が続いて生理も遅れてるし、もしかしたらって思ってたけど、知るのが怖くて……誰にも知られたくなくて、自分で検査したら……陽性だった……」

　朱音さんの消え入るような声が、妊娠の事実を知った彼女の戸惑いを表しているようで、私は胸が苦しくなった。

「……そうだったの……。それを伝えた時、彼はどんな反応だったの？」

「『ひとりじゃ不安だから一緒に病院に行ってほしい』って言ったら、そのあと急に連絡が取れなくなって……彼のひとり暮らしの家にも行ってみたけど、留守で……。捨てられたのよ！」

　朱音さんは肩を震わせている。

　彼女の言葉を聞いて、私の心がズキッと痛んだ。

「……なんだか自分の身体じゃないみたいに感じて、もう周りとは違う世界にいるみたいだった。でも、叔父さんたちには言いだせなくて……」

「朱音さん……」

　そうだ。朱音さんはまだ学生だ。これからどうしていいかわからず、ひとりで悩んでいたんだろう。

　相談すべきご両親もいない。叔父さん夫婦が今は親代わりだ、と小野原さんは言っていたけど、昔、反発して迷惑をかけたと思っている分、余計に話しづらかったのかもしれない。

「お兄ちゃんに相談しようと思ったけど……私のことでこれから迷惑かけるなら、私なんていなくなったほうが……いい……」

　朱音さんは砂利をつかんで、グッと握りしめた。

「何言ってるの！　それは間違ってるよ！」

　私は大声で彼女の言葉を否定した。

「……あんたに……私の何がわかるのよ！　あんただって、私なんかいなくなればいい、って思ってるんでしょ？　そしたら、お兄ちゃんを、独り占めできるもんね。それとも何？……私を助けて、お兄ちゃんにいいカッコしたいわけ？」

　朱音さんはフンと小バカにしたように、片方の唇の端を上げた。

「……なんですって？」

　その言い草に――。

「あなたね……いい加減にしなさいよっ！」

　私の中で、何かがプツンと切れた。

「生意気だし、いつも突っかかってくるし、可愛いげもないけど、それでもいなくなってほしいなんて、一度も思ったことないわよ！　それにカッコつけたいだけで、誰がこの時期のこんな冷たい川の中に入るっていうのよ！　あなたを助けたいからに決まってるでしょ！」

　急に声をあげた私を、朱音さんは驚いたように見ている。

「それに、あなたにいなくなってほしい、なんて思ってる人、誰ひとりいない。小野原さんはあなたを必死に探しているし、高橋さんも、前にあなたを妹みたいだ、って言ってた。叔父さん夫婦も、あなたを可愛がってくれてるんでしょ？」

　朱音さんは、何も言わずにうつむいた。

「あなたがもし、ここで命を落としたら、小野原さんは絶対一生後悔する。あの時、なんで話を聞き出してあげられなかったんだろう、って後悔し続ける。……私にも妹と弟がいるから。……私はあの人のそんな姿、見たくないの」

　小野原さんの悲しむ顔を想像しただけで、私は胸が押し潰されそうになった。

　やがて、朱音さんが静かになったのを見て、私も冷静さを取り戻すようにフーッと息を吐いた。

「……残念だけど、私はあなたの代わりにはなれない。ずっと生まれた時から一緒のあなたと、最近出会った私とじゃ、絆の深さが違いすぎる。……小野原さんにとっても、あなたはたったひとりの家族だから」

　朱音さんはひと言も発さないまま唇を強く噛むと、上半身を前に倒し、両手で顔を覆った。

　肩と背中が小刻みに震えているのがわかる。顔と手の間から嗚咽が途切れ途切れに聞こえてくる。私はその背中に、そっと手を置いた。

　その時。

「朱音ー！　香奈ー！」

　小野原さんの声が、遠くから聞こえてきた。

　私はハッとして、その辺に投げ捨てるように放ったままだったバッグを拾い上げ、スマホを出した。寒さで震える指でなんとかリダイヤル操作をし、繋がるのを待つ。

　ツーコールくらいで、すぐに小野原さんが出た。

「もしもし、小野原さん！」

『香奈！　どこだ!?』

「スマホが光ってる所です！」

　私はライト機能をつけると、スマホを持ったまま手を上げた。

　早く気づいて!!　寒くて、全身が固まりそう。

「朱音！　香奈！」

　やがて、近くで小野原さんの声が聞こえた。

　そのほうを向くと、土手から階段を駆け下りてくる人影が見える。

　よかった……。

　安心感から腕がだらりと下がり、私は意識を手離した。




　ゆっくりと瞼を上げた。

　静寂の中、薄暗い視界に浮かび上がる、見慣れない白い天井。

　……ここ、どこだっけ？

　私はそのままゆっくりと首を傾げた。同じベッドが数台並んだ部屋に、ひとり寝かされていた。

　病院……みたい。いつの間にか、患者さんみたいな服、着せられてるし……。

　どうやってここに来たのか、全く記憶がない。確か小野原さんの声が聞こえて、力が抜けて……それから？

　……あっ！　朱音さん！

　私は、慌ててベッドから跳ね起きる。

　その時、部屋のドアが開いて誰かが入ってきた。

「小野原さん！」

　彼は私の顔を見ると、目を大きく見開き、すぐに駆け寄ってきた。そして私の頭を自分の胸に押しつけるように、ぎゅっと力強く抱きしめた。

「香奈……！」

　私もその広い背中に手を回す。

　伝わってくる体温と鼓動が、私を落ち着かせてくれる。

　それと同時に、好きな人と思い切り抱きしめ合える喜びで、胸がいっぱいになった。

「……小野原さん、朱音さんは？」

「無事だよ。……お腹の子も」

「そうですか……よかった……」

　ホッとして全身の力が抜けた。

　小野原さんも知ったんだ。驚いただろうな……。

　彼は私から身体を離すと、今度はゆっくりと顔を近づけてきた。

　え、何？　こんなとこで……？

　キスされると思って、私は反射的に目を閉じた。

　ゴツンッ。

　額に軽い衝撃を受けた。痛……くはない。

　与えられたのはキスじゃなくて、頭突きだったか……。

　恐る恐る目を開けると、小野原さんが真顔で私を見ていた。

「怒ってます……か？」

「当然だ。帰るように言ったはずだけどな」

　低い声が耳に響く。

「すみません……」

「まったく、ずぶ濡れで倒れてる香奈を見つけた時、俺は心臓が止まるかと思ったぞ」

「……ごめんなさい。でも、じっとしてられなくて」

　私は小野原さんの目を、真剣に見つめた。

「わかってる」

　小野原さんの目は、もう怒っていなかった。

「朱音から聞いた。香奈が朱音を見つけてくれたんだな。それに、川から引き上げてくれたことも」

　そう言うと、再び私を抱き寄せる。

「ありがとう」

　そして私の額に大きな手を当て、「痛くして悪かった」と私を優しく見つめながら、そっとさすってくれた。

　小野原さんの話によると、あのあと私と朱音さんは救急車でこの病院に運ばれたそうだ。私がかけたトレンチコートが多少なりとも防寒となり、朱音さんの体温はそこまで下がらず、意識もしっかりしていて、検査の結果、赤ちゃんも無事だったらしい。

　意識のなかった私も一応検査を受けたらしいけど、特に心配するようなこともなく、この部屋で数時間、爆睡していたそうだ。

　恥ずかしい……。

「朱音さん、今はどうしてます……？」

「今は別の部屋で、落ち着いてるよ」

「私、朱音さんに謝らなきゃ……。結構、偉そうなこと言っちゃったんです。一番ツラいのは朱音さんなのに……」

　朱音さんの心境を思い、私は眉を寄せた。

「そのことなら、聞いたよ」

「そうですか……」

　朱音さん、腹立ててるんじゃないかな？

　でも、私の心配をよそに、朱音さんの反応は意外なものだった。

「あとで朱音が香奈に謝りたい、って言ってたよ。自暴自棄になってバカなことをして、その挙げ句に香奈に当たってしまった、って反省してた」

　小野原さんは腕組みしながら、小さくため息をついた。

　あの朱音さんが、そんなことを……？

「でも、彼氏がいなくなって……朱音さん、すごく傷ついてました」

　はらませといて勝手に逃げるなんて、ホントに最低だよ！　男の風上にも置けない！　私の中で、怒りが再燃した。

「それなら、見つかった」

「ええっ!?」

　あっさり言われ、私は目を丸くした。

「将吾が探すのを協力してくれた」

　将吾……あ、高橋さんのことだ。

「朱音の彼氏は、同じ地元のヤツなんだ。将吾はずっと地元にいるから顔が広くて、いろんな人たちに声をかけて、そいつが行きそうな場所を広く捜索してくれた」

「そうだったんですか。見つかってよかった……」

「さっき、こっちに向かわせてる、って連絡があった。将吾に借りができたな」

　小野原さんは、静かな笑みを浮かべた。

　……高橋さん、すごいです。

　でも、一瞬でも逃げたことには変わりない。これで許されると思ったら、大間違いだからね。

「朱音の顔、見に行くか？　まだ起きてたから」

「はい」

　小野原さんの問いかけに、私は頷いた。

　ベッドから下りる私を、小野原さんが支えてくれた。

　長い病院の廊下を、小野原さんと手を繋ぎながら歩く。

　朱音さんの部屋は一般病棟ではなく、産婦人科の中にあるらしい。

　部屋の前に着いてドアをノックしようとした、その時。

「朱音、ごめん！」

　部屋の中から、男の人の声がした。

「マサキのバカッ！」

　続いて、朱音さんの怒鳴り声も聞こえる。

「小野原さん、今の……」

「朱音の彼氏だ。先に到着してたみたいだな」

　小野原さんの口調が厳しくなった。眉間に皺を寄せて病室のドアを見つめている。

　彼氏は〝マサキさん〟って名前なんだ。

「じゃあ私、出直したほうがいいみたいですね……」

「先に病室に戻っとくか？　俺はしばらくここにいるよ。ケンカでもして、また逃げられたら困るからな」

　そう言う小野原さんの顔は、やっぱり険しい。内心すごく怒ってるんだろうな。

　でも、私も同じ気持ちだ。

「私も一緒に待ちます」

　ふたり並んで、壁にもたれかかった。

「ごめん、ホントにごめん！」

　朱音さんの彼氏――マサキさんの謝罪は続く。

　特に聞き耳を立てているわけではないのに、夜の静寂のせいか、声がドアの外まで聞こえてくる。

「俺……逃げるつもりはなかったんだ。でも『子供ができた』って聞かされて、気が動転して……。小さい頃に、俺の親が離婚してるの知ってるだろ？」

　マサキさんの声のトーンが下がった。

「知ってる」

「父親に引き取られたけど、あまり家に帰ってこない人で、気に入らないことがあると、すぐに暴れて手がつけられなくて……。親から大事にされた記憶がないんだ。だから……こんな俺が子供に愛情を注げるか、急に不安になって……」

　朱音さんは、黙って聞いているようだ。

「でも、朱音が死のうとした、って聞いて、もし朱音とお腹の子が助からなかったらどうしよう、って……そのほうがずっと怖かった」

「マサキ……」

「だから、これから先、俺が朱音と子供を守る。守らせてくれ」

「本当に？」

「約束する」

　マサキさんが迷いのないような、明確な口調で答えるのが聞こえた。

　しばらく沈黙があって、朱音さんの涙声が辺りに響いた。

「もし……勝手にいなくなったり……したら……今度は……ぅっ……絶対に許さないからね」

「うん」

　椅子がガタッと床をする音が、耳に届く。

　ああ、今マサキさんが立ち上がって、朱音さんのいるベッドのふちに座って、ふたりで抱きしめ合っているのかもしれない。これから大変なこともあると思うけど、どうか、授かった新しい命を大切にしてほしい。

　私も、ふたりの新しい出発を応援したいと思った。

　さっきまでの、『逃げる男は許さん！』というような怒りの感情は、溶けてなくなっていた。

　私は繋がれた手をぎゅっと握り返して、小野原さんを見上げる。

　小野原さんも私の視線に気づき、優しく微笑むと、無言で私の肩を抱き寄せた。

　廊下の窓の外が、夜明けが近いことを示すように、白くなり始めていた。










どうか、この手を取って




　月曜日。

　私はボーッとする頭で、パソコンに向かっていた。

　朝、家を出る前に体温計で計ったら、三十六度九分、という微妙な数字だった。

　週明けは特に忙しいし、少しぐらいの風邪で会社を休むわけにはいかない。大丈夫、と思って出社したんだけど……。

　完全に風邪だ。

　ックシュン！

　一応、マスクしてきてよかった。本日、何回目のくしゃみだろう。さすがに秋の川の水は、冷たかったな……。

　昨日の朝、朱音さんと対面することができた。素直に謝る朱音さんに、以前のような気の強さはみじんも見られず、私も言いすぎたことを反省した。

　同様に初対面のマサキさんにも、お礼を言われた。彼は、朱音さんのバイト先の先輩なのだそうだ。

　その後、私はタクシーで帰ったんだけど、朱音さんは念のため、二、三日、入院するらしい。

　その夜、小野原さんから連絡があって、教えてくれた。

　私が帰ったあと叔父さん夫婦が病院に駆けつけて、朱音さんとマサキさんは今回のことを謝罪し、出産とふたりの結婚を認めてほしい、と願い出た。

　小野原さんも、一緒に頭を下げたみたい。

　叔父さん夫婦もこうなった以上、ふたりの決意を尊重してくれたんだそう。

　といっても朱音さんは大学生なので、いつから休学するとかは、病院の先生や家族と話し合って決めるみたい。




「永沢さん、大丈夫？　だいぶ調子悪そうだけど」

　私の様子を見かねた笹倉さんが、心配そうに声をかけてくれた。

「……すみません」

「いいのよ。それより、今日はもう帰ったほうがいいんじゃない？」

「でも……」

　私は時計を見た。

　時刻は午後四時三十分だ。

「……定時まであと一時間ですし、なんとか頑張ります」

「そう？　でも無理しないでね。もちろん残業なんかしちゃダメよ」

　そう言い残すと、笹倉さんは自分の業務に戻った。

　じっと座ってても、熱がだんだん上がっていくような気がする。

　こういう時に、ミスは起こりやすい。

　私は気合いを入れ直し、残りの仕事に集中した。




　定時に仕事を切り上げ、会社を出た。なんとか気力を保ち、電車に乗り、駅から家に向かって歩く。

　自宅マンションに着いた頃には、熱が上がってしまったようで、もうふらふらだった。玄関に入った時、無事に帰ってこられた安心感からか、どっと疲れが増した。

　ジャケットを脱ぎ捨てると、スカートが皺になるのもかまわずにベッドに倒れ込み、そのまま深い眠りについた。




　チッチッ……と、時を刻む秒針の微かな音と、全身にまとわりつく汗の気持ち悪さで目を覚ました。

　ゆっくりと上体を起こして、部屋の明かりを点つける。

　時計は午後八時を指していた。

　……病院、もう閉まっちゃった。仕方ない、明日行こう……。

　私は棚から市販の風邪薬を取り出した。その前にお腹に何か入れないと、と冷蔵庫に常備しておいたヨーグルトを取り出し、口にゆっくり流し込んだ。

　熱を計ってみると、寝汗をかいたせいか少し下がっている。身体の動きも会社にいる時より、だいぶ軽くなった。

　……ああ、汗が冷えて、気持ち悪い……着替えなきゃ。

　そう思い、ブラウスのボタンを外していた時。

　スマホの着信音が遠くから聞こえた。

　……ええと、どこに置いたっけ？

　音のするほうを見ると、バッグが玄関に置き去りにされていた。

　駆け寄ってスマホの画面を見て、慌てて電話に出る。

　小野原さんからだ！

「もしもし」

『香奈、起きてたか？』

「あ、はい」

『体調はどうだ？』

　小野原さんの気遣うような声が、聞こえてきた。

「え……？」

『香奈が定時で帰った、と笹倉さんから聞いた』

「あ、ああ……そうなんです。でも、もう大丈夫です」

　私は声のトーンを少し明るめにした。

　今、小野原さんは朱音さんのことでいろいろ大変だと思う。昨日もずっと病院にいたと思うし。私のことで、余計な心配をかけたくない……そう思っていたんだけど。

『香奈、俺に心配かけないために、無理してるんじゃないだろうな？』

「……え、そんなこと、ないですよ」

　バレそうになってる？

　私はドキドキしながら、取り繕うようにさらに明るく答えた。

『今、近くまで来てるんだ。もし迷惑じゃなかったら、少し顔を見たいんだけど』

　身体が弱ってる時、ひとり暮らしだとどうしても心細くなっちゃうから……やっぱり心配してくれるのはすごく嬉しいな……。

「あ、はい。……でも、小野原さんに風邪がうつっちゃいますよ」

『俺は丈夫だから、平気だ。顔だけ見たらすぐに帰るから。部屋番号を教えてほしい』

「三〇二です」と答えると、『すぐ行く』と返事があって、電話が切れた。

　するとその直後、インターホンが鳴った。

「え？」

　覗き穴から外を窺うと、眼鏡をかけたスーツ姿の男性が立っている。

　小野原さん！　早っ！　早すぎない!?　何これ、瞬間移動!?

　普通ならそんなことあるわけないのに、私の熱っぽい頭は、一瞬本気でそう考えてしまった。急いでドアを開ける。

「あ……早かったですね」

「マンションの下から電話してた」

　小野原さんが心配そうに、私の顔を見ている。

「そうなんですか」

　まさか、もうここまで来てたとは……。それって、近いとかのレベルじゃないよね、びっくりした……。まあ、どうでもいいか。

　私は、小野原さんを玄関に招き入れた。

「熱は？」

「大丈夫です。帰ってからすぐに寝たので、もうだいぶ下がりました」

　私は小野原さんに心配をかけまいと、笑顔を貼りつけて答えた。

「そうか……あ、寝癖がついてる」

「えっ？」

　しまった。起きたばかりだったから、きっと髪の毛がボサボサだ！

　私は咄嗟に、手で髪の毛を整えた。

「ちゃんと、俺だと確認してから玄関を開けたか？　香奈は時々、無防備だから」

「無防備じゃないですよ。小野原さんだと、ちゃんとわかってから開けましたから」

「じゃあ、その格好は？」

　小野原さんの視線が私の顔から外れ、胸元へと下がっていく。

「え……？」

「俺だとわかって誘ってるのか？」

　小野原さんの視線を追って、私も目を下に向けると……はだけたブラウスから、中の下着が丸見えだった。

　ああっ、着替えようとしてボタンを全部外したまま、すっかり忘れてた！　私のバカッ！

「ち、違います！　これは着替えの途中だったから……っ」

　慌てて小野原さんに背を向けて、大急ぎでボタンをとめ直す。恥ずかしさで、おそらく私の顔は真っ赤になっているに違いない。

「なんだ、着てしまうのか。だったら、言わないほうがよかったな……」

「変態発言ですよ！」

「否定はしない」

　淡々と言い返される。

「そこは否定してくださいっ！　それに、もっと早く教えてください！」

　振り返って抗議しようとした私の目の前に、小野原さんはデパートの紙袋を差し出した。

「……これは？」

「何か食べられる物があればいいと思って」

　小野原さんが穏やかに微笑んだ。

　中を覗くと、小さな白い箱がある。さらにそれを開くと、色とりどりのフルーツが載ったゼリーと、プリンが四つほど並んでいた。

「わっ、すごい、美味しそう！　わざわざ買ってきてくれたんですか？」

「口に合うといいけど」

「合います、合います、絶対！　ありがとうございます！」

「急に元気になったな」と、小野原さんは目を細めた。

「こんなにいただいて、本当なら家に上がっていただきたいんですけど、ちょっと今日は……」

　私は口ごもった。

　部屋が少し散らかっているし、風邪をうつしてしまうと大変だ。

「わかってるよ。俺もそのつもりだから、気を遣わなくていい。それから、さっき朱音から連絡があった。明日、一応退院できるそうだ。しばらくは、叔父の家で世話になるらしい」

「そうですか、よかった……。あ、私が体調崩してること、朱音さんには内緒にしてくださいね。心配かけたくないし、まず自分の身体を大事にしてほしいですから」

　私は小野原さんをまっすぐ見た。

「香奈ならそう言うと思って、言ってないよ」

「ありがとうございます。私も早く元気になって、また朱音さんに会いに行きますね」

「そうしてくれると、朱音も喜ぶよ」

　小野原さんは、私の頭を軽く撫でた。

「じゃあ、そろそろ帰るよ」

「あ、はい……」

『え、もう？』と言いたくなるのを我慢して、頷いた。私の様子を見に来てくれただけだし、わかってはいるけど……やっぱり帰られるのは寂しいな……。

「そんな顔、するな」

　小野原さんの声が優しくて、余計に寂しさが増す。

「そんな顔されたら……」

　小野原さんも、寂しいと思ってくれているのかな。

「襲いたくなる」

　小野原さんが、ニヤリと笑って言った。

「な、ななな、何言ってるんですか！」

　違うこと考えてた、この人！

「しょっぱなからあんな姿見せられて、おまけに熱の影響で、そんな潤んだ目でじっと見られたら、そうなる」

『そうなる』って、そんな当たり前のことのように、サラッと言わないでー！

「今、この距離だって結構ヤバいんだ」

　小野原さんは困り顔で笑う。

「……『ヤバい』って……」

　私は思わず後ずさった。でも、すぐに上がり框かまちに踵かかとが当たる。

「そんなに恥ずかしがることないだろ。この前はあんなに素直だったのに」

　土曜日の夜の、小野原さんのマンションでの光景が、脳裏に浮かぶ。その瞬間、顔から火が出そうになった。

「……あれは、その、素直というか……」

　その時の流れというか……いや、自分の気持ちに嘘はないんだけど、心の勢いというものもあるので……。って、ただでさえ回らない頭なのに、考えただけでだんだんクラクラしてきた！

　小野原さんは私の前髪をそっとかき上げると、額に軽くキスをした。

「今日はこれで我慢しとくよ。焦ってる香奈も可愛いし、見てるのも楽しいけど、あまり言うと、余計に熱が上がりそうだから」

　そして、いたずらっぽく口角を上げる。

　……意地悪。

「ちゃんと戸締まりするんだぞ。元気になったら、またどこかに行こう」

　小野原さんはそう言うと、玄関をあとにした。

　私は紙袋を抱えたまま、しばらくそこに立っていた。触れられた額が熱い。

『余計に熱が上がりそうだから』って、もう遅いですよ……。




　翌朝。

　小野原さんのせいじゃないのはわかっているけど、熱を計ったらまた上がっていた。

　会社に欠席の連絡を入れて、笹倉さんにもその旨をメールする。

　すると、心強い返事がきた。

【仕事のことは気にしないで、ゆっくり休んでね。ぶり返すといけないから、今日一日で熱が下がっても、念のため明日も休みなさいね。普段、人一倍頑張ってるんだから、それぐらい休んでも誰も文句言わないわよ。お大事にね】

　午前中に病院へ行って、近くのスーパーで必要な食糧を買って帰り、あとは家で大人しくしていた。

　その日の夜にはもうだいぶ熱が下がったけれど、笹倉さんの言う通り、またぶり返すと結局、会社に迷惑をかけることになりかねない。少し心苦しかったけど、次の日も休ませてもらうことにした。

　私が休んでいる間も、小野原さんは心配して連絡をくれていた。

　やっぱり優しいな……。早く会いたい。




　そして、私の願いも通じてその翌日には全快し、気合いを入れ直して私は家を出た。

　少し早めに出社し、八時三十分の始業時間になるまで、この数日、仕事の穴を埋めてくれた同僚たちの間を謝罪と引き継ぎのために駆け回った。

　当然、笹倉さんにも。

「すみません、ご迷惑をおかけしました」

「いいのよ、そんなの。それより、もう大丈夫？」

「はい、すっかり元気になりました」

「そう、安心したわ」

　笹倉さんは微笑むと、「それで……」と少し声を潜めた。

「小野原部長には会えた？」

「えっ」

　まさか笹倉さんから小野原さんの名前が出るとは思っていなかったので、心臓がドキッと跳ね上がった。

「あら、顔が少し赤くなった。やっぱりそういう関係？」

　笹倉さんは、からかうような口調で私に顔を近づける。

「ええと、その……」

　笹倉さんがどこまで知っているのかわからず、返答に困っていると、「ああ、びっくりさせちゃってごめんね」と彼女が微笑んだ。

「月曜日の定時後、珍しく小野原部長がここに顔を出したのよ。そして『永沢さんはいないんですか？』って聞いてきたの。最初は、何か仕事で用があったのかな、って思ったんだけど……。どうやら違うみたいだから、『気になりますか？』って、半分からかうつもりで聞いたんだけどね……」

　笹倉さんはその時のことを思い出したのか、フフッと噴き出した。

「『はい、俺の大切な人なので』だって！　しかも、あのポーカーフェイスで！」

　……何、堂々と答えちゃってるんですか、小野原さん！

「えっと、それはっ……」と、私は焦って笹倉さんに何か言おうとしたけど、うまく言葉が出てこない。

　ひとりであたふたする私に、笹倉さんは微笑みかける。

「『別に』とか、そういうありきたりな返事が来ると思ってたから、あんなにストレートに言われて、耳を疑っちゃったわよ。あ、でもちょうどその時、周りに誰もいなかったから私以外、聞いてないし、もちろん誰にも言ってないから安心して」

「はい、ありがとうございます……」

　ああ、笹倉さんでよかった……もし、ほかの人だったら、新幹線並みのスピードで、噂が社内中を駆け巡っていたに違いない。そう思うと、もしかしたら小野原さんは、尋ねる人を選んでいたのかもしれない。

「そっかー、社内一のモテ男のハートを射止めたのは、永沢さんだったか」

　笹倉さんは腕組みしながら、天井を仰ぎ見た。

「そんな、射止めたなんて……そんな大それたことは……」

　私が慌てて首を横に振ると、笹倉さんはニッコリ笑った。

「最近の永沢さんの雰囲気を変えたのは、あの人でしょ。大切にされてるのね」

『大切にされてる』……それは、私も痛いほどわかっている――。




　その日の午前、資料室へ向かいながら、私はさっきの笹倉さんの言葉を思い返していた。

　もし、小野原さんが私から離れていってしまったら、今度こそ立ち直れないような気がする。『彰斗の時みたいに、突然別れがやってきたらどうしよう』とか、ふとした時に考えてしまう、臆病な自分は嫌だけど。

　私は資料室のドアを開けた。

　奥にスーツ姿の男性がいる。

「お疲れさまです」と、その横を通り過ぎようとした時、その人物と目が合い、ギクッとした。

　それは、彰斗だったからだ。顔を見た瞬間、結婚式で聞いた話を思い出し、気分が重くなる。私は無言でさっさと、必要な資料のある棚に近づいた。

　すると、靴音が私のほうへ近づいてきて、すぐ後ろで止まった。

「……土曜日は、ごめん」

　私は棚のほうを向いたまま、無視した。

「あんな話、聞かせるつもりはなかったんだ」

　……ああ、もう、やめてよ。思い出して、余計に気分が悪くなるだけだから。

「もっと早く香奈と話したかったんだけど、避けられるのが怖くて、声をかけられなかった」

　彰斗はわりと落ち着いた声で、静かに話しかけてくる。

　そういえば先週の月曜日、廊下で彰斗にそんなことを言われたような気がする。でも、もう今さらどうでもいい。

「今、勤務中なんで私語はやめてもらえませんか？　それに、彼女以外の女を名前で呼ぶのは、マズいと思いますけど」

　私は振り返らず、彼には目もくれないまま冷ややかに言った。

「……黒本とは別れた」

　彰斗はボソッと呟く。

「は？」

「あいつ、結構ワガママでさ……。俺、香奈のよさがようやくわかったんだ。勝手なのはわかってるよ。でも、もう一度やり直したいんだ」

　彰斗の声が耳の近くで聞こえ、私との距離を詰めてきたとわかった。

『やり直したい』……？　一体、どの口が言ってるの!?

「やめてよ！」

　私は声を荒らげた。これ以上、聞きたくなかった。振り向くと同時に、彰斗を睨みつける。

「勝手に一方的にフラれて、私がどれだけ落ち込んだと思ってるの!?　それに人のこと、あれだけバカにしておいて！　気に入らなくなったら、すぐに捨てて近くの女に言い寄って、あんたって最低ね!!」

　その途端、彰斗の目つきが変わった。そして、私の肩をつかんで恐ろしいほどの力で、棚にグッと押しつけてきた。

「……きゃっ！」

「『落ち込んだ』だって？　本当にそうか？　すぐに新しい男ができて、浮かれてたんじゃないのか？」

　彰斗は顔をグッと近づけ、私の瞳を射抜くように鋭い眼光を向けてくる。

　突然の彼の変わりように、一瞬ひるんでしまう。

「ちょっと、痛い！　なんのこと――」

「小野原部長だよ」

「え……？」

　どうして彰斗の口から、小野原さんの名前が……？

　私は驚きで言葉を失った。

　そんな私の様子を見て、彰斗は勝ち誇ったように口を歪めた。

「やっぱりな」

「なん……で……」

「月曜日、部長がお前の部屋から出てくるのを見たんだよ」

「えっ!?」

「俺はすぐ階段に隠れたから、あの人は気づかなかったみたいだけどな。部屋に入れるってことは、深い関係なのか？　もう抱かれたのか？」

　彰斗が、意地悪そうな笑みを浮かべる。

「そんなこと、あんたに関係ないっ！」

　別れた女が何をしようが勝手なのに、彰斗がどうしてそこまで小野原さんとのことに突っかかってくるのか、わからなかった。

「大人しそうな顔して、どうやって言い寄ったんだ？」

「そんなこと、してない……っ」

　私は首を大きく横に振った。

「じゃあ、あの人に口説かれたのか？　そりゃ、あのルックスで将来性もあるし、声をかけられて舞い上がらない女はいないよなぁ」

　肩にかかる彰斗の力が、さらに強くなる。

「だけど、向こうもお前のそんな反応を見て、楽しんでるだけかもしれないぞ？」

「なっ……！」

「お前だって、釣り合わないって感じることはあるだろ？　身のほどをわきまえて、目を覚ませよ」

　彰斗は、嘲あざ笑わらうかのように私を見下ろした。

『釣り合わない』……。

　私だって自分のことは、よくわかっている。美人でもなければ、バリバリに仕事がデキるキャリアウーマンでもないし、強い人間でもない。だけど……なんで、彰斗にそんな言い方されないといけないの？

　悔しい……！

　――バチンッ!!

　私は、空いているほうの手で、彰斗の頬を叩いた。

「確かに、最初は小野原さんの気まぐれだと思ったわよ！　だから、もし小野原さんと付き合えば……誰もが羨むあの人と付き合えば、彰斗を見返せる……そう思った！　だけ――」

『だけど』と続きを言おうとした、その時――。

「そこで何をしている？」

　聞き慣れた低い声が、資料室に響いた。

　私と彰斗は、ほぼ同時に声のしたほうを向く。

　そこには……険しい表情の小野原さんが立っていた。

いつから、いたの……？

「江田、そこで何をしている」

　小野原さんの、氷のような冷たさを含んだ口調に、彰斗は慌てて私の肩から手を離した。

　そして無言で下を向いたまま、資料室を出ていった。

　今、資料室には私と小野原さんのふたりだけ。

　今の話、聞かれてたら……私の元カレが彰斗だってわかってしまったはず……。『なんで黙ってたんだ』って、怒られるかな。

　小野原さんがこちらに近づいてくる。

　私はなんだか気まずくなって、立ち尽くしたまま、ぎゅっと目を閉じた。

　でも小野原さんは何も言わず、私の横を通り過ぎただけだった。

　何か言われると思っていた私は、思わず振り返った。

「あ、あの……」

「君も用事が済んだのなら、戻りなさい」

　突き放すような冷たい空気が、辺りに張りつめる。

　怒ってる……？　私が彰斗のことを黙っていたから？　それとも、元カレとふたりでいたから？

　……違う。

『もし小野原さんと付き合えば……誰もが羨むあの人と付き合えば、彰斗を見返せる……そう思った！』

　私が……私が、あんなこと言ったからだ！

「あ、あのっ……」

　違うと言いたいのに、小野原さんのまとう空気に圧倒されて、言葉が出ない。追いかけたいのに、足も前に出せない。

　その間にも、小野原さんは奥へと進んでいく。

　遠のいていく小野原さんの背中が、『お前はそんな女だったのか』……そう言っているような気がした。

　小野原さんはいつも優しくて、あの笑顔はいつも私のそばにあるものだと、当たり前のように思い込んでいた私は、忘れていた。

　人の心は、永遠ではないということを。

　彰斗に強くつかまれた肩より、小野原さんを想う胸のほうが苦しくて……痛かった……。




　翌日、金曜日の昼休み。

　早めに食事から戻った私は、廊下の突き当たりの窓際の壁に寄りかかり、そこから青空を泳ぐ白い雲をぼんやりと眺めていた。考えてしまうのは、昨日の小野原さんのことばかり。

　あれから、彼と社内で会うことはなかった。今日も午前中が過ぎたけど、姿を見ていない。

　昨日、帰宅してから電話をかけようと何度もスマホを手に取ったけど、結局、勇気がなくて何もできなかった。そのせいで、昨夜は一睡もできなかった……。

　何も言ってくれないのって、こんなにツラいことだったんだ……。

　あくびの代わりに、口から出るのは深いため息ばかり。

　その時、私の頬に温かくて硬い何かが触れた。

「ひゃっ」

　びっくりして振り返ると、笹倉さんがペットボトルを手に立っていた。

「あらら、昨日はあんなに幸せそうだったのに、今日はどうしちゃったの？」

　私は思わずうつむく。

「お昼ご飯もあまり食べてなかったみたいだし。森さんと鈴木さんも心配してたわよ」

　笹倉さんが優しい声で言う。

「すみません……」

「大丈夫？」

　笹倉さんは「はい、私のおごり」と、ホットレモンティーのペットボトルを手渡してくれた。

「ありがとうございます」

　手のひらから伝わるじんわりとした温もりが、沈んでいた心にゆっくりと広がる。

「もうすぐ、午後の業務が始まるわよ」

　ああ、もうそんな時間だったんだ……。

「あ、それから」

　フロアに戻りかけていた笹倉さんは、くるっと振り向いた。

「小野原部長、昨日の午後から今日まで出張だって。直帰みたいだから、今日の帰りは遅いんじゃないかしら」

　そう言うと、笹倉さんはその場から立ち去った。

　さすが笹倉さん、鋭いな……。私と小野原さんに何かあった、って気づいたんだ……。

　出張だから、あれから姿が見えなかったのか……。

　その時、ポケットの中のスマホが振動した。




　その日の午後七時。

　私は会社からふた駅ほど離れた駅近くのカフェの前で、中の様子を窺っていた。

　昼休みに送られてきたのは、小野原さんではなく……彰斗からのメールだった。

【昨日はごめん。会ってちゃんと謝りたい。

　青空駅前のカフェで六時半に待ってる。来てくれないかもしれないけど、待ってる。もう何もしないから】

　何を今さら……。

　無視しようと思ったけれど、私も彰斗を思い切りひっぱたいてしまった。あとから考えたら、いくら相手が暴言を吐いたからって、自分の行動は大人としてどうかと思ったりもしてしまう。

　誰かを平手打ちしたのは、人生で初めてだ。

　それだけは私も謝ったほうがいいだろうか……。でもそれは彰斗が悪いんだし、と心のどこかで自分を擁よう護ごする気持ちがあるのも確かだ。

　迷ったままいつも通り残業をし、とりあえずどうするかはその場で考えることにして、指定されたこの場所に着いたのは約束の時間から三十分経った頃だった。

　彰斗はもう帰ったかもしれない。いや、そのほうがむしろいい。

　そう思って、中を覗くと……。

　金曜の夜、少し混雑した店内に彼はいた。やや顔を下に向け、椅子に座ったままじっとしている。

　私が来るまで待つつもりなのか……。

　別に私が行く必要はない。いつまでも来ない私を、ずっと待ってたらいいじゃない。

　そう思ったけど、万が一、このあともズルズルと連絡が来るのは嫌だ。

　どうしようか迷ったけど、結局ここまで来ちゃったしな……。よし、私も言いたいことを言って帰ろう。私たちの関係に、今度こそ終止符を打つ。

　私は店内に足を踏み入れた。




　静かに席に近づいて、黙って彰斗の前に立つ。

　私を見上げた彰斗は安堵したような、でもやっぱり少し気まずそうな、複雑な表情を浮かべていた。

「私が来なかったら、どうするつもりだったの？」

「……香奈なら来ると思った」

　何よ、わかったような口きいて……。

　私は顔を背けたまま、席に着いた。

　すぐに店員が注文を取りに来たので、紅茶を頼んだ。

「昨日はひっぱたいて悪かったわ。それを謝りに来ただけ」

「……いや、香奈が怒るのは当然だよ。俺は香奈に謝らないといけないことが、たくさんある」

　彰斗は視線を落とした。

「昨日はひどいことを言って、本当にごめん。許してくれないのはわかっているけど、どうしても会って謝りたかった。でも……香奈とやり直したいと思ったのは、本当なんだ」

「嘘！　私のこと、最初から本気じゃなかったくせに」

「嘘じゃない……って言っても、信じてもらえないよな」

　彰斗はバツが悪そうに頭をかいた。

「もう、何が本当で何が嘘かわからない」

　今さらどうでもいいことだけど。

「……俺、前に付き合ってた彼女と別れて落ち込んでた時、香奈に会って、香奈と一緒にいて、すごく落ち着いたし癒された。真剣に好きだった」

　彰斗は、こちらをじっと見つめて言った。

「でも……転職したこと、私に教えてくれなかったじゃない。それって、私をないがしろにしてたってことじゃないの？」

「それは違うんだ。確かにすぐに言わなかったのは、悪かったと思ってる。……俺、最初の食品メーカーに就職して四年経った頃から、別の道に進みたくて、ずっと転職を考えてたんだ。でも、そのことが原因で、前の彼女とギクシャクし始めて……」

「……なんで？」

「前の彼女は、俺と早く結婚したがってて、でも、俺が転職したら、これまで地道に築いてきたものがすべてなくなって、一からスタートになるだろ？　生活面や経済面で、彼女はすごく不安になってたらしい。それで、『私との幸せと仕事、どっちが大切なの？』って言いだして、俺の話にも耳を貸さなくなって……。すれ違いが続いて、別れたんだ」

　彰斗は、再びテーブルに視線を落としながら言った。

　こんな時に、なんて言ったらいいかわからない。私はあえて言葉を探したりせず、黙っていた。

　ちょうどその頃、注文した紅茶が運ばれてきた。

　店員が立ち去ると、彰斗は再び話し始めた。

「香奈とは一緒にいて楽しかった。でも、俺はやりたい仕事の夢を諦められない。だけどこれを言ったら、香奈も前の彼女みたいに離れていくんじゃないかと思って、怖かったんだ」

　あの頃は、周りの友達がどんどん結婚していって、とうとう志帆も結婚して、私も焦っていた。

　いつの間にか、彰斗を〝恋人〟ではなく、〝結婚してくれる人〟として見ていて、それが彰斗に伝わって、知らず知らずのうちに彼を追いつめていたのかもしれない。

「新しい仕事に慣れて自分に自信がついたら、ちゃんと香奈に話すつもりだったんだ。でも、今の職場で……」

　彰斗はバツが悪そうに、言葉を続けるのをためらった。

　代わりに私が口を開く。

「黒本さんに出会ったのね？」

「ああ……」

　彰斗は力なく頷いた。

「黒本は、俺の事務を担当してくれてたんだ。飲み会に行って、話す機会も増えて……その頃、黒本は小野原部長に告白したけどフラれて、落ち込んでたんだ」

「え……」

　確か、前に笹倉さんが、小野原さんに告白して玉砕する女子がいる、って言ってたけど、黒本さんもそうだったなんて……。

「話を聞いたり、なぐさめたりしているうちに距離が縮まって……気づいたら、気持ちが黒本に傾いてた」

「要するに、乗り換えたんでしょ？」

　私はすかさず彰斗にツッコんだ。

「……うん」

　彰斗は口ごもった。

　まあ、よくあるパターンよね……。

　聞きたくないけど、この際、はっきりさせてスッキリしよう。

「結婚式の日、相川くんが言ってたことは本当なんでしょ？　私が重い女だ、って」

　私は彼をじっと見つめて、問いただす。

「それは、俺が浮かれてて……。黒本と一緒に店で食事してる時に、相川に偶然会ったんだ。『可愛い彼女だな』って褒められて、舞い上がっちゃってさ……酒も入ってたし、気持ちが大きくなって、つい、あることないこと言って……。でも、相川がその時の話を覚えてるなんて、思ってなかったんだ……ホントにごめん」

　彰斗は私に頭を下げた。

「……何それ」

　バカみたい。舞い上がったからって、ありもしないことを口走るようないい加減な男だったのか、彰斗は。

　傷つけられた怒りを通り越して、呆れて何か言う気にもなれない。

　彰斗は顔を上げて、続きを話しだした。

「でも、黒本は結構キツいっていうか、思い通りにならないとすぐに怒る性格で……それも最初の頃は可愛いと思ってたんだけど、だんだんしんどくなってきて……この前、別れたんだ」

　映画館で見た時は、あんなに仲がよさそうだったのに……まさか、もううまくいかなくなっていたなんて。

「それって、いつ？」

「結婚式があった前の週。会社の廊下で、香奈に『話がしたい』って言ったことがあっただろ？　その時には、もう別れてたんだ」

　彰斗は、すでに運ばれてきていた目の前のコーヒーを、ひと口飲んだ。

「……香奈は自分では気づいてないかもしれないけど、最近すごくキレイになったよ。香奈を見ると、前の好きだった頃の気持ちが蘇ってきて、勝手だけど、やり直したいと思った」

　私は心底呆れて、ため息をついた。

「……ホント、勝手ね」

「ごめん……。でも、ちゃんと話をする前に、結婚式の日、香奈を傷つけるようなことになって、すごく後悔して……。家に帰ってからも日曜日も、ずっと香奈のことを考えてた。でも、電話じゃ切られる可能性があったから、直接話をしたいと思って、月曜日、勇気を出して香奈の部屋に行ったんだ。そしたら、先に小野原部長が来てた」

「……私が具合が悪くて、定時後すぐに帰ったから、お見舞いに来てくれたの」

「そうか……」

　少しの沈黙のあと、彰斗が口を開いた。

「仕事もデキて周囲から信頼されてて、小野原部長は俺の憧れなんだ。だから、香奈の部屋から出ていく部長を見た時、絶対に敵わないと思った。なんか、香奈が遠くに行ってしまったような気がして焦って……昨日あんなこと言ってしまったんだ。バカだよな、あんなこと言っても、香奈の気持ちが戻ってくるわけないのに……」

　彰斗は自嘲ぎみに、唇の端を上げた。

「香奈がキレイになったのも、生き生きしてるのも、あの人の力なんだな……。小野原部長のこと、好きなんだろ？」

「……うん」

　私はまっすぐ、彰斗を見た。彰斗に何を言われても、私の心は揺るがない。

「私、小野原さんが好き」

　私はぬるくなった紅茶を一気に飲み干すと、財布から千円札を取り出して、テーブルに置いた。

「いいよ。俺が呼んだんだし、払うから」

「いいの。自分のだから」

　私はきっぱり言った。

「会社で会うことはあっても、ふたりで会うのはこれが最後よ」

　バッグを取って、立ち上がる。

「さよなら」

　私は彰斗の顔を見ずに、カフェの出口へ向かった。

　別れを告げられた、あの時とは逆――彰斗をひとり、残したまま。




　カフェを出て、駅から電車に乗る。

　数十分後、降り立ったのは自宅のある駅ではなく、小野原さんのマンションの最寄り駅。

　いくら心で思っていても、相手に伝わらなければ、意味がない。私はまだ、小野原さんに一番大切なことを伝えていない。

　徒歩五分で、小野原さんのマンションに着いた。部屋番号とインターホンを押したけど、返答はない。

　まだ帰ってないのかな。それとも、私が来たのがわかって、居留守使ってる？

　いやいや……。

　私はそんなネガティブな思考を追い払うように、首を振った。

　弱気になっちゃダメだ。

　オートロックなので、私はエントランスからこれ以上、中に入れない。かといって正面でずっと待ちかまえているのも、住人に不審がられると思い、建物のはしっこの、あまり目立たない陰に移動して待つことにした。

　連絡しても無視されるかもしれないけれど、マンションの前で待っている旨を、メールで伝えておいた。




　どのくらい時間が経ったかわからない。待つ時間を意識しないように、時計は見ないことにしていた。

　暦はもう十一月。

　冷たい木枯らしに、冬の気配を感じる。

　寒っ……。

　身を縮めたその時。

　オレンジ色の薄暗い街灯に照らされて、小野原さんが道の向こうから、こちらへ歩いてくるのが見えた。

「小野原さん……っ」

　私は歩道に飛び出し、彼の前に立った。

　彼はいきなり現れた私に、驚きを隠せない様子だった。

「……香奈？　こんな所で何して――」

「小野原さん！」

　何か言われる前に、話さなきゃ……！

　いや、この前みたいに黙ったまま去っていかれるかもしれない。怖いけど……行動しなきゃ、何も変わらない！　逃げるな、私……！

　私は拳を握りしめ、意を決して声を出した。

「小野原さん、この前はごめんなさい！」

　私は頭を下げた。

「傷つけてしまったこと、謝ります。でも、あれは私の本心じゃないんです」

　恐る恐る顔を上げると、小野原さんはじっと私を見ている。

　その表情からは何も読み取れない。

「信じてもらえないかもしれないけど、私、小野原さんとこれからもずっと一緒にいたいんです！」

　私は勇気を出して、一歩前に進んだ。

「私、小野原さんのことが好きです！　もし許してもらえるなら、私、小野原さんの彼女に立候補していいですか!?」

　私たちの間に、沈黙が流れる。

　小野原さんは、じっとして黙ったままだ。

　その空気が痛くて耐えられず、私はぎゅっと目をつぶると、右手を前に差し出した。

　まるで、お見合い番組で、出演者が意中の相手に告白する時のようなポーズで。

　これまで誰かを好きになっても、自分には可能性がないと思って告白せずに、恋そのものもすぐに諦めてしまっていた。可能性が低いのにあえて告白するなんて、傷つきたくない私には到底考えられないことだった。

　だけど……今は違う。

　フラれてもいい。冷たい目で見られてもいい。今、ここで自分の気持ちを伝えなきゃ、私はこれから先、ずっと後悔する。

　でも、もし少しでも可能性があるのなら……。

　お願い。お願い……。どうか、この手を取って……！

「なんだそれ……選挙にでも出るのか？」

　小野原さんの少し笑いを含んだ声に、ハッと我に返る。

　ああ……呆れられた……。

　恥ずかしさでいっぱいになり、腕を引っ込めようとした時。

　小野原さんが、グイと私の手を勢いよくつかんだ。

「え……？」

　そのまま彼に引っ張られるように、建物の陰に連れ込まれる。

「さすがにあそこじゃ目立つからな」

　そう呟くと、小野原さんはパッと手を離し、私を正面から思い切り抱きしめた。

「え……あの……？」

「立候補なんかしなくても、俺には香奈しか見えていない」

　え？　……今、なんて……？

　私は自分の耳を疑った。これは幻聴かもしれないと思いつつ、慌てて小野原さんを見上げた。

　彼はいつもと変わらない優しい目で、私を見つめている。

　何がどうなったのかわからない私は、口をパクパクさせることしかできない。

「あ、あああ、あの……っ」

「香奈、ゆっくり深呼吸」

「……あ、は、はい」

　何度か息を吸って吐いて、落ち着いたところで今の状況を頭の中で整理する。

　私しか見えてない、って言った？

「えっ、怒ってないんですか!?」

「何が？」

　小野原さんが珍しく、きょとんとしている。

「『何が』って……私、あんなにひどいこと言ったのに……」

　思い出して、胸が苦しくなる。

「さっきから許すとか本心じゃないとか、何を言ってるんだ？」

　……え？

「だって……昨日、資料室で、彰……江田くんとの口論、聞いてましたよね？」

「ああ」

『それがどうした』というように、小野原さんは普通に頷く。

「……私、江田くんが元カレだって、言ってなかったし……」

「知ってたよ」

　いきなりのカミングアウトに、私は驚いて目を丸くした。

「えっ！　い、いつから!?」

「わりと最初のほうから。俺は香奈をずっと見てたからな」

「わ、わかるものなんですか？」

　さすが察しのいい小野原さん……。まさか気づいていたとは思いもよらなかった！

「江田は俺の部下だし、香奈に昔のことを聞いたら、きっと変に気を遣って俺に心を開かなくなるだろうと思って黙っていたんだ」

「……そうだったんですか」

「それに昔の男なんてどうでもいい。その分、香奈が俺しか見られなくなるようにすればいいだけのことだしな」

　小野原さんは、私の頭にポンと手を乗せながら微笑む。

　なんていう自信……。でも、今は確かにそうなのだから文句はない。

　だけど、一番の問題が残っている。

「私、小野原さんと付き合ったら元カレを見返せる、って、まるで小野原さんを利用するような言い方をしましたけど……それも聞いてましたよね。……怒ってないんですか？」

　恐る恐る尋ねる。

「俺がそれを真に受けるとでも思ったのか？　元カレを見かけただけで、バカ正直に心のうちを吐き出して、泣きだす女にそんなことができるもんか」

　小野原さんは笑いながら、私の額を指で軽く小突いた。

　バカ正直……ああ、あの映画館の時か……。それにしても、バカって……まぁ、否定はしないですけど。

「それに香奈がそのあと、何か言おうとしてたのもわかってたよ」

「そう……なんです。私、『見返せると思ったけど、そんな考えすぐに吹き飛んだ、そんなの考えられないくらい小野原さんのことが好きだ』って言おうとしてて……」

　話しているうちに、ピンと張っていた緊張の糸が切れて、涙が溢れてきた。

「前にも言ったよな？　俺の気持ちを勝手に推し量るな、って。またひとりでいろいろ考えてたのか？　心配だったら、俺になんでも話せ」

　小野原さんの指が、私の涙をそっとすくう。小野原さんは優しい目をしていた。

「だって……小野原さん……その時、何も言わなかったから……嫌われたんじゃないかと思って、不安だったんです……」

「ああ、それはあの時、あの場にいたのは俺たちだけじゃなかったからだ」

「えっ？」

「江田が香奈の肩を押さえつけているのを見た時、カッとなって殴り飛ばしたくなったけど、抑えた。なんとか江田を香奈から離したあと、誰かが資料室に入ってくるのがわかったんだ。香奈は気づかなかったか？」

「はい。全然……」

　だって、小野原さんのことしか見えてなかったから……。なんだ、そうだったんだ……。

　私は安堵した。

「俺もあのあとすぐに出張に行く予定だったから、急いでいたしな。それに、俺とふたりでいるところを誰かに見られたら、俺はいいけど香奈がいろいろと噂の的にされるのは嫌だと思って」

　それで、私に早く戻るように言ったの？

「じゃあ……もしあの時、誰もいなかったら……私に声をかけてくれてました？」

「……多分、それだけじゃ済まなかったな」

　小野原さんは顎に手を置いて、真面目に考えるような仕草を見せる。

「え？」

「江田に押さえられた所がどうにもなっていないか、服を脱がせて確認して、それから……」

「わっ、も、もういいですっ！」

　涼しい顔して何言ってるんですか！

　焦る私の顔を見て、小野原さんは「冗談だよ」といたずらっぽく笑った。

「でも、そのことが香奈を不安にさせているとは知らなかった。俺もまだまだだな……悪かった」

　小野原さんの手が、私の頬に優しく触れる。

「いえ、小野原さんは何も悪くないです。小野原さんの気も知らないで、私がひとりでくよくよしてただけですから……」

「だけど、そのおかげで香奈からの告白が聞けたな」

　小野原さんは嬉しそうに笑うと、私をもう一度抱きしめた。

「俺のこと、なんだって？」

「えっと……好きです」

「もう一度」

「……好きです」

「もう一回」

「……もう、勘弁してください」

　何度も言わされて恥ずかしくなった私は、小野原さんの胸に顔をうずめた。

「ごめん、嬉しくて」

　小野原さんが、私の頭をそっと撫でる。

「俺も好きだよ」

　耳元で囁かれた。

「好きだ、香奈」

「うっ……私も……ですぅっ……」

　また涙が頬を伝う。

　私は小野原さんの身体を、ぎゅっと抱きしめ返した。

　ああ、好きな人に『好き』って言われるのって、こんなに温かくて……幸せな気持ちになれるんだ。勇気を出して伝えて、本当によかった。少しは強くなれたかな？

「ごめん、香奈が待っててくれてるってわかってたら、もっと早く帰ってきたのに」

「え？　私メールしましたよ」

　私は顔だけを小野原さんからパッと離し、見上げた。

　小野原さんは急いでポケットからスマホを取り出して確認し、「あっ」と小さく呟いた。

「全然気づかなかった。ごめん。寒い思いをさせて」

　私は首を横に振る。

「いいえ、寒さなんか感じないくらい、今、あったかい気持ちでいっぱいですから」

　フラれることも覚悟していたから、こうして想いが通じ合ったこと自体、私には奇跡だ。

「このまま香奈を帰したくない。……迷惑か？」

　小野原さんにじっと見つめられ、心臓がドキッと音を立てて跳ね上がる。熱い視線に、目を逸らせない。

　……いや、逸らせないんじゃない。その瞳に、私をもっと映してほしい。

「いいえ。私も一緒にいたいです」

　私が迷いなく答えると、小野原さんは私の手を強く握り、低い声で甘く囁いた。

「離さないからな」

　ふたりで手を繋いでマンションのエントランスを通り抜け、十五階でエレベーターを降りる。

　そして部屋の玄関に入るなり、背中を壁に押しつけられた。

「中に入るまで、我慢できない」

　小野原さんの顔が、ゆっくり近づいてくる。

　キスされる……！

　私は咄嗟に顔を両手で覆った。

「どうしたんだ？」

　小野原さんが怪訝そうに尋ねる。

「あんまり明るい所で顔を見られたくなくて……」

「なんで？」

「昨日、小野原さんのことをずっと考えてたら、眠れなくて……目の下にクマができて……」

「そうだったのか……悪いな」

　小野原さんは私の手をつかんで左右に開くと、覗き込むように身を屈めた。

「悪いが、二日連続で寝不足決定だ」

「え？」

　小野原さんがニヤリと口角を上げる。

　眼鏡の奥の熱い瞳に捕らわれて身動きができず、背筋がゾクリとした。

「今夜は寝かせてやれない」

「えっ……それ、ん……っ」

　こちらが何か言う前に、唇を塞がれた。

『悪い』って……そっちの意味なの!?

　息もつかせぬほどのキスを受けながら、小野原さんの言葉の意味を理解する。

　それに、ちょっと今……小野原さんのＳな部分を垣間見たような気がしたんだけど……でも、まあいいか。彼の違う一面を知りたいと思う私の頭は、やっぱりどうかしてるんだから。

　私は小野原さんの首に、ゆっくりと手を回した。




　いつもとは違う疲れを全身に感じて、私は目を覚ました。それにやたらと下腹部が重くて、気だるい。

　カーテン越しに、日の光が室内を薄く照らし出している。

　目の前には、静かな寝息をたてて眠る小野原さんの顔。

　途端に昨夜のことを思い出し、恥ずかしさが込み上げてくる。

　触れられていない部分なんてないんじゃないかってくらい……身も心も全部、溶かされてしまいそうだった……。

　小野原さんを起こさないようにと、ベッドから静かに抜け出そうとした時、そっと手を握られた。

「……おはよう、香奈」

　少し掠れた声が、やけにセクシーだ。

「おはようございます」

　朝の光に浮かび上がる小野原さんの引き締まった上半身や、広い肩幅が視界に飛び込んできて、目のやり場に困る。

　昨夜は部屋の照明も薄暗かったし、恥ずかしいのと余裕がないのとで、ほとんど目を閉じてたから……ちゃんと見るのは初めてだ。

　額にかかる前髪をかき上げる仕草とか、朝から男の色気がハンパなくて、ドキドキさせられっぱなしの私は、思わず宙に目を泳がせた。

「休みだから、もう少し寝てればいいのに」

　小野原さんが上体を起こし、私の肩を抱き寄せて唇に軽く口づけをする。それだけで、ひと晩中、彼から与えられた甘くしびれるような熱を思い出し、全身が火照るのを感じた。恥ずかしくて、まともに小野原さんの顔を見られない。

　とりあえずシャワーを浴びて、身も心も落ち着かせよう……。

「……いえ、シャワーを借りようかと思って……ごめんなさい、起こしてしまって。小野原さんはまだ寝ていてください」

　私がベッドから下りようと身をよじると、小野原さんは私の肩を抱いたまま再びベッドに倒れ込んだ。

「……きゃっ」

　そのまま小野原さんに組み敷かれる。少し不満そうなその表情に、何かしてしまったのだろうか、と原因を探してひとり考えを巡らせていると。

「なんで、恋人なのに名字で呼ぶんだ？」

『恋人』……ああ、そうか。

　改めて言われると、彼と恋人になれたことを実感して、嬉しさがじわりと込み上げてくる。『名前で呼んで』ってことよね。

「えっと……けい……け、け」

　ダメだ！　恥ずかしくて呼べないっ！　そんなにじっと見られたら、余計に！

　……あ、そうだ、顔を見なきゃ、呼べるかも……。

　私は小野原さんの首にぎゅっとしがみつき、彼の耳元に口を寄せる。

「……圭一さん」

　よし、言えた！

　満足していたら、小野原さん……じゃなかった、圭一さんの様子が何かおかしい。

「圭一さん？」

　もう一度呼ぶと、そのまま覆い被さられた。

「煽あおってるのか？」

「え……な、何が……？」

「耳元でそんなに可愛く囁かれたら、止まらなくなるだろ」

「えっ、私、そんなつもりじゃ……」

　慌てる私を圭一さんが優しく、でもどこかいたずらっぽい眼差しで見ている。

　そして、やっぱり甘いキスが唇に落ちてきた。

　例えようのない幸福感に包まれる。

　誰がなんと言おうと、私はきっと、世界で一番幸せな朝を迎えている。










季節が巡っても




　九ヶ月後――。

　外は真夏の太陽が照りつけ、生おい茂る街路樹の葉がアスファルトの道路に、くっきりと影を落としている。でもここ、マンションの明るいリビングは快適な温度に保たれていて、涼しい。

　ソファに座る私の腕の中で、小さな赤ちゃんがスヤスヤと眠っている。

　ああ……この柔らかいほっぺ……ちっちゃな手……もう、可愛すぎて食べちゃいたいくらい！

「美み羽う、もう寝たのか」

　圭一さんが私の横に来て座り、赤ちゃんの顔を覗いた。

『美羽』というのは、この赤ちゃんの名前。女の子だ。

「最近は、香奈の腕の中がお気に入りだな」

「ええ」

　私も赤ちゃんにフフッと笑いかける。

「そうしてると、本当に美羽のパパとママみたいね」

　そう言いながら、朱音さんが笑顔でリビングに姿を現した。

「美羽を見ててくれてありがとう。おかげで用事が片づいたわ」

「ううん。私たちこそ、急にお邪魔してごめんね」

　私は美羽ちゃんを起こさないように、慎重に朱音さんに預けた。

　朱音さんは、そのまま静かにリビングを出ていく。

　今年の六月初旬、朱音さんは元気な女の子を出産した。それが、美羽ちゃんだ。

　朱音さんとマサキさんは結婚して、今はこのマンションで親子三人仲良く暮らしている。

　マサキさんはあれからちゃんと就職して真面目に働いていて、娘が生まれてからというもの、最初の心配が嘘のように美羽ちゃんにゾッコンになった。仕事のない日は朱音さんの家事を手伝ったり、率先して美羽ちゃんの面倒を見るなど、ものすごいイクメンぶりを発揮しているらしい。

　ゾッコンといえば、私の横にいる人も例外ではない。あまり表情には出さないけど、姪めいが可愛くて仕方がないのが伝わってくる。

　私も美羽ちゃんがすごく可愛い。デート中にベビー服の店を見かけると、つい立ち寄っていろいろ見てしまうんだけど、最初は傍観していた圭一さんのほうが、いつの間にか真剣に品物を選んでいたりするし。

　今日も、その時に買った美羽ちゃんの服を届けに、朱音さんのマンションに少し寄らせてもらっているのだ。

　私たちが付き合って、九ヶ月。

　部署も違うし、圭一さんは相変わらず忙しいので、平日は会える機会は少ないけど、その分、週末のデートのあとは、お互いどちらかの家で過ごすことが多くなった。

　一緒にいてわかったけど、圭一さんはもともとお酒に強い体質で、外では酔わない。ちゃんと自分の限度を知ってるんだと思う。会社でも飲み会とかで酔った姿を見た人はいないらしい。

　でも、家でふたりきりで過ごしている時、飲みすぎてたまに酔うと、少し甘えたようになって、時々、膝枕をせがんでくる。

　膝に乗せた彼の髪の毛に触れながら、なんか背の高い猫みたい、なんて思うとおかしくなってくる。

　外で、特に会社で、あんなにキチッとしていてクールに仕事をこなす彼が、時々こんな感じになるなんて、誰も想像できないと思う。

　それも、『私だけが知ってる秘密かな』なんて考えると嬉しくて、こんな圭一さんもとても愛しい。

　私はあれからというもの、ひとりで悩んだりせず、圭一さんにはなんでも話して、相談するようにしている。そうできるのは、圭一さんが優しくて、心が広くて、私のすべてを受け入れてくれて……私が絶対的に信頼しているから。安心できるから――。

　私はあと四ヶ月で、三十歳になる。

　周りには結婚して子供もいる友人が増えた。志帆も来年、ママになるし。

　でも、私は焦っていない。もちろん、結婚願望がないわけじゃないけど、その前に、今こうして圭一さんと一緒にいられることが何より幸せだからだ。

　この一瞬一瞬を、大切にしたいと思う。

　そんなことを考えていると、朱音さんがリビングに戻ってきた。

「着地成功！　香奈っちに抱っこしてもらうと、なぜか美羽の眠りが深くて助かっちゃう。ありがとうね」

　美羽ちゃんの寝かしつけに成功して、朱音さんは満足そうだ。

　私とすっかり打ち解けた朱音さんは、私のことを〝香奈っち〟と呼ぶ。『そこは〝香奈さん〟とかじゃないの？』って思ったけど、なんか朱音さんらしいなと感じて諦めた。

　それに、もし美羽ちゃんがしゃべり始める頃、たどたどしく〝かなっち〟って呼んでくれる姿を勝手に想像したら、頬が緩んできたから……。

　うん、許す！

「今から映画行くんでしょ？　時間、大丈夫？」

「あ、うん。もう行くから」

　圭一さんとふたりで、玄関へ向かう。

　靴を履く私たちに、朱音さんが声をかけた。

「また来てね。あ、美羽の服、ありがとう。でも、これまでもだいぶもらってるし、次は手ぶらで来てね。そのお金、ふたりの分に使ってよ」

　朱音さんの言葉に、圭一さんと顔を見合わせる。

「うん。わかってるんだけど、美羽ちゃんが可愛くて、つい……。今度は普通に来るね。お邪魔しました。またね」

　手を振り、朱音さんのマンションをあとにした。




「朱音さん、すっかりお母さんらしくなりましたね」

　車中で、運転席の圭一さんに声をかけた。

「そうだな。正直、あの朱音が信じられないけどな」

　正面を向いたまま、圭一さんが笑う。

「はい。だけど、家族の仲がいいみたいで、よかったです」

　あの朱音さんが毎日、育児と家事をこなし、今や立派なお母さんになっている。大変で疲れていると思うけど、その美しさは少しも損なわれていない。

　恐るべし、小野原家の血……。

「来週、香奈の実家の神社で夏祭りがあるな。楽しみだ」

　本当に心待ちにしてくれているようで、圭一さんが笑う。

「はい、でも都会の神社祭りに比べたら、本当に小規模ですよ」

　来週は、毎年八月上旬の土曜日に行われる、神社の夏祭りだ。

　ぜひ見たいという圭一さんの希望で、一緒に行くことになった。必然的に実家にも顔を出すことになる。

　ちなみに両親には今年の春、圭一さんを紹介した。『真剣に付き合っていることを報告して認めてもらいたい』って圭一さんが言ってくれたので、初めてふたりで実家を訪れた。

　家に来た圭一さんを見て、両親は玄関で二十秒ほど固まってたっけ。そりゃ、私ごときがこんなイケメンを連れてくるなんて、思ってもみなかっただろうしね。私も逆の立場だと、きっとそうなっていたと思う。

　先日、来週行くことを実家に連絡したら、電話の向こうでお母さんは乙女みたいに大はしゃぎしていた。

　……あとでお父さんが嫉しっ妬としなきゃいいけど。でも、うちのお父さんも圭一さんのことをすごく気に入ってくれているから、変なことにはならないか。




　普段は参拝者が少ない静かな神社だが、今日ばかりは紅白の提ちょう灯ちんが無数に飾られ、太鼓や笛などの祭まつり囃ばや子しの音が鳴り響き、リンゴ飴あめやわた飴やたこ焼き、ヨーヨー釣りや射的などの屋台が、石段の下の参道に沿って所狭しと並んでいる。

　その間を、色とりどりの浴ゆ衣かたに身を包んだ大勢の人々や家族連れが、ゆっくりと進んでいる。

　私と圭一さんも手を繋ぎながら、その中をお社やしろに向かって歩いていた。

「結構、人が来てるんだな」

　圭一さんが感嘆したように呟く。

「この辺は、夏はこれぐらいしかイベントがないから、皆、集まってくるんですよ。それに、ちょうどお盆前で帰省してる家族連れも来てますから」

　隣にいる圭一さんを見上げて微笑みかけると、彼が私のほうをじっと見つめてきた。

「どうかしました？」

「……浴衣、似合ってると思って」

　圭一さんが優しい目をして、口角を上げる。

「あ、ありがとうございます」

　嬉しくて、私ははにかんだ。今日はせっかくなので、かなり久々に浴衣を着てみた。

　濃紺の生地に紫の朝顔の柄が映えていて、私のお気に入り。先の部分に小さな丸い飾りのついたかんざしを、アップにまとめた髪に挿している。

「キレイだよ」

　圭一さんが身を屈めて、耳元で囁く。

　その瞬間、私は自分の顔が赤く染まるのがわかった。

「あ、あっち。リンゴ飴ありますよ」

　私は恥ずかしさをごまかすように、圭一さんの腕を引いた。

　私は昨日の金曜日、仕事が終わってからひとり暮らしのマンションには戻らず、直接実家に帰った。

　夏祭りは夕方からだけど、準備は朝からあって、大忙しだ。もちろん、地元の町内会の人たちと総出で協力してやるんだけど、人手は多いほうがいいので、私は毎年、実家に泊まって翌朝から手伝うようにしている。もちろんそれは、恵美も潤もだ。

　圭一さんも準備を手伝うと言ってくれていたんだけど、直前に土曜出勤になってしまい、仕事が終わってから来てくれた。

　だから私たちは、ついさっき会ったばかりなのだ。

　圭一さんは、今日は爽やかなライトブルーの半袖シャツと黒いズボン、そしてダークブラウンの革製の、小さなボディバッグを肩から引っかけている。浴衣姿を見たかったけど、持っていないらしく、どのみちここまで来るのに車を運転するから洋服のほうが楽だと言っていた。

　でも、もし着てくれるなら、今度プレゼントしてみようかな。

「上にも行ってみましょう」

　私は圭一さんに声をかけた。

　社の横の広場が、盆踊りの会場になっている。

　午後七時から始まる盆踊りに向かうため、石段を上がる人の数も増えてきた。

　私も上がろうとしたけど、圭一さんが手前で立ち止まっていることに気づいた。

「どうしたんですか？」

「ああ、いや……香奈と、ここで初めて会ったんだな、と思って」

「そうですね……」

　なんだかすごく懐かしい。

「行こうか」と、圭一さんに手を引かれ、私は石段を上がり始めた。

　やぐらが組まれた広場は、思ったよりも多くの人で溢れていた。まだ踊りが始まる時間ではない。どこかで時間を潰そうと思っていると――。

「あれ、香奈ちゃん！」

　誰かに声をかけられ、振り向くと懐かしい笑顔があった。

「あ、トモくん！　来てたの？」

　それは、幼馴染みのトモくんだった。

「うん、親父がどうしても行きたい、って言うから付き添いで。一応、病み上がりだからね」

　トモくんはそう言うと、圭一さんの存在に気づいた。

「この人ってもしかして……前に言ってた……」

「あ、うん……今、お付き合いしている、小野原 圭一さん」

　すると、トモくんが圭一さんに身体ごと向き直った。

「初めまして、香奈ちゃんの幼馴染みの谷山です。香奈ちゃんのこと、どうぞよろしくお願いします。じゃあ、俺、行くよ。ふたりの邪魔をしたくないからさ」

　トモくんは相変わらず爽やかな笑顔で手を振りながら、人混みの中に消えていった。

「いい男だな」

　ポツリと圭一さんが言った。

「ええ、昔からとてもいい子なんです。そのまま好青年に成長した感じで」

「いい子、か……。なんだ、俺の取り越し苦労だったみたいだな」

　圭一さんは笑みを浮かべると、私の頭の上に軽くポンと手を乗せた。

　私は圭一さんの言葉の意味が分からず、きょとんとしてその顔を見る。

「親しげに話すふたりを見て、少し心配になった。幼馴染だから俺の知らない香奈を向こうは知っているわけだしな。気をつけないと、ああいう爽やかなヤツほど女性に悪気なく近づいて、いつの間にか隣のポジションをキープしてたりするんだ」

「えっ、トモくんはそんな子じゃ――」

「まあ、俺がいる限り、そんなことはさせないけどな」

　私の言葉が耳に届いているのかいないのか、圭一さんは口角を上げると、少し眉を寄せて人だかりを眺めた。

　え、それって、もしかして……やきもち？

　私はそんな圭一さんがいつにも増して愛しくなって、繋いだ手に力を込めた。

「私には、圭一さんだけですよ」

　圭一さんは視線を私に戻し、真剣に見つめてくる。でも、すぐに目を細めてフッと微笑むと、私の肩を抱き寄せて耳元で囁いた。

「そんな可愛いことを言って、今夜、俺にどうされたいんだ？」

「えっ？」

　甘い声に頭が刺激されて、全身が一気に熱を帯びる。でも、私はすぐにブンブンと首を横に振った。

「ダ、ダメですよ、今日は私たち、実家に泊まることになってるんですから！」

　そう。今日はふたりとも、ここに泊まる。

　今朝手伝えなかった分、圭一さんが翌朝、祭りの後片づけを手伝いたいと申し出てくれたのだ。

　両親は、『せっかく来るんだからゆっくりしていきなさい』と言ってくれたけど。

「そうだったな……」

　圭一さんが残念そうに呟く。

　その様子がおかしくて、私はつい笑ってしまった。

「人が増えてきたんで、移動しましょう」

　私は彼の手を引いて、本殿の裏に回った。今日は皆、祭りメインなので、今ここに人ひと気けはないし、おそらく誰も来ないだろう。本殿の奥に幅の狭い道が十メートルほどあって、その両側に石いし灯どう籠ろうが数基、等間隔に並び、奥の小さな祠に続いている。

「ここは？」

「縁結びの神様です。今まで見えてたこっちの大きい社は、五穀豊穣と無病息災の神様なんですけどね」

「じゃあ、行こう」

　圭一さんが私の腰に手を回し、小さな祠の前まで一緒に歩いた。ふたりで柏かしわ手でを打ち、目を閉じる。

「俺、神様がいるかどうかなんて、あまりよく考えたことなかったけど、本当にいるのかもな」

　目を開けて、圭一さんがフッと笑みをこぼす。

「香奈に引き合わせてくれた」

「あ……」

　そうだ、私たちはあの石段で出会った。

「……縁結びの神社の娘が言うことじゃないんですけど……私も、これまで神様なんていないんじゃないかと思ってたんです。いても、きっと私には微笑んでくれないんだろうな、と思ってました。恋愛運がなさすぎたから」

　だけど、そうじゃなかった。

　この神社で、圭一さんと出会った。それも、ただ出会っただけじゃなく、私が圭一さんの上に落ちるというハプニング付きで。

　もしかしたら、あの時、私が石段から足を踏み外したのは、神様がそうさせてくれたのかもしれない。

　私にこれまでいい出会いがなかったのも、神様に見放されていたからじゃない。きっと神様が、圭一さんという最愛の人との出会いを用意してくれていたからなんだ。

「あの時、私を受け止めてくれてありがとう、圭一さん」

「ああ、すごくびっくりしたけど」

　圭一さんは、思い出したように笑った。

「でも、咄嗟に受け止めなきゃいけないと思ったんだ。それは、人として当たり前の行動だけど、何か別の……うまく言えるかわからないが……笑わないか？」

「笑いませんよ」

「香奈が階段から落ちてきた、というよりは……空から降ってきた、と一瞬本気で思ったんだ。だから絶対に受け止めなきゃいけない、と。何か特別な存在に思えた」

「……圭一さん……」

「実際、特別だったけど」

　そう言うと、圭一さんは私のほうに向き直った。

「香奈、俺と結婚してくれないか？」

　え……？　今、なんて……？

「本当……に？」

「俺が嘘で、こんなことを言う人間だと思うか？」

「思ってないですけど……本当に、私でいいんですか？」

「香奈以外、誰がいるんだ」

　圭一さんは優しく微笑む。そして、彼はバッグから、小さな白い箱を取り出した。私に向かって、その箱を開けると――。

　そこには、美しい輝きを放つダイヤモンドの指輪があった。

「今日は、ご両親に結婚を認めてもらう話をしに来たんだ。その前に、ちゃんと香奈にプロポーズしたかった」

　嬉しくて言葉にならない代わりに、温かい涙が頬を伝う。

「本当はもっと早く伝えたかった。でも、朱音のことが落ち着いてからにしようと思って……待たせて悪かった」

「……そんなこと……気にしないでください」

　私は首を何度も横に振った。

　圭一さんの手が、私の左手を優しく取り、薬指にダイヤモンドのリングをはめた。

　私はいまだに信じられなくて、大きな存在感を放つ薬指の小さなリングを眺める。

「それで、返事は？」

　優しく尋ねられる。

　あ……そのセリフ……。

　あの大雨の日、圭一さんに付き合ってほしい、って言われた時。

『それで、返事は？』

『へ、返事!?』

『応援するって、言わなかったか？』

『ちょっと待ってください！』

　……どうやって申し出を断ろうか必死だったあの時が、懐かしい。

　でも、今は――この人しか考えられない。私の、大好きな人……！

「はいっ、よろしくお願いします!!」

　私は涙をぬぐうと、満面の笑みで愛しい人の胸に飛び込んだ。

　その瞬間。

　石灯籠が一斉に、淡いオレンジ色の明かりを放った。

　薄暗くなってきた辺りを温かい光が柔らかく照らし出し、それは幻想的で、まるでタイミングを計ったような光景に、私は思わず圭一さんの顔を見上げた。

　圭一さんも驚いたように、周囲を見回している。

「神様が祝福してくれているのかもな」

　私の身体に腕を回したまま、圭一さんが穏やかな口調で言った。

　広場や石段のほうからも歓声があがったので、ちょうど今が石灯籠や提灯に明かりの灯る時間だったのだろう。

　でも、たとえ偶然だったとしても、神様がここに来た私たちを祝福してくれたのだと、私はこれからもそう信じる。

「そうですよ、神様からのおくりものです、きっと」

　私は圭一さんの身体を、ぎゅっと抱きしめた。




　この祠の周りの森も、参道沿いに並ぶ木々も、秋が来ると見事な紅葉になる。

　お互いの温もりが恋しくなる寒い季節のあとは、暖かい太陽が顔を出し、爽やかな風が緑を揺らして春がやってくる。

　何度、季節が巡っても、これからもずっと一緒にあなたと手をたずさえて、生きていきたい。

　絶対に、恋なんか始まらないと思ってたのに――。

　気づいたら、あなたしか見えていなかった。

　そう、ここであなたの上に落ちた瞬間から、きっとこの恋は始まっていた。

　身も心も――。

　落ちたのは、あなたの中――。
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あとがき




　初めまして。葉崎あかりと申します。

　このたびは本書をお読みいただき、心より感謝申し上げます。多くの方々に応援していただきまして、本作品は『ベリーズカフェ恋愛小説大賞』で新人賞をいただくことができました。重ねてお礼申し上げます。




　二十代後半というと、多くの女性にとって、それまで以上に『結婚』の二文字を意識してしまう時期だと思います。

　この作品に登場するヒロインは、三十歳を目前にして失恋し、『別れはどうしようもできないことだから、早く忘れよう』と頭の中では理解しているけれど、そう簡単に次に進む気力もなく自信喪失中。

　そんな時に目の前に現れたのは、他部署のエリート上司。強引に昔の恋を忘れさせるのではなく、ヒロインの性格も丸ごと包み込んで一緒に前に進もうとしてくれる、大人の余裕と優しさを持つ男性像をイメージしました。

　クールだと思い込んでいた上司が見せる甘い素顔に、ヒロイン同様、ドキドキしていただけましたら嬉しい限りです。

　ヒロインもただ愛されるだけではなく、恋愛に奥手だった自分の殻を破り、勇気を出して逆境に立ち向かう。そんな心の成長も描けたのではないかと思います。ヒロインの恋を応援しながら、読者の皆様にも温かい気持ちになっていただけましたら幸いです。




　最後になりますが、書籍化に向けて多大なるご尽力をたまわりました編集担当の額田様、三好様。ふたりの素敵なイラストを描いてくださいました、にそぶた様。

　いつも応援してくれる家族と友人。

　そして、私の作品を読んでくださっている読者の皆様。

　すべての皆様に、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。

　これからも精進して、執筆活動を続けたいと思っております。応援のほど、どうぞよろしくお願いいたします。





葉は崎ざきあかり
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